















































ギルドは本日も平和なり
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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　……どうしてこうなった。

　俺は顔を上げてその建物を見上げる。そこには『タウーレン冒険者ギルド』の看板が下がっていた。今日からここが俺の職場となるわけだが、なぜそのような状況になったのか。幾いくばくかの説明が必要だろう。

　それは前世でのことである。いきなり前世？　なにを言っているんだ？　という反論は分かる。だが、とりあえずは聞いて欲しい。

　俺はしがない凡人学生生活を謳おう歌かしており、そこにはなんの不満もなく、ただダラダラと日々を送っていた。

　事故にあったのは、まさに青天の霹へき靂れき。バイトに行く時に信号無視した車にはねられた。そして、気がついてみれば目の前には神様と名乗る少年が一人。

「異世界に転生してくれない？　かわりに好きなように能力を弄いじってあげるからさ？」

　軽い口調でそう言って、少年はこちらの様子を窺うかがっていた。正直、その後のことは思い出したくもない。突然の展開に気が動転していたのだと自分に言い聞かせてみても、酷ひどい言い訳かもしれない。その神を名乗る少年に詰め寄り、説明を求め、聞いた話には納得せず、挙句の果てにはその少年に慰められてしまった。あぁ……痛い、主に心が。ともかく、神様は俺に二度目の人生をくれるらしい。

「だったら、なにかを成し遂げる力が欲しい」

「なにか……って？」

「なんでもいい。なんだっていいんだ」

　元来、なんの取り柄もなく馬鹿にされ続けたこれまでを思えば、それを願ってなにが悪い？　平凡と言えば聞こえはいいが、言い換えてみれば負け続けた人生でもあった。そしてそれを善よしとして納得することで、自らの生き方を肯定していた。だが、本当は悔しかったのだ。

「ふーん。別に構わないよ？　どうせ新たなるスタートだ。思う存分楽しむといい」

　そして俺は新しい世界で、セッテン家の長男として、生を受けた。

　セッテン家は鍛か冶じ屋やで、俺は幼い頃から鉄と火花を見て育った。作っていたのは主に農具や包丁などであったが、その中には剣などの武器もあった。この世界にはそれを使う状況下にあったのだ。それは、この世界に魔物という存在がいるからである。魔物は、大気中に溢あふれる魔ま素そが自我を持ったものだ。その姿は魔力量によって異なり、それによって強さも異なってくる。魔物は、自らの存在を確固たるものにするため、より存在の強いものを取り込もうとする。そして、それに対抗するため、人々は武器を手に取り、魔法を使った。そう、この世界には魔法が存在した。魔法は『火・風・水・土』の基本属性と『回復・空間・精霊・召喚』の特殊属性、『氷・雷』の古代属性がある。俺はなんと全ての属性を使うことができた。さらに、セッテン家の倉庫から勝手に武器を取り出し、剣術、斧ふ術じゆつ、槍そう術じゆつ、弓術、また、体術に至るまで全てのスキルを修得した。

　見渡せば中世ヨーロッパ風の建物が並び、人々は日々の生活を懸命に生きていた。青い空を遮る高い建物はお城や砦とりでぐらいで、それさえも美しい光景の一部として当然のように在あった。魔物は人々を脅おびやかしたが、魔力を持つ人間は魔物と対たい峙じできた。この事実を知った時ほど、神様に感謝したことはない。俺には、魔物を倒すのに十分な魔力が備わっていたからだ。そして、魔力を持たずに生まれてきた人間は、スキルを修得しやすいという特徴を持っているため、職人になる者が多く、彼らは人々の生活を支えた。




　十三歳になる頃には、扱うことのできぬ武器は皆かい無むとなり、調子に乗っていた。恥ずかしながらこの頃の俺は「勇者になる！」が口癖だった。セッテン家は、裕福とは言えなかったものの、農具などの注文が途絶えることはなく、それなりの生活を送っていた。この世界では銀貨五枚あればその日の生活には困らない。銀貨は銅貨十枚の価値があり、銀貨十枚で金貨と同等の価値があった。金貨が百枚そろうと白しろ金きん貨かというものと同等らしいが、当時の俺はそれを見たことがなかった。そして、どうやら父は俺に跡を継がせたかったようだが、神からもらった能力を鍛冶屋で浪ろう費ひすることなど全く考えておらず、それなりに手伝いをしながらも、俺は英雄への夢を胸に秘め続けていた。

　そして十六歳の春にとうとう家を出た。冒険者になるためである。やはり、異世界といえば冒険者だ。冒険をしてこそ異世界だ。冒険者には、魔力を持つ者しかなることはできない。冒険者とは別名『魔物を狩る者』と呼ばれており、それが仕事内容といっても過言ではない。母さんは危険だと涙を流し、父さんは「勝手にしろ」と激怒し、見送りに来なかった。親不孝なのは分かっていたが、それでも俺はなにかを成すことだけを考えていた。そしてそれは、この世界を救うなにかだと信じて疑わなかったのである。今にして思えば、救いようのないアホだった。

　その足で最初に向かったのはラントという町だった。冒険者になるためには、冒険者ギルドというところで登録をしなければならない。そこで最低のＦランクから始めた俺は、やはり能力のお陰でみるみる成功し、ギルド内でも話題の冒険者となり、ランクもみるみる上がっていった。

　そこまでは良かったのだ。……そこまでは。

　冒険者ギルドのランクはＦ～Ｓまである。そして、一人で依頼を受けることができるのはＣランクまでで、そこから先の依頼は、パーティを組まなければ受けることができない仕組みとなっていた。同様に、ダンジョンも一定の階層以上は入れないように制限されている。

　俺はすぐに仲間を探したが、なぜだか俺をパーティに加えてくれる所はなかった。そして、俺は驚きよう愕がくの事実を知ることになる。

「え？　お前、万能型だろ？　万能型はなんでもできるけど、能力の打ち止めが低いんだ。うちはＳランク目指してやっているから、そんな奴やつを加える事はできない」

　それは、とある冒険者パーティのリーダーに言われた言葉だった。

　後々分かったことだが、この世界で、魔法もスキルも自由に操れる者を『万能型』と呼ぶらしい。そして万能型の特徴は、能力の幅は広いかわりに、一つ一つの能力は低いというところだった。欠点を補い、協力し合うパーティにとって、一人でなんでもできてしまう者など逆に扱いづらい。しかも、能力が他より劣るとなれば尚なお更さらだろう。俺は、瞬く間にランクを上げたため、周りからは『万能型冒険者』として有名になっていた。それが、褒め言葉だと思っていたのは俺だけだったらしい。

　俺はぼっちとなり、異世界での快進撃も打ち止めとなったのだ。

　その後、俺は自分がどれだけ強いかをアピールしたものの、まともに取り合ってくれるパーティはなかった。

「あ？　Ｓランクのドラゴンを倒せる？」

「そうだ。証明するからパーティに加えてくれ！」

「嫌だね。そんなことで命を危険には晒さらせねぇなぁ。他をあたりな」

　どいつもこいつも似たような反応だった。その時、俺は悟ったのだ。力があっても、それを証明できなければ、ただの人なのだと。同時に、俺の中にあった情熱が冷めていくのを感じた。こんな奴らに認められて、俺はなにを成そうとしていたのか……と。

　そんな時、冒険者ギルド職員が話しかけてきた。

「君はギルド職員に向いてるよ。王都アスカレアへ行って、ギルド職員の資格を取ったら？」

　それは神の声に聞こえた。

「俺、万能型ですよ？　大丈夫なんですか？」

　自虐的に返した言葉に、そのギルド職員はニッコリと笑った。

「もちろん！　かくいう俺も万能型さ（キラーン）」

「王都へ行きます!!」

　気がつけば、そう答えていた。

　そのギルド職員に聞いたところ、ギルド学校に入るためには、最低でも年間金貨二十枚を支払わなければいけないらしい。最短三年で卒業できるらしいのだが、それでも金貨六十枚は必要である。とはいえ、日雇いの仕事をしながら通う者が大半であり、払えない額ではないらしく、そういった者たちは仕事のため二日おきに通うのだが、どうしても卒業が延びてしまうらしい。結果、通常よりも多くの金額を支払わなければいけないのだ。俺は冒険者稼業でたんまり稼かせいだため、そのへんのことは心配いらない。

　俺は王都にあるギルド学校に入学し、冒険者ギルドの歴史から、冒険者ギルドの役割、そして現在やっている仕事内容、魔物と対峙した時の戦闘訓練に至るまで様々な事を学んだ。そして二は十た歳ちの春に、冒険者の町『タウーレン』にある冒険者ギルドで働くことになったのだ。

　俺が配属される部署は、タウーレン冒険者ギルドの『冒険者管理部』というところだ。そこは、在学中に聞いた噂うわさの中でも、最も配属されたくない部署として、毎年上位三位以内にランクインしている。理由としては、配属されても一年未満で辞めてしまう者が続出しているらしい。詳細は不明だが『冒険者管理部』とは、その名の通り冒険者を管理する部署である。タウーレンは冒険者の数が他の町よりも多いため、管理するのが大変なのではないか？　というのが、生徒たちの予想であった。





　　　　　※






　そして現在。俺はタウーレン冒険者ギルドの前にいる。三階まであるその建物は石で造られており、他の建物より高さも幅も広い。遠目に見れば、四角いことも相まって、ちょっとした監かん獄ごくを思い浮かべてしまうかもしれない。それを阻止しているのが、木で作られた看板や扉である。

　思い起こしてみるといろいろあった。当初の予定ではこんなはずじゃなかったのにな。……自由に世界を見て回り、歴史に名を刻む存在になるはずだったのに、どうしてこんなことになってしまったのか。

　選択を間違えたのはどこなのか？

　そんなことを今さら思ってみても仕方ない。俺は気を取り直して、扉に手をかけ、勢いよく中に入った。

　さぁ、ここから俺のギルド職員としての第一歩がはじ──。

　ヒュン────パシッ。

　いきなりナイフが顔に飛んできたので思わず摑つかんでしまった。

（……これは想像以上にヤバイな）

「見ない顔ね」

　ブーツを踏み鳴らして近づいてくる女性は、冒険者のようだった。髪も瞳も赤い。服装は軽装ではあるが、革製のガントレットなどで要所は守っている。また上半身はマントで隠れており、その隙間から大量のナイフを装備しているのがチラリと見えた。さらに腰のベルトには片手剣とダガーが装着してある。見たところ斥せつ候こうかな？　それも、かなり過激な斥候とみた。

「これは君が？」

「そうよ？」

「危ないだろ」

　そう言ってナイフを返す。

「危ないなら帰ったら？」

　彼女はフッと笑ったが、目が笑っていない。……怖こえぇよ。












「そういうわけにもいかないんだ。今日からここで働くことになったからな」

　その言葉に、周りにいた冒険者たちの視線が一気に集まるのを感じた。

「へぇ。じゃあ、あなたが新しいオモチャなんだ？」

（……オモチャ？　聞き間違いかな？）

　その女性は、スッと道を開けてくれた。

「ありがとう」

　一応お礼を言い、彼女の側を通り過ぎる瞬間、「頑張ってね」そう魅み惑わく的てきな小声で呟つぶやかれた。

　ギルド内は冒険者で溢れ、三つしかない受付に長蛇の列ができている。後ろの方では、どちらが先に並んだかで言い争いをしている列もあった。さすがは冒険者の町タウーレン。冒険者の気質も半端じゃなく荒い。

「へへっ。見ろよ？　アイツが新しい職員らしいぜ？」

「どれだけ持つか見ものだな。俺は二日に賭かける」

「ばか。半日も持たねぇよ。ひひっ」

　なにやら不穏な会話が聞こえる。どうなってるんだよここは。世紀末か。

　俺は冒険者が並んでいる受付ではなく、案内をしているお姉さんに近づく。

「あのー」

「なんですか？」

　穏やかに笑うお姉さんに、俺は安心した。

「今日からここで働くことになった、テプト・セッテンです。ギルドマスターにお会いしたいんですが？」

「あぁ、あなたが今日来る予定の人ですか。……まだお若いんですね。お気の毒に。ギルドマスターの部屋なら三階にありますよ」

「はい？　……あぁ、ありがとうございます。今後ともよろしくお願いしますね」

「はい」

　耳がおかしくなったのだろうか？　先程から、未来ある若人わこうどにかけるべきではない単語が聞こえる気がする。気を取り直して奥の階段を上がった。ギルドの中は外から見るより広く、家具や階段は木で造られている。構造的には簡単なつくりで、一階が冒険者たちの受付フロアになっており、二階と三階は各部署の部屋がいくつかあるだけのものだった。そして、三階に到着すると『ギルドマスター』と『経理部』の部屋を見つける。俺はギルドマスターの部屋の方をノックし、中から「どうぞ」と返答があったところで、扉を開けた。

「失礼します」

　中に入ると、奥の机で煙草たばこをふかしている白髪のおっさんがいた。椅子にふんぞり返り、煙を近くの窓に向かって吐き出している。服は浴衣ゆかたのようなものを着ていて、一目で良い素材を使っているのがわかった。白いマントは、威い厳げんを保つためのものなのだろう。実際、その役目を十分に果たしている。俺の事前に行った下調べが正しければ、彼の名前は『バリザス』。このタウーレン冒険者ギルドの二十五代目ギルドマスターである。元は冒険者であり、上り詰めたのは最高ランクの『Ｓ』。

「誰じゃ？　今日は客人の予定はないはずじゃが」

「バリザス様。今日は王都から新しく冒険者担当が来る予定です」

　ギルドマスターの隣に立つ女性は秘書だろう。たんたんとそう言った。

「あぁ。そういえば今日じゃったな？　えーと、君が新しい冒険者担当くん？」

「はい。王都より参りました。テプト・セッテンです」

「そうか……では、ミーネ。説明を頼む」

　なんともやる気の見られない態度に、俺は少し呆あきれた。

「ついて来て」

　それから俺は、ミーネと呼ばれたブロンド髪の女性に部屋の外へと連れ出された。彼女はワイシャツにタイトなスカートのため、足を前に出す度たびにチラチラと見える白い足が気になってしまい、どうしても視線が下に動いてしまう。

「テプトくん？」

「あっ、はい」

　危ない危ない。危うく見ているのがバレるところだった。

「まさか、就任初日から変態疑惑で捕まりたいのかしら？」

　ミーネさんは冷めた目つきで俺を見ていた。あぁ、バレてたんですね。

「……すいません」

「まぁ、別に構わないけど。ギルドマスターは臆おくすることなくガン見しているしね」

　あんのクソじじぃ……羨うらやましすぎだろ。

「まぁ、あれでもやるときはやる人なの。気にしないでね？」

「分かってます」

　なにを分かっているのか自分でも疑問に思うところではあるものの、生足を見ていた罪の意識からか、自然と肯定的な言葉を返してしまう。

「冒険者担当は、入れ替わりが激しいから、挨あい拶さつに来る人が多いのよ。だから名前を覚えてもすぐに辞めちゃって……それで、あんな態度なのよ」

　やはり、この仕事はきついらしい。ミーネさんはそのまま階段を降り、二階にある部屋の前で止まった。

「ここが、君が今日から働く部署よ」

　扉の横には、『冒険者管理部』の札があった。

「ありがとうございます」

　ミーネさんにお礼を言い、扉をノックする。

　…………。

（おかしいな？　聞こえなかったのか？）

　もう一度ノックした。

「テプトくん、ノックしても無駄よ。なにせ中には誰もいないから」

　彼女はそう言いながら、ポケットから一つの鍵かぎを取り出すと、鍵穴に差し込んで回し扉を開ける。そして部屋の中を見た瞬間、俺は唖あ然ぜんとした。




『死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね……』




　それは、壁一面に書いてある文字。

「壁を新しくしても、来る人来る人落書きするから、修復するのもやめちゃたのよ」

　困ったように笑うミーネさん。いや、これ落書きのレベルじゃないだろ。

　そして窓はガラスではなく、ただの四角い穴となっていた。雨が床を濡らしたのだろう。窓の辺りの床は腐りかけている。

「あの……窓は？」

「あぁ、よく物を投げ込まれて割られちゃうから取り外したのよ」

　物を投げ込まれる？　……近くの空き地で野球でもしてるのか？

　さらに見上げると、天井からなにかがぶら下がっていた。それはロープで、一番下の方が輪になっている。

（これって……まさか）

「あぁ、気にしないでね？　前任者が勝手にやったけど、結局使わなかったから」

　ミーネさんは俺の視線に気づいて説明してくれた。……これは撤てつ去きよだな。

　部屋の広さだが、部署というにはあまりに狭かった。そして、机の数も明らかに少ない。

「あの……机が一脚しかないんですが？」

「それは人員が君一人だけだからよ」

「え？　俺だけなんですか？」

「えぇ。ギルドマスターの意向でね。彼は冒険者出身だから、この部署の事をあまり良く思ってないのよ。でもギルドの規定で部署を潰つぶす事ができないから、仕方なく存在するのよ」

　聞けば聞くほど前ぜん途と多た難なんだな。……味方はどこにもいないのか？

「あぁ、言い忘れていたけれど、最低でも一週間は来てね？　じゃないと給料あげられないから。あと、王都へは最低評価で報告することになるわ」

　ミーネさん、笑顔で恐きよう喝かつとかマジぱないっす。

　俺は先行き不安しか感じないこの部屋で、おそらくこれから何度も吐つくはめになるであろう記念すべき最初のため息を吐いた。

「落ち込んでいるところ悪いけど、仕事の説明をするわね？」

　そう言ってミーネさんは、壁にかけてある掲示板のようなものを指差した。

「仕事はあそこに貼はってあるから、あるものから片付けていってね？」

　その掲示板には、埋めつくさんばかりに紙が貼られている。

（……マジかよ。というか、説明それだけですか）

「質問はあるかしら？」

「あの、俺初日なんで挨拶まわりとかは……」

「大丈夫よ。仕事が最優先だから」

「教育係とか……」

「いないわ。だから頑張ってね？」

　有無を言わせぬミーネさんに、俺はもう黙るしかない。

「じゃあ、説明は終わり。分からないことがあっても、自力で解決してね？」

　そう言ってミーネさんは出て行ってしまった。

　そこは、私に聞いてね？　じゃないのだろうか。初日だから他部署にも挨拶したかったし、この部屋も掃除したいのだが、それもさせてはくれないらしい。

　俺は仕方なく、掲示板に貼られた紙の一枚を取る。

「なになに？　……行方不明者の捜索……か。期限は……半年前じゃないか！」

　これ、いつから貼ってあるんだよ？　というか、前任者はなにをやっていたんだ？

　俺は、掲示板に貼られた紙を全て剝はがし、期限が切れているものと切れていないものに分類する。





　・行方不明冒険者の捜索

　・未達成依頼の達成

　・冒険者の不正取り締まり

　・ランク適性試験






　そして、どちらも合わせて分類した結果、まず期限切れが十四枚、そして切れていないものは二十六枚もあった。

（……一人でやれる量じゃないんだが）

　さらにその二十六枚を期限が迫っている順に並べていき、その中で最優先事項の案件を拾って、仕事ごとに分類していった。





　・行方不明冒険者の捜索［五枚］

　・未達成依頼［十六枚］

　・冒険者の不正取り締まり［二枚］

　・ランク適性試験［三枚］






　その数の多さに、俺はしばらく呆れていたものの、まずはすぐに済ませられそうな案件を終わらせようと思い、『行方不明冒険者の捜索』と『未達成依頼』の紙の束を持って、部屋を出た。

　こういったものは、依頼受付所へ行って再度依頼し直すのだ。もちろん依頼人はギルドマスターである。報ほう酬しゆうもギルドから出る仕組みだ。そうしなければ、案件が解決しないからである。

　俺はギルドマスターの判子をもらうため、再びギルドマスターの部屋をノックした。

「どうぞ」

　部屋に入ると、「なんじゃ、お前さんか」とバリザスがつまらなそうに声をあげた。

「どうしたの？　なにか問題があった？」

　ミーネさんが首をかしげた。いや、問題だらけだったんですが。しかしそれは言わずに、軽く咳せき払ばらいをしてから説明をする。

「実は、この案件をギルドマスターの名義で再度依頼し直したいんです」

　そう言って、バリザスの前に紙の束を置く。その瞬間、バリザスのこめかみがピクリと動いた。

「テプトくん、それはマズイかも」

「え？　……なんですか？」

　ミーネさんに顔を向けた時だった。

「なぜわしが、お前のミスの尻しり拭ぬぐいをせねばならんのだ！」

　バリザスの怒号が飛んだ。

（……へ？　ミスの尻拭い？）

　俺が呆あつ気けに取られていると、バリザスは机を叩たたいて立ち上がる。

「これは全てお前の仕事じゃ！　そしてお前がなさねばならん仕事じゃ！　それを言うに事欠いて、わしに責任を押しつけようというのか!?」

「……はい？」

　意味が分からず、曖あい昧まいな返事をしてしまう。

「若造が……仕事を甘く見るな！　これにわしは判子を押さん」

　バリザスの言葉に、俺は、常識が崩れていく音を聴いた。

「じゃあ……どうしろと？」

「そんなのは知らん。お前が依頼し直せば良いだろう？」

「それでは、報酬も俺が出すという事ですか？」

「当たり前じゃ！　お前の仕事じゃろうが」

　俺は額ひたいに手を当てる。

「ミーネさん……」

「なにかしら？」

「前任者もそうやってたんですか？」

「……さぁ、分からないわ。ごめんなさい」

　どうやらこのギルドは、なにかがおかしい。俺が三年間学んできたギルドの仕組みとは、どこかズレている。

　この時俺は決意した。まずは、このおっさんをどうにかしなければ……と。でなければ、『冒険者管理部』は、本来の仕事を未み来らい永えい劫ごう取り戻すことはできないだろう。

　その後、俺は半なかば放心状態で部屋へと戻る。そして気がつくと、壁に「死ね」の文字を追加していた。もちろん相手はバリザスだ。

「はっ！　……俺は一体なにをしているんだ」

　我に返って手を止める。おそらく、前任者もバリザスに向けて書いていたのではないだろうか？　書きなぐられた他の「死ね」を見ながらそう思った。それから、依頼書を胸にしまって支し度たくをした。こうなったらとことんやってやる。それであの野郎に吠ほえ面づらかかしてくれるわ。

　俺は、簡単に終わりそうな依頼を達成するため部屋を出る。そして階段を降りて一階のロビーを通ると、不意に足を引っ掛けられそうになった。

「おっと」

　瞬間的に避よける。振り返ると、体格の良い冒険者がニヤニヤしながらこちらを見ていた。辺りを見回すと、その表情を浮かべているのはソイツだけではない。男女かかわらず、ここにいる冒険者達は、皆うっすらと笑いながらこちらの様子を窺っていた。ここは不良学校かよ？　そして俺はイジメられる転校生か。心の中でつぶやいてから、それもあながち間違ってはいないなと思った。

「悪いな。わざとじゃないんだ」

　心にもない謝罪に「気にしないでくれ」と返して、出口へと向かう。

「おい、待てよ？」

　呼び止められたが無視する。お前の相手をしてる暇はないんだ。

　俺はギルドを出ると、すぐに町の外へ向かった。まずはポーションの材料である『薬草の採取』が六件。これは、冒険者時代に死ぬほどやった依頼だ。難易度は低く達成しやすいのだが、その分報酬も少ないため、受ける冒険者がいないのだ。しかし、これをやることにより、回復薬の知識を得られる。回復薬とは傷ついたときや疲労したときに使用するポーションで、飲めば体力や魔力を回復できる即効性のある薬だ。これは冒険者にとって必要な品であるため、ギルドでも販売されているのだが、決して安くはなく一番効果の薄いものでも、銀貨三枚はする。俺は冒険者をしていた頃、ポーションに払うお金がもったいないと考え、途中から自作していた。また、どのポーションにどの薬草が使われているかを知ることができるこの依頼は、案外馬鹿にできないのだ。

　知識が増えて、お金も貰もらえる。さらに魔物と戦う必要もないため安全性も高い。こんなに楽な依頼はないはずなんだけどな？　なんで未達成なんだろうか。

　町の外へ出て近くの森へと走った。それから、久しぶりのスキルを使う。

「『検索サーチ』!!」

　途端に視界から色味が薄れていく。このスキルは自分の知識や経験を元に、探したいものを効率よく探すためのもので、探したいものは赤く見えるようになる。冒険者をやっていた頃は魔物の弱点を探すために使っていた。例えば背中が弱点だった場合、その魔物の背中が赤く見えるのである。しかし、事前に弱点はどこかを調べていなければ魔物に使用しても赤く見えることはなく、見たことも、知識もない魔物と対峙した時は、ほとんど使えないスキルとなっていた。それでも、一度戦って弱点を見つけると、それが経験としての知識となり、次からはちゃんと赤く見えるようになる。思い出しながら戦えば済む話なのだが、魔物の群れと乱戦になった場合、それをしている時間が惜しい。このスキルを使えば、思い出す時間を省略できるのである。

　今回は薬草を見つけるために使用するわけだが、この薬草は何回も採取しているし、薬草を取り扱った本にも、どのような場所に生えているのかが詳しく書かれてある。辺りを見ると、木々や草の色は薄くなっていて、薬草が生えていそうな場所が赤く見えた。

「あったあった」

　ほどなくして、規定数の薬草を採り終えた。森を歩き回るのと、赤いところだけを探すのでは、おそらく三倍くらいの時間短縮率となっているはずだ。採った薬草は、空間魔法を発動して異空間にしまった。俺は、空間魔法を使用できるため荷物という荷物を持ったことがない。武器も全てそこにしまってあり、使用したいときにそこから取り出すだけで済む。申し訳程度に小型の鞄かばんを腰につけてはいるものの、使用したことはほとんどない。これは余談だが、冒険者時代、剣は一つだけ腰から下げていた。そうしないと、ダンジョンに入るとき呼び止められてしまうからである。「おいおい、武器も持たずにダンジョンに入る気か？　まぁ、死にに行くなら引き止めはしないがな？」それが、武器を忘れた冒険者に対してのジョークとなっていた。俺はそれがムカつくため、常時腰に剣を下げていたのである。

　次は……と。再び空間魔法にて、依頼書を取り出す。

「『スライムの魔ま石せき十五個』だな。……確かにこれは面倒くさい」

　スライムとは一定の条件下でしか出現しない液体状の魔物で、体の中に魔素の塊かたまり、魔石を持っている。

「まぁ、こいつは俺のストックから出すか」

　冒険者時代、俺はスライムの養殖をこっそりと行っていた。どのスライムが、どの条件下で出現するのかを研究するためだ。その結果、スライムの魔石を俺は千個以上も異空間にストックしている。少しやり過ぎた感じはあったものの、スライムと戯たわむれた日々はとても楽しかった。

「次は『外壁の修復』ね。……職人に頼めよ」

　それは、町を囲む壁の修復作業だった。急いで現場に向かうと、立ち入り禁止の看板があり、確かに壁は崩れかけている。

　その近くに魔物の潜む森があり危険を伴うため、こうして冒険者ギルドに依頼が来たのだろう。依頼の追記には、職人が作業した場合、護衛任務に変わると書いてあった。

「ほいっと！」

　俺は土魔法でそれを瞬時に直す。壁は瞬く間に直ってしまった。

「次は……『家の修復』か。四件もあるじゃないか！　……まぁ、職人に頼むより、安く済むのだろうが、大事な我が家の修復を依頼として出すかなぁ？　この町の人達は頼む相手を間違えている気がする」

　その足で町に戻り、添てん付ぷされていた地図を見ながら依頼のあった家を廻まわっていく。同じように土魔法で直すと、みんな驚いていた。こういうのは、魔法を使える冒険者にとって役得だよなぁ。俺はもう冒険者じゃないけどさ。

　四件あったうちの一つは、すでに別の職人によって修復されていた。

「あんたらがいつまで経たっても来ないから、高い金だして直しちまったよ！」

　家の主人に怒られてしまった。俺はすいませんと頭を下げて、かわりにと魔石を主人に十個ほど渡すと現金なもので、仏ぶつ頂ちよう面づらをしていた主人は途端に笑顔になった。

　この世界で魔石は生活になくてはならないものだ。魔石には属性を付ふ与よすることができ、水属性の魔石なら水が出て、火の属性なら火を起こせる。俺は鍛冶屋の息子だからそのへんの加工もお手のものだ。だから、魔石がなくならない限り、俺は迷惑をかけてしまった人や、お世話になった人に魔石を渡している。俺の中では、魔石を渡していれば案外なんとかなるという謎の自信に満ちた説があり、今のところ裏切られたことはなかった。

　まぁ、魔石はたくさん持ってるから当分は大丈夫だな。

「あとの四件は……夜の依頼だな。今できる未達成依頼はここまでか」

　他の依頼を後回しにすることを決めてから、現時点の依頼達成を報告するためにギルドへと戻ることにする。なんだか、冒険者に戻ったようで懐かしくなってしまったが、仕事だと言い聞かせて気合を入れなおした。




　ギルドへと戻った俺は、達成した依頼書を出すために営業部の部屋へ向かう。扉をノックしようとした瞬間、中から男の人が出てきた。

「うおっと！」

　危うくぶつかりそうになる。

「ごめんごめん、人がいるとは思わなくて……あれ？　ここは関係者以外立ち入り禁止だよ」

　男の人は俺の姿を見ながら言った。今の俺は普通の姿だから、ギルド職員と思われていないのだろう。

「すいません。まだ制服をもらってないんです。今日から『冒険者管理部』で働くテプト・セッテンです」

「君が……。なにか営業部に用事かい？」

　男はまじまじと俺を見た後に、笑顔で聞いてくる。

「未達成依頼の報告をしたいんです」

「早いね。もうなにか達成したのかい？」

「これなんですが」

　そう言って十二枚の紙の束を見せる。

「えぇ？　ちょっと多くない？」

「とりあえず簡単なものから達成してきました」

「……困ったな。報告書は受付で全部処理をしているんだ。悪いけど受付で処理してもらっていいかな？」

　なんだって？　あそこに並べというのか？

「ちょっと急いでるんだ。ごめんね」

　そう言い残して、職員の男は足早に去っていってしまった。

「……マジかよ」

　仕方なく、俺はフロアに戻ると、受付の列に並ぶ。すぐ後に、ほかの冒険者の男が後ろに並んだ。

「なぁ、兄ちゃん。順番譲ってくんねぇかな？」

　にこやかに後ろから話しかけてくる。

「ダメだ。順番は守るよう、冒険者に渡す書類に記載されてあっただろう」

「あぁ？　なに言ってんだこいつ。ぶっ飛ばされてぇのか？」

　男の態度が急変する。お前がなに言ってんだよ。

「ダメなものはダメだ。諦めろ」

「あぁ!?」

　その瞬間、男は発言どおり殴りかかってきた。勘かん弁べんしてくれよ？　その拳を受け止める。

「ギルド内での争いも禁じているはずだが？　君、渡したはずの書類読んでないね？」

「うっ……うるせぇ！」

　今度は蹴りを放ってきた。それを避けて、もう片方の足を払ってやる。男は大きな音を立てて尻しり餅もちをついた。周りの目が一斉にこちらを向く。

「ちょっと！　何事ですか？　騒ぎを起こすなら処罰の対象ですよ？　って、あら……あなたは」

　駆け寄ってきたのは案内の女性だった。

「すいません。順番の横取りは見逃せなかったのですが、少しやりすぎてしまいました」

「というか、なぜ列に並んでいるのですか？」

「あぁ、未達成依頼の報告をしなければいけないんですよ」

　紙を見せると、女性は納得したように頷うなずいた。

「ですが、争いは困ります。あなたは今日からこのギルドの職員なんですよ？　その職員が問題を起こしてどうするんですか！」

「はい。……すいません」

「お前、ギルド職員だったのか」

　起き上がった冒険者が聞いてきた。

「あぁ。今日から『冒険者管理部』で働くことになったテプトだ」

　その瞬間、男の眉み間けんにシワが寄る。

「へぇ。今度はあんたが俺たちの担当ってわけだ」

「よろしく。といっても来たばかりだからなにもしてないけどね」

　男は俺に近づくと、突然胸ぐらを摑んできた。

「言っとくが、俺はあんたの言うことは聞かない。ここで冒険者をやっている奴らは皆そうだ。冒険者を思い通りにできると思ったら大間違いだぞ？」

　そう言うと、男は手を放してギルドから出て行ってしまった。辺りはシンと静まり返り、なんだか居心地が悪い。とりあえず諦めるか。未達成依頼の報告を後回しにして、先に『行方不明冒険者の捜索』をすることにする。




　一旦部屋に戻ると、机の上に何かが置いてあり、それと一緒に紙が挟んである。

『タウーレン冒険者ギルドの制服です。ミーネ』

　そこには、緑と白を基調とした服が一着置いてあった。広げてみると、手触りが良く、かなりいい生地が使われていることが分かる。形式はフロックコートで、袖そでは折り返されてカフスボタンで留められている。立たて襟えりの下には前を閉めるためのボタンが五つもついていて、どのボタンにも、タウーレン冒険者ギルドのマークが入っていた。すごいな。早速それに着替えると、サイズはピッタリだった。剣と盾をデザインしたタウーレン冒険者ギルドのマークはボタンだけではなく、ご丁てい寧ねいに背中にまで刺し繡しゆうされていた。なるほどな。これを着ていなかったから冒険者になめられてたのか。やっと納得する。

　それから、早速机に行方不明冒険者の一覧を並べた。

　捜索依頼は五件。




　Ｓランク冒険者の所在

　Ａランク冒険者の所在

　Ｂランク冒険者パーティの救出依頼

　Ｄランク冒険者の救出依頼二件




　……最初の二つはとりあえず保留だな。冒険者の中には、上のランクまで上り詰めると、自由気ままに暮らすため行方をくらます者が必ずいた。そういった者たちは見つからないように過ごしているため、捜すのにも苦労する。問題はほかの救出依頼だ。

　場所を確認すると、どれもバラバラの位置だった。

　俺はその紙を持って、ギルドカードを確認するため、カードがしまわれている倉庫に行く。ギルドカードとは、冒険者が持っている身分証で、ギルドが発行している。冒険者登録をする際に登録者の血液を採取し、対象者の情報が取り込まれる。作られるのは二枚。一枚は冒険者が所持し、もう一枚は、ギルド側が保管する。中の情報は特殊な水晶にかざすと、ランク、登録時の名前、依頼達成件数、この三つが文字で表示される。ちなみに、便利なもので冒険者が死んでしまった場合、カードは色を失いただの石となってしまう。タウーレン冒険者ギルドのギルドカードは緑色で、白のラインが入っていた。

　俺は、カードがしまわれている倉庫の部屋まで行ってから、鍵を借りてないことに気づく。

（……面倒くさいな）

「『開かい錠じよう』」

　俺はスキルを使い、南京錠の鍵を開け、中に入った。そして確認すると、どうやら依頼書にあった冒険者たちは皆生きているらしい。その途中、ただの石になっているカードを複数枚見つける。

　なんだよ。……ちゃんとチェックされていないじゃないか。なんでこんなにただの石があるんだ？　管理者はなにやってんだよ。

　それから気づいた。……俺じゃないか。

　俺は、ただの石になったカードの枚数を報告書にするため、回収していく。冒険者の死亡者数は、王都にある本部のギルドに報告しなければいけないのだ。普通に報告書にすると、俺が鍵を借りていない事がバレるため、つじつまを合わせるために、鍵は後から借りに行こう。

「そんじゃ行くか。まずは、Ｄランク冒険者の救出依頼。場所は、『魔物の森』か」

　そこは、町の北側にある森で、昼間でも暗い。適正ランクはＤランク以上。おそらく、昇格したばかりのＤランク冒険者が道にでも迷ったんだろう。

　そして俺は再び魔物の森へと向かった。

「蛇じやの道は蛇へびってね。出てこい『ヘルハウンド』」

　それから召喚魔法を使用する。召喚魔法とは、契約した魔物をどこにでも召喚できる魔法である。契約には対象となる魔物の同意、そして魔物を御することのできる力が必要となってくる。だから、契約する魔物は自分よりも弱い魔物となるのだが、希まれに、自分よりもはるかに強い魔物と契約を交わす者もいる。そいつは間違いなく天てん賦ぷの才能というものがある。しかし、俺にはそんなものはないので、屈くつ服ぷくさせた魔物しか契約を交わすことができない。地面には魔法陣が浮かび上がり、中から体長一メートル程の真っ黒い大型犬が出てきた。

　見た目はまんまラブラドールレトリバーである。ただ、少しだけ牙と爪が鋭く、目が赤みを帯びているだけだ。彼はヘルハウンドという魔物で、俺との死闘を繰り広げた末に屈服させた魔物だった。名前はタロウ。その名前で呼ぶと怒るから、本人の前ではあまり使っていない。

『久しいな』

　タロウは喉の奥で唸うなってから言葉を発した。普通、魔物はしゃべる事はない。しかし、タロウは魔物の中でも自我を持った上位種だったため、他の者と意い思し疎そ通つうを図はかることができるのである。

「三年ぶりぐらいか？」

『我のことを忘れたのかと思っていたぞ』

「そんなわけないだろ？」

『敵か？』

「いや、違うんだ。実は捜して欲しい人がいる」

『ふん、そんなことか。お安い御用だ。で、手掛かりは？』

「これなんだけど」

　そう言って行方不明冒険者のギルドカードを出した。

『血の臭いがするな』

「そう、これには血が情報として書き込まれているからな」

『ふむ。やってみよう』

　そう言うと、タロウはカードを二、三度よく嗅かいでから森の中に消えていった。それにしても、ギルドカードを嗅いだだけで捜せるんだな？　ダメで元々という気持ちだったんだが、正直タロウのことをなめてた。半時ほど待つと、タロウから念話が聞こえてきた。

『見つけたぞ』

　早いな。さすがタロウだ。

　タロウの指示通りに森を行くと、崖の下の洞穴で行方不明冒険者の男が震えていた。足が折れているのが見ただけで分かる。それで動けなかったのか。

「よく頑張ったな？　もう大丈夫だ」

「ギルド職員？　……なんで。……それに、そこにいるのはＡランク級の魔物ヘルハウンドじゃ……」

「細かいことは気にするな。お前を助けに来た」

「おっ……俺を？」

「あぁ、帰るぞ？」

「帰れるのか？　俺。……うっ……もう……ダメかと……」

「じゃあ、ここに指印を貰っていいか？」

　依頼書に、男の指の印を彼の血でとる。

「一体誰が救出依頼を？」

「お前、依頼を受けてそのままここにいただろ。それでなにかあったとこちらが判断したんだ」

「そうだったのか。普段受けない依頼を受けといてよかったぁ」

（いや、その喜び方はちょっと違わないか？）

　それから、男の足に回復魔法をかけ、彼を背負って森を出た。

『これで終わりか？』

「いや、実は後二回捜して欲しいんだ」

『なんだと？　あと二回もか。これは報酬を弾んでもらわねばな』

「わかってるよ」

　ちなみにタロウの言う報酬とは、ドラゴンの骨である。いつもならワイバーンの骨をあげるのだが、今回はもっと上位の骨をやろう。……火竜でいいかな？　前に倒した素材があったし。




　俺は再び町に戻る。なんか町と外を行ったり来たりで面倒くさいな。

　救出依頼は難航するかと思われたが、タロウにかかればすぐだった。その後も、タロウは『ゴブリンの洞どう窟くつ』という所で消息を絶ったＤランク冒険者を捜し、洞窟の横穴で震えているそいつを見つけてくれた。

「さすがだな」

『ふん、こんなことは朝飯前だ。次はどこだ？』

「次は……」

　次の救出依頼を見てから、俺は考える。

『どうした？』

「……うん、やっぱここまででいいや。ありがとな」

　そう言って俺は、異空間から火竜の骨を取り出す。

『なんと！　火竜の骨ではないか！　良いのか？』

「あぁ。十分働いてくれたからな？　そのかわり次も頼むよ」

『任せておけ』

　地面に魔法陣が浮かび上がり、タロウは骨を咥くわえたままその中に消える。タロウは国外の荒野で暮らしているため、そこに帰ったのだろう。

「うーん。……これは依頼し直した方が良さそうだな」

　その救出依頼は、Ｂランク冒険者パーティ。場所はダンジョンの地下二十階層以上とある。ダンジョンは、Ｄランクから挑むことができるのだが、二十階層以上は、パーティを組まなければ降りることができないのだ。理由は、ギルドの規定でそう決められているから、と言ってしまえば簡単なのだが、二十階層から下の魔物は段違いに強くなるため、単独では挑んではいけない仕組みとなっている。まぁ、二十階層にはフロアボスという魔物がいて、とても単独では倒せないため、規定が破られることはそうそうない。俺は二十階層程度の魔物ならば一人でも倒せるため行くことができるのだが、今はそんな時間はなかった。

「時間もいい頃だし、ギルドに戻るか」

　俺はギルドへと走った。

　ギルド内は先ほどとは違い、一般の人達がいた。

　ギルドの受付は朝の八時～十時までを依頼受付とし、十時～十六時までを冒険者専用受付としている。そして、十六時～十八時までが再び依頼受付として、区切っているのだ。一般の依頼人達は、その四時間の間に、ギルドに訪れて依頼をする。

　そして、俺が戻るとちょうど依頼受付の時間帯だった。フロアはわりと空すいていて、並ぶ必要もないため、その足で受付に向かう。

「こんにちは……って同じ職員か。……あら？　でも見ない顔ね？」

　その受付の人は、金髪で青い瞳が印象的な女性だった。ギルドの制服ではなく、専用に支給されているのか、同じ緑色のベストを着ている。首元に締めたネッカチーフが仕事のできる女性の雰囲気を引き立たせていた。

「今日から『冒険者管理部』に派遣されたテプト・セッテンです。忙しくて挨拶できなかったんです。すいません」

　彼女は一瞬目を細めた。

「君が……ふーん？　私は営業部受付担当のセリエよ。それで？　テプトくんはなんの用事？」

「はい。実は、行方不明冒険者の依頼をしたいんです」

　すると、彼女は微妙な表情を見せる。

「本当に？」

　それからセリエさんはずいっと顔を寄せてきた。ふんわりと甘い香りが鼻び腔こうをくすぐる。

「それで？　あのオヤジが承認したの？」

　どうやら、彼女も内部の事情は把握しているらしい。

「いえ、残念ながら無理でした。だから今回は俺から依頼します」

「そっか。……そうだよね。私もここに来た頃、学んだ事と違いすぎてびっくりしたもの。それで？　内容と報酬は？」

　やはりみんなその点に関しては驚いているのか。となると、あのオヤジに不満を持っているのは俺だけじゃなさそうだな。それが分かっただけでも良かった。

「内容はＢランク冒険者パーティの救出です。場所はダンジョン二十階層以上。これが依頼書です」

「ふぇっ？　本当に言ってるの？　これ、普通だと金貨十枚の依頼よ？　ほら、ここにも金貨十枚って書いてある。再依頼だと、金額は上がるのよ？」

「分かってますよ」

　それから、俺は懐ふところから金貨が二十枚入った袋を取り出した。先程、空間魔法で必要な分だけ袋に入れておいた。冒険者時代に稼ぎまくったので、懐に多少の余裕はある。それに売ることができる素材も山のように持っているので、お金の心配はしていない。

「ええっ!?　本当にこれ預かっていいの？　生活費大丈夫なの？」

「大丈夫ですよ。後、もう一つお願いがあります」

「君、もしかして貴族のお坊ちゃん？　……で、もう一つって？」

「実はギルドカード保管庫の鍵をお借りしたいんです」

　彼女は拍子抜けと言わんばかりに、表情を崩す。

「なんだ？　そんなこと？　というか、普通君が持っているべき鍵よね？」

　やはり、ギルドカードの管理は『冒険者管理部』が担当しているらしい。

「初日で慌ただしかったので」

「いいわ。待ってて」

　それからセリエさんは、席を離れるとまたすぐに戻ってきた。

「はい、これ。どうせ君の担当倉庫だから、そのまま持って行っていいわよ？　こっちには予備の鍵があるから」

　その鍵を受け取る。

「助かります」

　鍵を腰の鞄にしまったところで、彼女がジーッとこちらを見ていることに気づく。

「顔になにかついてます？」

「いや、私ここに来て三年目なんだけどさ、冒険者管理部の人とこうやってお話しするのは初めてなのよ」

「本当ですか？」

「えぇ。いつもあの人達忙しそうだったし、その……声もかけづらかったのよね」

「そうだったんですか」

「君には頑張って欲しいな？　まぁ、無理はしない程度にね」

「ありがとうございます。あと、依頼達成報告もあるので、明日また伺うかがいますよ」

「ヘぇ。あの未達成依頼の山でしょ？　実は私、あの部屋に何度か依頼を貼りに行ってるの。あの部屋凄すごいよね？」

「あー……」

　それは、壁の落書きの事だろうか？

「まぁ、そのうち慣れると思います。それじゃ他に仕事があるので」

「頑張って」

　セリエさんは手を振ってくれた。

　これで後は、残りの未達成依頼を済ませるだけだな。

　残りの四枚の依頼書を取り出すと、自らを奮ふるい立たせ、ギルドを出た。

　外は日が沈み始めていた。ギルド職員の勤務時間は二十時までだ。もうすぐ受付が終了する時間のため、お金の計算をする経理部は殺気立ってる頃だろう。俺は冒険者管理部なので関係ない……といったら噓うそになるが、バリザスの様子から察するに、俺はギルド職員としてまだ認められていない。仕事もどうせ、書類をあの掲示板に貼り付けて終わりだろう。おそらく今までもそうやってきたのだ。そして、終わらなかった仕事はうやむやのままに葬ほうむられてきたに違いない。そんなことがまかり通っていたと思うと、だんだん腹がたってくる。

　まぁ、そんなことは今考えてもしょうがない。今は、山のようにある未達成依頼を片付けなければいけない。

「まずは……『ブラックウルフ討伐十体』か」




　ブラックウルフは、夜に活動する魔物である。放置すれば動物達を襲い、そこから逃げてきた動物達が町付近の畑を荒らすという事態になりかねない。だから、定期的にこの依頼が出されるのだが、なぜか未達成となっている。

「この町は冒険者の町と言いながら、こういった初歩の依頼が達成されないままになってるな」

　それもそうだろう。実際、タウーレンで冒険者登録するのは、元から魔力を持った傭よう兵へい崩くずれの者達が多い。そして彼らは知っているのだ。依頼なんかよりもダンジョンに潜り、より強い魔物と戦って魔物の素材や魔石を売った方がよっぽど稼げるということを。

「なにが冒険者の町だよ。これじゃダンジョンの町じゃないか」

　言いながら、俺は魔物の森へと入った。

「『気配察知シツクスセンス』『夜目ナイトラン』」

　気配察知は、視界の悪いところでも、生き物の敵の位置を捕ほ捉そくできるスキルであり、夜目は、夜でも視界を良好にするスキルである。俺は異空間から片刃剣を出して辺りを探る。不意に茂みを走る魔物の気配を察知した。近づけばお目当てのブラックウルフだった。

（まずは一体……っと）

　一ひと太た刀ちで首を切り落とす。報告時に必要となるため、牙もついでに抜き取り、空間魔法でしまってしまう。それを繰り返す。

　一時間ほどで、依頼の内容をクリアした。

「次は『暗あん黒こく草そうの採取』だな」

　暗黒草。それは夜にだけ採ることができる不思議な草である。これは、魔力回復のポーションに使われる材料の一つである。スキル『検索』を使用して付近の探索を開始した俺は、ほどなくして暗黒草の群ぐん生せい地ちを見つけ、依頼内容をクリアした。

「あとは『魔ま水みずの採取』と『魔ま池いけの調査』か」

　魔水もポーションの材料の一つだ。そして魔水は、魔池で採取する事ができる。

　依頼内容によると、魔池から魔水が採りにくくなっているらしい。その原因を調査して欲しいとのことだった。

「まぁ、原因なんて一つしか思い浮かばないけどな」

　そのまま、魔池がある場所まで走った。そこは『魔物の森』の奥地。魔池は、魔素の強い森の中にある。そして大抵そこには──。

「いるのでしょう？『我が同胞よシー・メーン』」

　少し待っていると、池の真ん中に、半透明の女性が現れた。女性は淡く光を発しており、流れるようなドレスを着ている。

『なぜ、我らの言葉を知っている』

　彼女は水の精霊である。唱えた言葉は精霊の言葉で、彼らで言うところの挨拶に相当する。

「少し前に教えてもらいました。……それよりもどこかに移るのですか？」

『そうじゃ。ここ数年でこの地の力は衰えた。良き住処すみかであったが、ここよりも遠く離れた地に移るのだ』

　やはり、それが原因だったのか。

「ちなみに、どこに移るかは教えてくれるのですか？」

『教えられぬ』

　彼女は静かにそう告げた。

「そうですか。あなたがいなくなると困る人も多い。あなた方の魔力によって、魔は自我に目覚めますが、その恩恵も計り知れない。出立はいつですか？」

　精霊の住む場所は、基本的に魔素の強いところだ。そして精霊がいる地では、同時に魔物も生まれやすいとされていた。理由は未いまだわかっていない。

『次の満月の夜じゃ。最後の最後に面白き人族に会ったのう』

　そして、精霊は吸い込まれそうな笑みを浮かべた。

「それは良かった。俺は魔水を採りに来ただけです。ここに人が来ることも最後となるかもしれない」

『多くの人族がこの地に訪れた。そして幾人かは我らの存在に気づいた。しかし、接触する者は限りなく少ない。こうして人族と話したのも数百年ぶりじゃ』

「でしょうね」

　俺はその場にしゃがむと、水みな面もに光る水を集めていく。それは入れ物に入れた後でも、発光し続けている。これが魔水だ。そして、あまり知られてはいないが、『精霊水』とも呼ばれている。

『お主からは妙な気配を感じるの』

「それ、前にも言われました」

『そうか。すでに同胞と会っていたのか』

「えぇ、言葉もその時に。では、俺はこれで。『良き旅をラバル・リイー』」

　精霊は少し驚いた顔をして、それから笑顔で消えた。

「よし、依頼内容達成だ。あとは報告して終わりだな」

　俺はそのまま町へと戻る。その途中、腹の虫がなった。

（この町に来てからなにも食べてないもんなぁ。帰ったらなにか食べるか）

　ギルドは外から入れないよう、すでに鍵がかけられていた。スキルで開ける事を考えたが、さすがにそれは止やめておいた。

（そうか。俺はここの鍵すらも持ってなかった）

　それから、冒険者管理部の窓がただの穴になっていることを思い出す。裏に回り確認すると、やはり入れそうだった。

「よっ……と」

　飛び上がって窓枠に着地する。部屋は相変わらずだったが、いない間に床には小石が転がっていた。誰かが投げ込んだに違いない。なるほど、これが窓をなくした理由か。

「野球してるのかと思ったが、これは明らかに故意だな。どうしてこの部署はこんなに嫌われているんだ？」

　とりあえず石は全て外に出した。

　その時だった。不意に扉が開いたのだ。

「…あれ？　戻ってたんだ？」

　顔を出したのは、セリエさんだった。

「はい。今さっきですけど」

　窓から侵入するところを見られなくて良かったぁ。

「ふーん。噂が流れてたよ。君の」

「噂？」

「うん。就任初日で逃げ出したって。今日ほとんどギルドにいなかったでしょ？」

　そんな噂が流れてたのか。というか、まだ挨拶もしていないのに、皆よく知っているな。

「はい。未達成依頼に奔ほん走そうしてたもので」

「なるほどね。どう？　終わりそう？」

「未達成依頼は終わらせましたよ。明日報告します」

　そう言うと、セリエさんは目を丸くした。

「噓？　あれ全部？」

「半分くらい期限切れの依頼も交じってましたけどね？」

　言いながら、机の引き出しに報告するための依頼書を入れる。

「『鎖錠ロツク』」

　そして、スキルによって引き出しに鍵をかけた。

「へぇー。そんなこともできるんだ？」

「俺はたいていのことならできますよ。なにせ万能型ですから」

　能力の限界値が早く打ち止めになる……とは、付け足さなかった。

「凄いのね！　もしかしてテプトくんって優秀？」

「一応、王都のギルド学校では首席でした」

「やっぱり凄い！　私なんか毎回合格点ギリギリだったわ。でも、これで一つの仮説が否定されたわ」

「仮説？」

「このギルドに来る者は、みんな落ちこぼれっていう仮説」

　その言葉に、俺は少しだけ笑ってしまった。

「良かったですね」

　俺は冒険者としては、落ちこぼれだったのだ。

「それよりも、なんでここに？」

「そうだった。また……未達成になりそうな依頼があるのよ。……大丈夫？」

「問題ありません。なんですか？」

　セリエさんはおずおずと一枚の紙を差し出してきた。

「これは……『ピラルク討伐』ですか」

　それから俺はため息を吐いた。

「ごめんね!?　そんなつもりじゃなかったの！」

「あぁ、違いますよ。なんでこんな依頼が未達成のままであるのか考えられなくて。もしかしてこの町の冒険者は冒険者ギルドの存在意義を知らないんじゃないんですか？」

「あー。確かにそれは言えてるかも。みんなダンジョンばかりに潜りたがるもの」

「まぁ、ダンジョンを押さえるのも大切なんですけどね」

　俺は貰った依頼書を、掲示板に貼り付ける。

「テプトくんはもう帰るの？」

「え？　はい。今日はやることないですから」

「なら、晩ご飯一緒に食べない？」

　それは願ってもない誘いだった。

「喜んで行きます」

　即答したのは言うまでもない。




　タウーレンの町は夜でも賑にぎやかだ。というより、夜の方が活気づいている気がする。町の隅々にまで灯ともされた火の魔石が、仄ほのかに光り町全体を明るくしている。こんなにも魔石があるのも、冒険者のお陰なのだろう。

「行きつけのお店があるのよ。ささやかだけど、テプトくんの歓迎会ってことで」

　この人は、なんて良い人だろうか。俺は涙が出そうになった。後で壁に「セリエさんは味方だ」と書いておこう。

　そして着いた店は、なんとなく品の良い店だった。よく見れば、ギルド職員の服を着ていないセリエさんも、とても品の良いお嬢様に見える。

　運ばれてきた料理も、もちろん絶品この上ない。

「これが私の一番好きな料理なの」

　それは、魔物レッドウロスの肉で、ハンバーグのような料理だった。よく焼かれた表面をナイフで開くと、肉汁と共にソースが出てくる。さっぱりとしたサクライ草を添えて口に入れると、よりいっそう肉の旨うまみが口に広がった。

「これ美お味いしいですね」

「うふふ。でしょ？」

　前途多難な日々の始まりだったが、こんな日があるなら悪くないな。そう思えた。










　タウーレンに来てから二日目。俺は旅人が宿泊する宿屋に泊まっている。今度の休みは、住むところを探さないとな……って、俺の休みっていつなんだ？

　まぁ、いいか。時間はあるし、のんびりいこう。

　そんなことを思いながら朝食を済ませて、冒険者ギルドに向かう。今日はまず、昨日の依頼報告からだ。

「おはようございまー……」

　ギルドに入ると、なんと朝礼が行われていた。前に立っているのはミーネさんである。

　皆の視線が一斉にこちらに向いた。

（えぇ？　聞いてないんだが。そんなもんがあるなら、先に説明してくれよ。完全に遅刻じゃないか）

「テプトくん。遅刻よ？」

　ミーネさんが当たり前のように言い放つ。それには返す言葉もない。ならば、もういっそのこと開き直ってやろう。俺は悪くない。悪いのは、説明をしてくれなかったミーネさんなのだと言ってやるのだ。

「なにか言いたいことは？」

　ミーネさんの威い圧あつに一瞬たじろいだが、息を吐いて呼吸を整える。そして、まっすぐにミーネさんに向かって歩いた。

　自然と脇にそれるギルド職員達。

　俺はミーネさんの前に立つと、彼女は依然として俺の言葉を待っていた。蔑さげすむような視線は、なぜだか俺の背筋をゾクゾクさせた。

「悪いのは……」

（言うぞ！　言うぞ！　言うぞ！）

「悪いのは？」












「おっ……俺です。すいま……せんでした。どうか、お仕置きで許してください」

　くそっ、やはり無理だった。ミーネさんの視線は、今まで戦ったどの魔物よりも威圧的だったのだ。この人本当に人間かよ？　なんでこんなに怖いんだよ？

「まぁいいわ。私も説明してなかったしね？　今日は許してあげる」

「ミーネ……さん」

　飴あめと鞭むちの使い分け、マジぱないっす！

「おい、あの新人すげーな。自らミーネさんにお仕置きを所望しに行ったぞ」

「あぁ、普通の肝っ玉じゃできねーよ。末恐ろしいな」

「とりあえず許されて良かった。お仕置きされてたら、恨むところだったぜ」

　そんな声がギルド職員の中から聞こえたが、俺は感動のあまりよく聞いていなかった。

　朝礼はいたって簡単なものだった。時間にしても十五分足らずのものだ。終わると皆、それぞれの持ち場に戻る。

　俺は冒険者管理部に行くと、まず制服に着替えた。それから、引き出しにしまった昨日の依頼書を出して、受付へと持っていく。冒険者はまだ誰も来ていなかったので……というか、まだ冒険者受付の時間帯でもない上に、依頼人も来ていない。これならすんなり出せそうだ。今度から依頼の報告は朝一にやろう。

「おはよう、テプトくん」

　複数ある受付の一つに、セリエさんの姿があった。

「おはようございます。セリエさん」

「朝は災難だったね？　もしかして昨日食事に誘った私のせいだったりする？」

「いえ、俺の責任ですよ。気にしないでください」

「ならいいけどさ。で、依頼の報告？」

「はい、今からでも大丈夫ですかね？」

「ええ、まだ誰も来てないしね」

「それは良かった」

　そう言って、俺は昨日達成した依頼書の束と、討伐の証あかしである魔物の部位を置いた。

「噓、これ全部テプトくんが？」

「はい、とりあえずは。あと、魔ま池ちの調査報告書は今日中にまとめるので明日になります」

「そうなんだ？　……というか、この量は普通の冒険者でも持ってこないわね」

「内容が簡単だったからですよ」

「そうなの？　……だってこの四枚だけでも、夜にやったって事よね？」

「はい」

「暗あん黒こく草そうってそんな簡単に見つけられるものだったかしら？」

「簡単ですよ。それだけなら半時もあればできますし」

「それにこの救出依頼……二枚もあるんだけど!?」

「あぁ、それは俺の友達に協力してもらったんです。俺一人なら無理でしたよ」

「あれ？　私が間違っているのかしら？」

「いえ、セリエさんはいつだって正しいです」

　おもに、性格において。

「あっ、ありがとう。それじゃ、これ依頼達成として処理するわね？　それと報ほう酬しゆうなんだけど、ギルド職員には出ないのよ」

　なんだ、そんなことか。

「大丈夫ですよ。別に報酬が目的じゃないですから」

「そう言ってくれると助かるわ。今度またご飯行こうね？」

「えぇ、いつでも」

「ふふっ」

　セリエさんは嬉うれしそうに笑った。思わずそれにつられて俺も笑ってしまう。

「おい、アイツ朝からミーネさんにお仕置きされにいった奴だろ？」

「あぁ、ミーネさんだけじゃ飽き足らず、セリエさんにまで気安く話しかけるとは」

「あの新人、侮あなどりがたし！」

　奥の営業部からなにか聞こえた気がしたが、俺には関係のないことだろう。

「それじゃ、やることがあるので」

「頑張ってね？　期待の新人くん」

　そしてセリエさんとは別れた。部屋に戻ってから、『魔池の報告書』を作成する。原因がただの精霊の引っ越しだったので、そんなに時間はかからなかった。それを引き出しにしまうと、俺は次なる案件を取り出す。

「あとは……『冒険者の不正取り締まり』と『ランク適性試験』か」

　見れば、ランク適性試験は、二日後となっている。ならこれは後回しだな。もう一方の『冒険者不正取り締まり』の案件を取り出した。

「なになに？『近頃頻ひん発ぱつしている窃せつ盗とう事件の犯人が、ギルド内の冒険者の可能性について』」

　それは現在、タウーレンで起こっている事件について書かれていた。犯人は夜に覆ふく面めんをして道行く人の懐から財布を盗んでいく。目撃者によると、その姿は冒険者っぽく、かなり手慣れた犯行であるとのこと。

「なるほどな。まぁ、スキルに『窃盗術シーフ』があれば誰でもできるしな。冒険者を装った犯行とも考えられる。これで冒険者と決めつけるのもどうなんだろうか。……これは現場を押さえるのが一番だな。冒険者の皆も、町の人からそんな目で見られるのは嫌だろう。今夜囮おとり捜そう査さをやってみるか。……ってことで次！」

　二枚目は『ギルドの受付に並ぶ冒険者の態度について』とあった。

「やはりか。……確かにあれはどうにかしないといけないよな」

　書類には、どうやって冒険者に順番を守らせるかを中心的に書かれてあった。

　まぁ、根本的な問題は、冒険者の人数に対して受付が少ないことなんだよな。だから、冒険者同士のいざこざが起きる。書類の内容には、順番待ちの喧けん嘩かで損壊した設備の修繕金額なんかも載っていた。

「これは早急に解決しないとな」

　俺は早速、受付の混こみ具合を調べることにした。といっても、冒険者受付の時間は、十時からであるため、その前に昨日のセリエさんに頼まれた『ピラルク討伐依頼』を先に済ませることにする。そのまま冒険者管理部を飛び出すと、ギルドを出てピラルクのいる『魔物の森』へ向かう。

　ピラルクとは川に生息している魚の魔物で、ランクはＥである。奴らは普通の魚を捕食しているので、一見すると無害そうに見えるのだが、厄やつ介かいなことにピラルクは食べるものがなくなると同族を食らうようになる。そして、生き残ったピラルクは、アンフィアンドという魔物に進化する。

　アンフィアンドは、ランクＣの魔物で陸に上がれる。こいつも肉食のため、森の動物を手当たり次第食いつくす。やがてアンフィアンドはその体からウロコを生やして、ドラゴンにも分類されるサラマンダーとなる。こうなってしまうとランクはＡへと跳ね上がり、倒すのも難しい。まぁ、俺の敵ではないが。

　ちなみに、アンフィアンドは海へと下るものもいて、海の王者シーサーペントは、ピラルクの進化系ではないかという説もある。弱いが、放っておくのは大変危険な魔物ということだ。

　俺は『魔物の森』につくと、川を見つけた。ピラルクは陸に上がると、呼吸ができず死んでしまうため、討伐の仕方は釣りなのだが、俺はそんな面倒なことはしない。

「よっと！」

　空間魔法で異空間から投げ槍やりを取り出して片手で構える。それから、スキルの『気配察知』と『魔力察知マジツクセンス』でピラルクを見つけると、そこに向かって槍を投げた。

「まずは一匹」

　これも冒険者時代によくやった手法だ。ピラルクは焼いて食べると旨うまいから一時期ものすごい頻ひん度どでやっていた。

　ほどなくして、規定のピラルクを討伐し、死体を異空間にしまう。

「一丁あがり」

　そうして『魔物の森』を後にする。そしてギルドに戻ると、続々と冒険者が集まっていた。みんな、新しく貼り出される依頼目当てなのだろう。俺は受付の混み具合を調査するため、冒険者管理部唯一の椅子を持ってきて、受付の横に座る。

「ちょっと？　なにしてるの？」

　セリエさんがそれとなく話しかけてきた。

「受付の混雑調査です。これを元に混雑緩和の対策を考えますから」

「へぇーなるほどね。じゃあ今日はテプトくんとお話ししながら仕事できるってことね」

「その言葉は嬉しいですが、ちゃんとしたデータを取りたいので真ま面じ目めにやってくださいね？」

「なによ。言われなくても分かってるわ」

　セリエさんは膨れて、俺はそれに苦笑した。

「それと、何枚か余った紙を貰えますか？」

「はいはい、どうせ私は使いっぱしりですよ」

　文句を言いながらも紙を渡してくれるセリエさん。この人の表情は豊かすぎて、飽きることがない。

「ありがとうございます」

（さぁ、ここからだな）

　ギルド内の受付は三つ。俺はスキル『鷹の目ホークアイ』を使用する。まさか、こんなところで役に立つとはな。『鷹の目』は、全体の状況を把は握あくするスキルで、パーティを組んでの戦闘で使用すると、乱戦になっても的確な指示を仲間に出すことができる。俺は使うことはなかったけどな。ちなみに、精霊魔法を使っても全体の把握は可能だったため、俺が修得しても、魔力消費を抑えられる程度の利点しかなかった。

（まぁ、瞑めい想そうしてたら勝手に覚えたんだけどな）

　準備をしている内に十時の鐘がなり、入口から冒険者が入ってくる。俺の戦いはここからだ。

　受付に次々と並ぶ冒険者達は、みんなダンジョンから帰ってきた者達ばかりだった。

「はい。では、オークの魔ま石せき三個とゴブリンの魔石六個ですね。確かにお預かりします。報酬はこの紙を持って、奥の受付で貰ってください。どうぞ、次の方──」

　セリエさんが手早く冒険者達をさばいている。冒険者が並び始めてからずっとこの調子だ。ダンジョンから帰ってきた冒険者は、一度受付に並んで報告をする。そして、報酬を受け取るためにもう一度別の受付に並び直すのだ。

　ちなみに、依頼達成の場合ではこうなる。

「はい、ブラックウルフ討伐依頼ですね？　確かに討伐証明の牙十本確認しました。これが報酬になります。次も頑張ってください」

　その場で報酬が支払われるのだ。だから並ぶ回数も一回で済む。ただ、依頼だと受ける時に手続きをしなければならないので、総合的に見ればどちらも二回並んでいることになる。しかし、依頼の方が圧倒的に処理速度は速い。なぜなら、それに対する用意が、受付側ですでにできているからだ。逆に、ダンジョンから帰ってきた冒険者には報酬の用意ができていないため少し手間取る。

（なるほどな。……だったら、ダンジョンで得た素材の報酬も、こちらが用意できるようにすればいいのではないだろうか？）

　つまり、現在は冒険者が持ってきた素材に応じて報酬を計算しているが、最初から持ってくる素材を規定して、その規定に応じた素材を冒険者に持ってこさせればいいのだ。

『ゴブリンの魔石、十個で報酬。銀貨二枚』

　こんなふうにすれば、処理速度が増すのではないだろうか？　ただ、そんなことを規定してしまえば、その数を持ってくるために、命を顧かえりみない冒険者が出てくることになる。もしそうなれば、ギルド側の責任にもなりかねない。うーん、難しいな。

　考察ばかりもしていられなかった。気を抜くと、いつも間にか順番待ちで喧嘩が起きているからだ。

「おい！　俺が先だっただろ！」

「いや、俺が先だ」

「あぁ、何度でも言ってやるよ！　俺が！　先だ！」

　こいつら子供かよ。

「あーちょっといいかな？　どちらが先か分からないけど喧嘩は止めてくれるかな？」

「あぁん？　お前には関係ないだろ！　すっこんでろ！」

　関係あるからでてきたんだろ……こいつら本当に脳筋なんだな。

「ギルド職員がでしゃばるな！　ころすぞ！」

　言いながら拳を振り上げてくる。うーん、これは手を出してもいいよな？　脅きよう迫はくが交じってたし。正当防衛ってことで。

　俺は、拳を振り上げた冒険者の腹を素早く殴打する。

「がっ！」

「大丈夫ですか？　気分が悪いならそこの椅子で休んでいてください」

　そう言って近くの椅子に休ませてやる。そんなに強くしてないからすぐに目が覚めるだろう。

　これはシステムよりも、冒険者のモラルを見直す方が先かもな。そんなことを思っていた矢先だった。

　ヒュン──パシッ。

　突然ナイフが顔に飛んできた。反射的に摑んでしまう。なんか前にもこんなことあったな？

「なにその反応速度。あなた本当にギルド職員？」

　その声に振り向くと、ギルドにやってきた時にナイフを投げてきた赤髪の女性が立っていた。

「これは君が？」

「そうよ」

　悪びれる様子もなく彼女は笑った。これ犯罪ですよ？

「俺が反応できなかったらどうするつもりだったんだ？」

「大丈夫よ。私回復魔法が使えるもの」

　あの角度と速度で刺さったら、即死もあり得るんですが……。

「たぶん魔物との戦いで頭がおかしくなってるんだろうな。……可か哀わい想そうに」

「ちょっと？　聞こえてるわよ？　それよりも、一日じゃ逃げ出さなかったようね？」

　逃げ出す？　……あぁ、噂の事か。なるほど、彼女も冒険者管理部が抱える問題を知っているらしい。

「まぁ、仕方ないさ。だが、いつか仕返しをしてやるよ」

　あのギルドマスターのおっさんにな。

「……へぇ、それは楽しみね？　みんなにも伝えておくわ。今回の新人さんはなかなかに骨があるって」

　彼女はくすりと笑った。

「ありがとう。応援してもらえると助かるよ」

　冒険者のみんなで立ち向かえば、あのおっさんもなんとかなるはずだ。

「それって、私があなたの味方をしろってこと？」

　あぁ、そうか。冒険者がギルドマスターに反抗するのはなかなか勇気がいるよな？　無理はさせられないな。

「いや、しばらくは一人で戦ってみるさ」

「頑張ってね。せいぜい……死なないように」

　あのおっさん、あれでも元Ｓランク冒険者だもんな。

「忠告ありがとう。君も頑張ってね。ギルドはいつでも冒険者を応援してるから」

　すると彼女は、少し考える素振りを見せた。

「あなたって変な人ね？」

「いきなりナイフを投げてくる人に言われたくないな？」

「プッ……本当に変な人。普通は怒るところなんだけどな？　まぁ、それも含めて仕返ししてくれるって事なんでしょ？　それまで──」

　不意に彼女が間を詰めてきた。そして耳元で囁ささやく。

「たっぷりと可か愛わいがってあげるね？　冒険者担当さん」

　それから、スッと離れた。俺は一瞬だけドキドキしてしまった。なにせ女性が零ゼロ距きよ離りまで迫ってきたのだ。男としては当然だろう。俺は呆気に取られていると、彼女は小悪魔みたいな表情を浮かべた。

「私の名前はソカよ。あなたは？」

「あ、あぁ……テプトだ」

「今後もよろしくね？」

「こちらこそ」

　そしてソカは立ち去ってしまった。なんと刺激的な女性だろうか。俺は今までに感じたことのない衝撃にうち震えていた。

「ヘへっ、ソカに気に入られたな？　アイツ終わりだぜ？」

「『ギルド職員キラー』の二つ名は伊だ達てじゃないからな？」

「これから、どうやっていたぶってやるかな？」

「なに言ってんだよ。今度ランク適性試験があるじゃねーか」

「あぁ、そうだったな。そのためにソカは申し込んだのか」

「もうすぐ血が見れるぜぇ？　そして、俺たちを軽んじるギルドの奴らに思い知らせてやるんだ。どっちが上かってな？」

「へへへっ」

「ぎひひっ」

　そんな冒険者たちの会話も、今の俺の頭には全く入ってこなかった。




　その後、俺は三階のギルドマスターの部屋の前でバリザスを待っていた。彼はいつも重役出勤らしく、昼前に来るらしい。ほんと、どっちが仕事なめてるんだよ。まぁ、今日遅刻した俺が言えた立場ではないが。

　バリザスは本当に昼前に姿を現した。

「なんじゃ、まだ辞めておらんかったのか」

「ご挨拶ですね。そもそも辞表も出してないじゃないですか」

「ふん、辞める奴はそんなもの出さずに辞めていくのじゃ」

「安心してください。俺はまだ辞めるつもりはないので」

「で、なんの用じゃ？」

「はい、実は──」

　言いながら俺は、大きな紙を出した。そこには、

『順番を守らない者には、冒険者管理部より適切な処罰があります』

　そうでかでかと書いてある。これは急ごしらえだが、これで順番をある程度守らせるのだ。

「これを、一階に貼る許可をもらいたいんです」

「なんじゃこれは？　……この処罰とはなんじゃ？」

「これは、俺がその冒険者を痛めつけてやろうかな、と。酷ひどい場合は、ランク降格の措置も考えています。まぁ、全てはギルドマスターの許可しだい……ですがね」

「ふん、ただのギルド職員が冒険者を御せるとでも？　少し冒険者を下に見とりゃせんか？」

　バリザスは憤ふん慨がいした。

「いえ、決してそんなことはありません。ですが、このまま不正を見逃す訳にはいきません。これは、冒険者とギルド側が公平であるために大切なことです。それに、これは俺の仕事ですから」

　そう言うと、バリザスは一変してニヤリと笑った。

「なるほどのぉ。そこまで言い切ったのならやってみるが良い。わしの判子を押してやろう」

　それからバリザスは、懐から判子を取り出して、紙にあっさりと判子を押した。

　なんだよ。意外にあっさりだったな。

「ありがとうございます。あと、よろしければ受付窓口の増設も提案したいのですが」

「ふむ、それは難しいな。わしも試みたことはあるが、経理部が首を縦に振らん。経理部を説得できたなら考えてやろう」

　なんだ、このおっさんも窓口の事に関して検討はしていたのか。まぁ、これくらいはギルドマスターなのだからやってもらわねばこちらが困る。そうか、経理部を説得か……大変そうだな。

「あぁ、言い忘れておった。その紙を貼る以上、おそらく揉もめ事ごとは免れぬじゃろう。二階の『安全対策部』にも許可をもらっておけ」

　そう言い残し、バリザスは部屋に入っていった。揉め事ありきで話をしてたのか。どうりですんなり判子を押したわけだ。見直した俺の気持ちを返せ。だが、確かに安全対策部の許可はいるかもしれない。あとでなにか言われるのも嫌だしな。

　俺はそのまま二階へと降りた。『安全対策部』の札がかかった部屋はすぐに見つかる。

「すいませーん、冒険者管理部の者ですが」

　扉を開けると、そこには数十名程の職員が仕事をしていた。みんな男である。

「あ？　誰だって？」

　一人の職員がこちらに顔を向けた。年齢は二十代後半だろうか？　短い茶髪の男がやって来た。

「この度新しく冒険者管理部に所属となったテプト・セッテンです」

　とりあえず挨拶をすると、男は「おお！」と声をあげた。

「お前か！　昨日、町の外壁を直してくれた新人は！」

　外壁？　あぁ、依頼の事か。

「そうですが」

「いやぁ！　助かったよ。近隣の住民からの依頼だったんだが、受けてくれる冒険者がいなくてな。こうなったら俺達が行こうかって話になってたくらいだ。礼を言うぞ！」

　その男からは、ほとばしるエネルギーを感じた。熱血系だな。

「未達成依頼は俺の担当ですから」

「そういう時は素直に喜べよ。で、わざわざ挨拶に来のか？」

「いや、……まぁ、それもあるんですけど、実はこれの許可をもらいたくて」

　俺は、先ほどの貼り紙を見せる。

「ギルドマスターからは許可をもらいました。あとは、ここの許可を頂ければ貼るだけなんです」

　男はその貼り紙をまじまじと見つめる。それから、俺の方に視線を移した。その表情はだんだんと崩れていき、最後には爆笑へと変わった。

「ブッ……ハハハ！　お前面白いな！　なんだよ、渾こん身しんのギャグか？」

「いや、至って真面目なんですが」

「よせって！　腹痛いてぇよ。お前ってバカなのか？」

　その言葉に少しムッとする。

「とりあえずは、こうやって順番を守らせます。混雑緩和対策はこれから考えていきますよ」

　ひとしきり笑った男は、呼吸を整えてから真顔で言った。

「ダメだ、危険すぎる。ここは人殺しの理由を与えてやるほど甘い仕事はしてない」

「人殺しって……」

「いいか？　もしも、この処罰とやらに冒険者が反抗したとしよう。相手は普段、魔物と命の取り合いをしている冒険者だぞ？　たとえ、冒険者が素手だったとしても、お前がまかり間違って殺されてしまう可能性は大きい」

「確かにそうかもしれません」

「お前の気持ちはよく分かる。そうした方が冒険者には分かりやすいし、なにより即効性がある。だが、それを実行できないんじゃ、こんなのはただの自殺志願者の紙切れだ。それを許すことはできない」

　男は、先ほどとは違って冷静に言った。

「まぁ、お前が最強で誰にも負けなかったとしても、この案はダメだな。みすみす冒険者に怪け我がをさせてしまうようなことは、許すことができない。俺達は彼らの頑張りで飯を食ってるんだ」

　悔しいが、彼の言っていることは正しかった。ここはおとなしく引き下がるか。

「わかりました。肝きもに銘めいじておきます」

「うん、素直でいいな。俺の名前はエルド・スプランガス。ここで副部長をやってる。困ったことがあったら相談してくれ」

　エルドは言って、握手を求めてきた。俺はその手をしっかりと握る。少しの会話だったが、彼には好感を持った。

　まぁ、仕方ない。この件は保留だな。

　それから俺は、『経理部』を説得する方法と、ギルドカードの死亡者数の報告書を作成するため、冒険者管理部へと戻った。

　冒険者の死亡者数は、王都にある本部に報告しなければならない項目の一つで、そういったものは全部で四つあった。





　・ダンジョン攻略の進捗状況

　・魔物の出現状況

　・収益

　・冒険者の在籍人数






　それらは、毎年同じ時期に各ギルドから代表者が本部に集い、一年間のデータを報告する。そして報告する冒険者在籍人数の項目の中に死亡者数も含まれる。それは冒険者管理部の担当となっており、常に把握しておかなければならない。だからこそ、ギルドカードの確認も頻繁に行わなければならないのだ。

　俺は報告書の作成にあたって、昨年の書類を引っ張り出してきた。書き方を参考にするためだ。それは、本棚に置かれた『報告書の写し』から見つけることができた。

　本当に書き方だけを参考にするだけだったのだ。それだけだったのに、不意に目に入った数字を見て、俺は驚きよう愕がくした。

「死亡者数……三人……だと？」

　昨年の報告書には、死亡者数が三人と記載されていたのである。ちなみに、昨日ギルドカード保管庫で、石となってしまったギルドカードの枚数を数えると、八十二枚あった。つまり、昨年の報告書に記載された数字が正しければ、今年だけで、八十二人の冒険者が死亡していることになる。

　この数字を、王都アスカレアの冒険者ギルドで例えると、Ｃランク相当の魔物が大量発生し、緊急クエストが発令された時の被害とほぼ同じだ。しかし、そんなことは聞いたこともないし、ここ最近の報告書にもあがっていない。

　この報告書……正しいのか？　純粋に疑問に思った。報告書を書いたのは前任者だ。そして、この報告書にはバリザスの判子も押されている。

　虚きよ偽ぎの報告書は重罪に値する。なぜなら、報告書の内容によっては、本部より対策がなされるのだが、虚偽の報告が上がると対策が遅くなってしまい、町一つがなくなってしまう危険をはらんでいるからだ。それほどに、この世界では人の生活に魔物が密接に絡んでいる。そして、その最前線に位置する冒険者ギルドという機関は、とても重要視されているわけだ。

　俺はギルドマスターの部屋へと走った。ノックもなしに扉を開けると、バリザスとミーネさんが驚きの表情を浮かべた。そして、訪問者が俺だと分かると、途端に不機嫌な態度をみせる。

「またお前か。ノックもなしに……礼儀も知らんのか？」

「ちょっとテプトくん？　いくらなんでもこれは──」

「ギルドマスター、確認したいことがあります」

　俺はミーネさんの言葉を遮さえぎり、バリザスに詰め寄った。

「一体なんじゃ？」

　そしてバリザスの机に、その報告書を置いた。

「この報告書についてです」

「ん？　……これは昨年の報告書か。それがどうしたのじゃ？」

　俺は、冒険者在籍人数の項目にある、死亡者数と指差した。

「昨日、ギルドカードのチェックを行ったところ、ただの石となっているカードが八十二枚もありました」

「八十二？」

　ミーネさんが眉間に皺しわをつくる。

「はい。つまり今年だけで八十二人冒険者が命を落としていることになります。最初は多いなと感じながらも、毎年これくらいの人数なのかと思いました。なにせ、タウーレンは冒険者の町ですからね？　在籍している冒険者も他の比じゃない。ですが、昨年の報告書には三人と載っています。この数字は本当なんですか？」

　それにはバリザスも渋い顔をした。どうやら事の大きさに気がついたらしい。

「しかし、この報告書を作成したのは、お前が来る前の職員じゃ。わしには──」

「ここ。判子押してますよね？　確認されたんじゃないんですか？」

　バリザスは黙ってしまった。

「説明してもらいましょうか。これはどういうことですか？」

「知らんもんは知らん！　今年の報告書に正しい数字を載せればいいだけじゃろう！　なにをそんなに騒ぐことがある！」

　その言葉に、俺はこめかみの血管が切れた音を聴いた。

「正しい数字を載せればいい？　……お前はなにを言っているんだ？　これはただの数字じゃない。町の人たちのために命を散らした冒険者の人数だぞ？」

　俺は、無意識にスキル『殺気キラー』を使用していた。

「確かに、一人一人はそんなこと考えちゃいないのかもしれない。だが、その功績は確実にこの町の暮らしに貢献していたはずなんだ。そんな人たちの命を知らないだと？　ふざけるのも大概にしろ！」

　勢いのままに机を叩たたくと、バリザスは険しい表情をして、こちらを睨にらみつけてきた。そこでスキルの使用に気づき、すぐさま解除する。しかしすでに遅く、近くにいたミーネさんはへたりこんでいた。

　もうこれ以上聞くことはなにもないな。そう結論づけて部屋を出ようとすると、バリザスが声をあげた。

「おい！　もしその数字を報告書にすれば、責任を問われるのは冒険者管理部じゃぞ？　それでも良いのか？」

　その言葉にため息を吐く。

「そうだな。そしてそのときは、監督不行届きであんたも同罪だ」

　バリザスは、もはやなにも言い返せないようだった。

　俺はギルドマスターの部屋を出ると、怒りのままに扉を閉めた。

　……このギルドは間違っている。冒険者にモラルを問うなどおこがましい。なぜなら、彼らを支援するはずのこちら側が、こんなにも不誠実なのだから。

　事実確認も済んだところで、このことを本部に報告するための書類作りのため、俺は『冒険者管理部』へと戻った。




「とりあえず、こんなものかな？」

　俺は、新しく作成した報告書を見返す。

　タイトル『死亡者数八十二人（数年分含まれるものと思われる）』。

　ちなみに、死亡者数が五十人を超えた場合、明確な理由を記載しなければならない。理由は『ギルドマスターと管理部による、ギルドカードの確認不足』と記載した。というか、それしか思いつかなかった。そしてこういったものは、本部へと直ちに報告しなければならないため、急ぎ封筒に入れる。すると、部屋の扉がノックされた。

　誰だ？　そう思い、「開いてますよ」と声をかける。

　入ってきたのは、ギルドの制服を身にまとい、眼鏡めがねをかけた青い髪をした女性だった。

「あなたが新しく冒険者管理部に配属されたテプトさんですね？」

　その落ち着き払った声音に、「そうです」と答える。

「それは、本部へと送る報告書ですか？」

　なぜ知っているんだ？　そう思いながらも頷く。

「お願いがあって来ました。どうか今回の件は目をつぶっていただけないでしょうか？」

　その言葉に驚いたのは言うまでもない。

「どういうことですか？　というか、あなたは……」

「申し遅れました。私は経理部部長アレーナ・ミレフィナスと申します」

　礼儀正しく頭を下げる目の前の女性には、なにか理由があってのお願いなのだと察せられた。

「あなたがその報告書を本部に送ってしまうと非常にまずいのです」

「まずいとは？」

「もしもこの件で、このギルドが『降格』を受けた場合、ここで働く職員を辞めさせなければいけないからです」

　アレーナさんはそう告げた。

「職員を辞めさせる？」

「そうです。テプトさんは、現在このギルドのランクを知っていますか？」

「はい。ここは上から二番目、プラチナギルドです」

　冒険者にもランクがあるように、ギルドにもランクというものが存在する。ギルドランクは五つあり、上からミスリルギルド、プラチナギルド、ゴールドギルド、シルバーギルド、ノーマルギルドと続く。

「そうです。ここは冒険者の町と言われるだけあって、他のギルドよりもワンランク上のギルド認定を受けています。それは冒険者さんたちによる長年の功こう績せきによるものですが、それだけではなく、彼らを支援してきたギルド職員の頑張りでもあるのです。もしも今回の事が本部に伝われば、間違いなく一番下のノーマルランクへと落とされることになるでしょう。そうなると、ダンジョン階層の規制がかかり、現在得ている収益は半分となってしまいます。そして、コスト削減のために、多くの職員を辞めさせなければいけなくなってしまいます」

　俺は、ギルド学校で習ったことを思い出した。

　ギルドランク『ノーマル』とは、設立して三年以内のギルドにつけられるランクである。ノーマルランクは、経営が波に乗るまで、本部から支援を受けながらギルドを運営し、さらにダンジョンの攻略を十階層までと決められている。設立されたばかりのギルドでは、それ以上の探索は危険だと規定してあるからだ。そして問題を起こした上位のギルドもこのランクへと落とすことができる。たとえ今までそれ以上の攻略をしていたギルドでも、そのランクに落とされてしまえば例外はない。支援を受けるということは、本部から活動を制限されるということと同義であり、そのため、各ギルドの現状を細かく監査する『監視部』という部署が本部には存在した。

「現在このギルドに所属する冒険者の人数を知っていますか？」

　唐突にアレーナさんが聞いてきた。

「千百三十二人です」

「そうです。そして、このギルドでは三百十五人が働いています。そして、彼らの生活を支えている収益の大半は、ダンジョンよりもたらされる素材や魔石なのです。もしもダンジョン規制をされてしまえば、困るのは冒険者だけではありません。ギルド職員や、町の人たちにまでその影響は及ぶでしょう」

　俺は少し想像をしてみる。しかし考えるまでもなく、アレーナさんの予測は正しいと思えた。彼女はただ単に止めろと言いに来たのではなく、その先を見据えて止めたほうが賢明であると言いに来たのだ。

　だが、果たしてそれで良いのだろうか？

　確かに、冒険者死亡者数を報告した所で、誰も得をしない。それどころか、損をしてしまう人が大勢出るかもしれない。しかし、このことを見過ごしてしまえば、おそらく今後同じような事が起きた時に、同じ手段を取ってしまうかもしれない。そしてそれが世の中に知れ渡った時、果たしてこのギルドは自力で這はい上がることができるのだろうか？

　そこまで考えてから、俺はこのことをアレーナさんが言いに来た理由について、ある可能性が頭に浮かんだ。












「少し気になったんですが、なぜアレーナさんがそれを言いに来たんですか？」

「先程、ミーネさんから話があり、詰きつ問もんを受けました」

　うつむくアレーナさん。なぜ、ミーネさんからアレーナさんが詰問を受けたのか。その答えなど一つしかない。

「もしかして、昨年の報告書。人数の改かい竄ざんを奨すすめたのはアレーナさんですか？」

　顔を上げた彼女は自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑っていた。

「はい。ギルドマスターの前にチェックを行ったのは私です。その時に、改竄しました」

「なぜですか？」

「この町タウーレンは、他のギルドがある町と位置的にはかなり離れています。一番近いラントでも、馬で一週間はかかります。もしも大きな災害が発生したとき、まず救援は期待できません。だからこのギルドが、災害に対応できるだけの力をつけなければいけないのです。力とは冒険者です。ランクが上に上がれば、より高ランクの冒険者を抱えることができます。実力ある冒険者を得ること、それが目的でした。改竄したのは昨年が初めてではありません。結果としてこのギルドはランク『プラチナ』に認定され、噂を聞きつけた冒険者たちが集まり、いつの間に冒険者の町と呼ばれるまでになりました」

「災害時に発生するであろう問題を、そのまま本部に伝えてはダメなんですか？」

「伝えました。しかし、彼らは問題が起きた時には対応しますが、予測だけでは対応してくれませんでした。まぁ、わかっていたことですがね。私は本部にいた人間ですから」

　アレーナさんは本部にいたのか。

「それでどうなんですか？　見逃していただけますか？」

　その答えに俺は迷った。ここで不正に加担してしまえば、俺は悪いギルド職員となってしまう。それどころか、ギルドマスターに言った言葉を自ら否定してしまうことになるのだ。ただ、アレーナさんの話には納得できた。それがこの町のためになっていることには変わりないのだ。

　ふと、昨日の町の光景が頭に浮かんだ。多くの光と声の中に生きる平和なタウーレンの人々。それがこの答え一つで失われてしまうかもしれない。

　しばらく考えていた俺は、目を瞑つむり一つの選択をした。

（ごめん）

　心の中でこれまで死んでいった冒険者たちに謝る。そして、報告者が入った封書を破り捨てた。

「アレーナさん、もしも本気でやるつもりだったのなら、石になったギルドカードを処分すべきでしたよ」

　彼女は力なく笑った。

「できなかったのです。彼らは、私たちが支える冒険者だったのですから」

　その瞬間、俺はこのギルドの闇に足を踏み入れた。これでもう、このギルドとは一いち蓮れん托たく生しようとなったのだ。

「アレーナさん、ひとつお願いがあります」

「なんでしょう？」

「一階のフロアに受付窓口の増設をお願いしたいんです」

「……なるほど。本当は断りたいのですが、前向きに検討してみます」

「ありがとうございます」

　アレーナさんは深く頭を下げて部屋から出ていった。俺は閉められたその扉を、しばらく見つめていた。

　その後、石となったギルドカードは俺の空間魔法で全て隠した。そして報告書を出さないことをミーネさんに言うと、彼女は少し安あん堵どしているように見えた。バリザスは「やはり自分の身が一番じゃと分かったか」と、満足げに頷うなずいていた。いつか殺してやろうかな？

　全てが終わる頃には、夕方になっていた。

「なんだよこの部屋。初めて入ったがこりゃ酷いな？」

　やって来たのは『安全対策部』の副部長エルドだった。

「なにか用ですか？」

「飲みに行こうぜ。依頼を達成してくれたお礼も兼ねてな？」

　エルドはニカッと笑みを浮かべた。

「あー……、すいません。まだやることがあるんですよ」

「残業か？　手当てなんて出ないぞ？」

「夕方から夜の間でしかできないことなんですよ。近頃、冒険者風の犯人による窃盗事件が起きているのは知っていますか？」

「あぁ、知ってるぞ」

「今日、その犯人を捕まえようと思ってるんです」

「え？」

　エルドはそのまま固まってしまった。

「どうしました？」

　それからエルドは我を取り戻した。

「また渾身のギャグか？」

「そんな訳ないでしょう。いたって真面目ですよ」

　その瞬間、急に頭を殴られた。

「痛っ!?　なにするんですか!?」

「ばか野郎。警備兵が捕まえられないのに、ただのギルド職員が捕まえられるはずないだろ」

　俺は頭をさすりながら言い返す。

「やってみなきゃわからないじゃないですか！」

「わかるよ。俺もそうだが、お前も『万能型』だろ？　万能型はなんでもできるかわりに、一つのことにおいて誰にも勝てない。おとなしくギルド職員やってようぜ？　これは俺たちの天職なんだ」

　エルドは優しく俺の肩に手を置いた。それを振り払う。

「嫌ですよ。俺はなんでもできるから、なんだってやるんです。勝てないなら真正面から戦わなければいい。戦法の多さにおいては、万能型は決して負けることはありませんから」

「……テプト」

「それにこれは俺の仕事です」

　そう言うと、エルドは突然笑みを浮かべた。

「新人が格好つけてんじゃねーよ。俺もよく言われるが、お前も相当な頑がん固こ者ものだな？　よし、俺も付き合おう」

「え？　いいんですか？」

「新人だけに危険な仕事をやらせられるかよ。一人より二人の方が安全だろ？」

「確かにそうですけど」

「で、ある程度目め処どがついたら飲みに行くぞ」

　結局そこかよ。思わず呆れてしまう。

　外に出ると、町に光が灯り始めていた。

「どうやって犯人を捜すんだ？」

　歩きながらエルドが聞いてくる。彼はとてもラフな格好をしていて、荷物すら持っていない。聞いてみると、「必要な物は全部職場に置いてあるからな」と答えた。形だけでもいいからなにかしら持ってろよ。冒険者に楽な仕事してると思われるだろ──と思いつつも、俺も腰につけている小型の鞄かばんしかないのでなにも言えなかった。それは冒険者時代からの愛用品である。

「まぁ、簡単に言うと囮捜査ですね。運良く犯人が俺を狙ってくれればいいんですが」

「それって運良いのか？　つうか、それだけか？」

「あとは町全体を観察します。騒ぎがあれば分かりますから」

「町全体？　お前、タウーレンの広さは知ってるよな？」

「知ってますよ。でも犯行が行われているのは毎回町の大通りなんです。そこを重点的に見ます」

「大通りだけって……大通りは端から端まで歩いて二時間はかかるぞ？」

「走れば半時ですけどね」

「……は？」

　俺はスキル『鷹の目』を発動する。まだ人通りは少なく、観察するのは意外と簡単だった。そして、すぐにお目当ての現場を見つけた。

　それは冒険者風の奴が通りを走っている光景。ローブで顔を隠している。その後ろから太った男が必死で彼を追いかけていた。ビンゴか？

「それらしい奴を見つけました」

「見つけた？　どこに？」

「先に行きます」

「は？　さっきからなにを……っておい!?」

　エルドの言葉を待たずに駆け出す。勢いをつけて跳躍するとともに、単純な風の魔法を発動する。突風を周りに纏まとい、コントロールしながら建物の壁や屋根を足場にしていく。そのまま一直線に、現場まで駆け抜ける。窃盗犯が視界に入ると、『鷹の目』を解除した。

「だれかぁ！　泥棒だぁ！」

　追いかける男はそう叫びながら、死にそうな表情をしていた。間違いないな。それを颯さつ爽そうと抜き去ると、俺は窃盗犯に追いついた。すると、それに気づいた犯人は振り返りざまにナイフを突いてきた。すぐにその手を摑み、隙だらけの脇腹に拳を放つ。

「ぐっ！」

　犯人はそのまま崩れ落ちた。さぁ、鬼が出るか蛇が出るか。そのまま犯人のローブを摑んでめくり上げる。そこには、厳いかつい男の顔があった。

　……最悪だ。その男の顔には見覚えがあった。以前、冒険者ギルドで順番待ちの際に喧嘩をしていた冒険者だった。

「見ろよ。あの男、今一瞬で窃盗犯を捕まえたぞ」

「なに？　あいつが窃盗犯だったのか？」

「というか警備兵なのか？　めちゃくちゃ強かったが」

　あっという間に人が集まってきていた。その人混みをかき分けて、エルドと被害者の男が走ってきた。

「テプト、お前速すぎるだろ。どこに行ったのか分からなくなったじゃねーか」

「はぁ……はぁ……よぐ……づかまえて……はぁ……くれだな」

　被害者の男は疲ひ労ろう困こん憊ぱいだった。よく見ればどこかのお坊ちゃんなのだろう。きらびやかな服を着ている。

「うぉっ！　お前まさか本当に犯人を捕まえたのか!?」

　状況を目にしたエルドが驚きの声をあげた。

「はい。ですが、噂は本当だったようです。この男、冒険者ですよ」

「なに？　本当に冒険者だったのか？　……そりゃマズイな」

　なるべく小声で会話をしていたつもりだったのだが、被害者の男には聞こえていたらしい。

「やっぱり冒険者だったのか！　だろうと思った！　この俺が普通の奴に後れを取るはずないからな！　俺の財布を盗みやがって！　ちょっと他の人より強いからって調子に乗るな！　この！　このっ！」

　男は気絶している冒険者を足蹴にしだした。それを慌てて止めに入る。

「ちょっと、やり過ぎですよ！」

「ふん！　こいつは冒険者なんだろう？　だったら俺の蹴りぐらいなんでもないだろうよ！　なにせ普段は魔物と戦っているんだからな！」

　大声を張り上げる被害者の男。口を塞ふさいでやりたかったが、そうもいかない。結局、警備兵が現場に到着するまでには、窃盗犯が冒険者であるという事実が周囲に知れ渡ってしまっていた。

　駆けつけた警備兵に、俺達は複雑な心境で冒険者の男を引き渡した。

「ご協力ありがとうございます。いやはや、世間を騒がす犯人を捕まえるとは……しかも相手は冒険者ではないですか。あなたも同じ冒険者なのですかな？」

「いえ、違います」

「では、名のある兵士、もしくは騎士の方ですかな？」

「……いえ」

「なんと！　兵士でも騎士でもないのに冒険者を捕まえたのですか？　ますます興味が出てきました」

　その時、エルドが服の袖そでを引っ張った。

「すいません、急ぎの用事があるのでこれで失礼します」

「あっ……まだ話は済んでませんぞ！」

「すいません」

　そう言って、エルドと共にその場を逃げるように去った。

「とんだ逮捕劇だったな？」

　走りながらエルドが言った。

「まさか本当に冒険者だとは思わなかったです。なにせ、窃盗なんかしなくても、依頼やダンジョンでお金は稼げるんですから」

「まぁ、そう言うな。それができない奴もいるってことだろ」

「後味悪いですね。みんなの濡れ衣を晴らそうとしただけなのに」

「どっかで飲もうぜ？　飲んだらちょっとは気が紛れるだろ？」

「なんでこんなことに」

「警備兵にあれこれ聞かれてギルド職員だとバレなかっただけでも良かったじゃないか。もしもギルド職員が、冒険者を警備兵につきだしたなんて知られてみろよ？　世間からの評判は良いかもしれないが、冒険者達はお前を敵視するぞ？　ただでさえ、テプトは嫌われてるんだからな？」

「あぁ、やっぱり俺は嫌われてるんですね」

　薄々気づいてはいたものの、改めて聞くと少しだけショックだった。

「正確にいうと、嫌われているのは『冒険者管理部』だけどな？」

「『冒険者管理部』って彼らになにかしたんですか？」

「その辺は飲みながら話してやるよ」

　俺とエルドは、賑にぎやかになり始めた大通りを走り抜けた。




　そんな二人の後ろ姿を見つめる者がいた。彼はこの近辺に住む『冒険者』だった。騒ぎに釣られて駆けつけてみると、見覚えのあるギルド職員が窃盗犯を警備兵に引き渡しているところだった。聞けば、窃盗犯は冒険者らしい。集まった野次馬達の会話は、全て冒険者を侮ぶ蔑べつした内容だった。その中心で、笑いながら警備兵と話をしているギルド職員。それは苦笑いだったのだが、彼にはそう見えなかった。まるで、冒険者を捕まえた事実を自慢しているかのように見えたのだ。彼は、いまだ騒がしさの残る現場をあとにして、とある『冒険者』の元に向かった。




「『冒険者管理部』の人間は今年から数えるとお前で三人目だ」

　そう言うと、エルドはエールを喉に流し込んだ。「うめぇぇ」そんな言葉を漏らす。現場から逃げたあと、俺とエルドは適当な居酒屋に入り、予定通り酒を飲んでいた。

「入れ替わりが激しいんですね？」

　俺も運ばれてきたエールを飲む。よく冷えたエールが喉を流れていくのは、何物にもかえ難がたい旨さがある。エルドは一緒に運ばれてきたつまみを口にしつつ話を続けた。

「まぁな、長続きした奴はいないな。みんな最後には気を病んで辞めていったらしい」

「それはなんとなくわかります」

　ギルドマスターからの扱いは酷いもんな？　それに壁の文字を見れば病んでいたのであろうことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。首を吊つるための縄もあったしな……。

「なぜ、冒険者管理部はそんなにも嫌われているんですか？」

　俺が冒険者をしていた時にも、冒険者管理部という部署はあったが、ここまで忌いみ嫌きらわれるような部署ではなかったはずだ。

「これは俺がこのギルドに来る前の話なんだが、その頃『冒険者管理部』の担当だった奴が、一人の冒険者に何回も無茶な未達成依頼を押しつけていたらしい」

「それは……本当ですか？」

「俺もまた聞きなんだ。詳しいことはわからん。だから、今から言うことはあまり気にするなよ？」

　エルドはそう前置きをした。なんだか、嫌な予感がした。

「その冒険者、無理やり頼まれた討伐依頼で死んじまったんだ」

　言葉を失った。

　なんだって？　……死んだ？

「それは適性ランクの依頼だったんですか？」

「わからないって言ってるだろ。普通そんなことはありえない。でも、そんな話があるんだ。だから冒険者達にとって、このギルドの『冒険者管理部』の人間は、自分の仕事を成すために冒険者を道具のように扱う奴ら、という認識を持たれているのさ」

「酷い話ですね。それなら、忌み嫌われても仕方ない」

「まぁ、気にするな。大切なのは今だ。そして今『冒険者管理部』を任されているのはテプト、お前だ。お前は俺からみてもかなり優秀だし、ギルド職員の心得をちゃんとわきまえてる。自信を持て」

　その言葉は、胸に深く染み渡った。

「ありがとうございます」

「まぁ、飲めよ」

　夜は更けていく。俺とエルドは心行くまで飲んだ。










　ギルド学校時代、俺は最初『経理部』を希望していた。元の世界では学生をやっていたこともあり、計算には自信があったからだ。しかし、教師陣の強い薦すすめもあり、結局『冒険者管理部』を希望することになる。

　理由として、俺はギルド学校の誰にも負けたことがなかったからだ。それは、俺が本格的に冒険者をしていたことが要因としてあげられる。

『冒険者管理部』は、言葉のとおり彼らを監督し、管理しなければならない。それを成すためには様々な事を要求されるわけで、『ある程度強くなければならない』というのが暗黙のルールとしてあった。なぜなら、冒険者は強さこそが全てであり、それを持つ者は無条件で尊敬されるからだ。

　しかし、俺は疑問に思っていた。たとえギルド職員の中で最強だったとしても、冒険者の中ではどうなのだろうか？　と。俺はＣランクまでしか経験をしていない。そして、それよりも上のランクに位置する冒険者は数え切れないほどいるわけだ。そんな俺に、冒険者が求める強さなどあるのだろうか？




　その日はいつもより早くギルドに出勤していた。なぜなら、ランク適性試験があるからである。無論、それも冒険者管理部の大切な仕事であり、冒険者管理部の大仕事とも言われている。

　内容は簡単で、冒険者がそのランクに値する強さを持っているかどうかを判断するだけだ。それは実戦形式で模擬戦闘を行い判断する。そして、冒険者の相手をするのはギルドによって決められた冒険者だ。条件はＢランク以上であり、Ｂランクの依頼を五十件以上こなした冒険者である。タウーレン冒険者ギルドでその資格を持つ者はたったの五人しかいない。




　Ｂランクに二人。

　Ａランクに一人。

　Ｓランクに一人。

　そしてギルドマスターである。




　今日のランク適性試験では、ギルドマスターのバリザスが相手をすることになっていた。……のだが。

「バリザスが来てない？」

「えぇ、まだ姿を見てないわ」

　秘書のミーネさんの言葉に、俺は体の力が抜けるのを感じた。

「今日、ランク適性試験があることは知っているんですよね？」

「前々から言ってあるわ。昨日も伝えたし……」

　なんだよあのおっさん。どういうつもりだ？

「試験は九時からですよ？　もしも来なかったらどうなるんです？」

「たぶん延期ね」

「そんな馬鹿な!?」

　俺は冒険者をしていた頃、ランク適性試験というのは、重要なイベントだった。なにせその試験によって、今後の依頼やダンジョン攻略が大きく変わってくるからだ。そのため、みんな試験日に合わせて体調を整え、技を磨いてくる。そんな努力をしている彼らに、延期ですなどと言えるわけがないだろ。本当にあのおっさん元冒険者か？

「実は、前回もギルドマスターはランク試験に間に合わなかったの」

　申し訳なさそうにミーネさんは告げた。

「前回も？」

「その時はあなたの前任者が試験を行ったわ。結果は……その、酷ひどいものだったけど」

　言って視線を逸そらすミーネさん。

「もしかして、俺にやれって言ってます？」

「いえ、冒険者管理部の人なら、その資格があるというだけよ」

「絶対に嫌です。俺は審査する側の人間ですよ？」

「でもかわりの人はいないわ」

　そう、あとの四人は今ギルドにいない。二人は依頼の真っ最中で、もう二人は捜索依頼が出ているからだ。

　もうすぐ九時になる。試験を待っている冒険者は、すでに試験会場である訓練場で体慣らしをしているはずだ。

（……俺がやるしかないのか）

　人との戦闘など久ひさしくしていない。ギルド学校でやっていた戦闘訓練は、冒険者あがりの俺からしてみればお遊びのようなものだった。できるのか？　そんな不安がよぎる。しかし、考えてる暇はなさそうだった。

「わかりましたよ。俺がやります」

「……助かるわ。ギルドマスターには、私からきつく言っておくから。もしかしたらギルドマスター不適格として問題に上げるかもしれない」

　今さらかよ。あいつにはどう見ても資格なんてないだろ。心の中で毒づいた。

　ともあれ、急いで訓練場へと向かう。そこには、対象の冒険者たちが集まっていた。そしてその一人は、この間会話をした赤目赤髪のソカだった。今日のランク適性試験はＢランク試験とＣランク試験の二つ。ソカはＢランク試験の受験者だった。

「ようやく来たのね？」

　彼女が話しかけてくる。

「あぁ、すまない。急きゆう遽きよ予定が変わって、今回の相手は俺がすることになった。力不足かもしれないが、適性はしっかり見るからよろしく頼む」

「嫌よ」

　笑いかけた俺に、ソカがそう言い放った。

「今なんて？」

「聞こえなかったの？　嫌だと言ったの。よろしくなんてしないわ。むしろ後悔するほどに痛めつけてあげる」

　ソカの目は、冗談を言っているようには見えなかった。すると、受験者である冒険者が話しかけてきた。

「昨日は旨い酒が飲めましたか？」

　彼の目にも、ソカと同じように敵意が満ちている。

「彼から聞いたわ。窃せつ盗とうの犯人を捕まえたそうじゃない？」

　その発言で理解した。冒険者たちに昨日のことがバレたのだと。

「ギルドマスターのおじ様は、どんなに待っても来ないと思うわ。昨日とても気持ちよくお酒を飲んでいたもの」

　ソカが楽しそうに言った。

（なん……だと？）

「笑っちゃうわよね？　夜遅かったのに、冒険者時代の武勇伝を聞かせてくださいって誘ったらホイホイついてくるんだもの」

　ということは、バリザスが来ないのは彼女が仕組んだのか。……もしや前回の試験も。

「前回もそうしたのか？」

「さぁ、どうだったかしら？　……忘れたわ」

　その時、不意に妙な視線を感じて周りを見渡す。いつの間にか、訓練場には受験者以外の冒険者も多くいて、みんな冷めた目でこちらを見ていた。

「さっさと始めましょうよ。ランク試験。Ｃランクからで良いですよね？」

　男が模擬戦闘用に用意してある武器の中から木の剣を取った。その姿を見て、俺は思わずため息を吐く。……なるほどな。仕組まれたというわけか。

　俺は模擬戦闘になんの武器を使おうか迷った。剣、斧おの、槍、全て木でできているが種類は豊富だ。

（……なににするか。一応扱えない武器はない）

　ふと、とある武器が目に入る。それを見て笑ってしまった。

　それは木でできた盾。タウーレン冒険者ギルドのマークには、冒険者を守る意味として、盾が描かれている。これは、俺にピッタリの武器じゃないか。

　それを手に取ると、男は大声で笑った。

「ずいぶん弱気じゃないですか！　それでも冒険者を捕まえた人ですか？」

「悪いがこれは戦いじゃなく試験だ。君たちの能力を見るのには、コイツで十分だよ」

　舌打ちが聞こえた。それは、試験を待つ冒険者の集団からだった。男の顔も怒りで歪ゆがんでいる。

「ギルド職員のくせに調子にのるなよ？」

　うーん、この程度の挑発で頭に血が上るのか。いきなり減点だな。

「来いよ」

　まずはＣランク試験。俺は冒険者時代、このクラスまで上がったのだ。それを目指すＤランク冒険者に負けるわけにはいかない。





　　　　　※






　Ｃランク試験が開始され、ソカは後から行われるＢランク試験に備え、訓練場の隅で座っていた。彼女は現在Ｃランク、今回の試験に合格すれば、Ｂランクに上がれる。しかし、試験などソカにはどうでもよくなっていた。それは他の冒険者も同じで、緊張している者など一人もいない。一人のギルド職員を痛めつける。それが、ここにいる冒険者たちの目的へと変わっていた。

　ギルド職員の名は、テプト。彼は不運にも、冒険者たちの怒りを買ってしまったのだ。

　正直、犯罪に手を染めた冒険者のことは知らないし、自業自得だとも思う。しかし昨日の夜、気の合う冒険者仲間たちと飲んでいた店に、一つの情報が入ったとき静かな怒りがこみ上げてきた。

　管理部の人間が冒険者を捕まえた。

　五年前に起こった事件は知らない。その時、ソカはまだ冒険者ではなかった。しかし、『管理部の人間が無理やり依頼を押しつけて冒険者を殺した』そんな噂だけは多くの仲間たちから聞き、事情を知らない彼女も、その怒りを無意識のままに請け負っていた。

　管理部の人間は敵だ。呪いのように何度も聞いたその言葉は、今やタウーレンの冒険者にとって当たり前の事になっている。

　ランク適性試験とは、その敵に遠慮なく一矢報いる絶好のチャンスであった。

（私まで回ってくるかしら？）

　ソカはそんなことを思う。

　見れば模擬戦闘が開始され、冒険者の男はテプトに斬りかかる。どうやら彼をいたぶる気らしい。手加減しているのがまるわかりだ。まずは一撃目──。しかし、その剣は空を斬った。テプトが消えたのだ。

（なに!?）

　瞬時に見回す。ふと、男の頭上からなにかが落ちてくるのに気づいた。回転しながら冒険者めがけて落下してくるのは、テプトが選んだ木の盾だった。誰もがその盾を見つけて凝視した。受験中の男までもが、それに気付いて真上を見上げる。

　その時だった。

「……残念、下だ」

　冒険者の男が一瞬にして吹き飛ぶ。テプトはいつの間にか男の懐ふところに入り込み、落ちてくる盾に気を取られた瞬間を狙って、素手で殴り上げたらしい。その一撃は、男のみぞおちを抉えぐり、それでは飽き足らず彼を空中へと追いやった。

　本当に一瞬の出来事だった。彼は落ちてくる盾を器用にキャッチすると一言。

「不合格だな。次」

　ソカだけではなく、みんながその光景に唖あ然ぜんとした。




　試験が始まって十分が経過しようとしていた。この時点で合格者は一人もいない。しかし、受けた人数は二十人に達しようとしている。

（こいつら、注ちゆう意い力りよく散さん漫まんだな）

　ひたすら槍を突いてくるだけの攻撃を避けながら、手に持つ盾を落として軽く蹴る。盾は、受験中の冒険者の足下で止まり、案の定それを踏んだ冒険者が体勢を崩した。

「ぐっ！」

「残念だったな」

　槍を取り上げて、そのまま相手の腹部を軽く突いた。二十人目の受験者も、呆あつ気けなく倒れる。

　見れば、Ｃランク試験は次で最後だった。ここまで、誰もまともな攻撃をしていない。

「やる？」

　問いかけると、最後の男は無言で剣を手に取った。聞くまでもなかったか。

　開始直後、男はいきなり火の魔法を放ってきた。別に魔法は禁止されていない。それもランク適性の項目に入っているからだ。どうやら盾を燃やす算段らしい。今までの受験者にはない戦い方だった。それに水魔法をぶつけて相殺する。水が勢いよく蒸発し、一瞬、辺りを水蒸気が覆った。それを狙っていたのか、水蒸気が霧む散さんしないうちに、男が剣で連撃を放ってきた。予想はしていたため、それを軽く避けていく。

「くそっ……なんで当たらない？」

　おっと、この動揺は減点かな？　しかし、その剣技、先ほどの魔法を含めて、彼はＣランクに値する実力を備えている気がする。合格でもいいかな？　あとは、敵かなわない相手と対峙した時、どう対応するかだな。

　俺はタイミングを見計らって、盾を勢いよく正面からぶつけた。衝撃で男は後ろに吹き飛び、持っていた剣を放してしまう。だが、ダメージ的にはあまり入っていない。盾をぶつける瞬間、男が後ろに跳んだのが分かったからだ。反応もいいな。俺はそのまま距離を詰めて、男が着地をする前にその胸ぐらを摑みあげた。

「なっ!?　……うっ」

　彼の足が地面に着くことはなかった。

「どうした？　もう終わりか？」

「うぅ……お前、本当にギルド職員か？」

　苦しそうに声をあげる男は、それでも怒りの表情を保っていた。

「このまま降参すれば許してあげよう。だが、続けるなら容よう赦しやはしない。三秒以内に答えろ」

　男は歯ぎしりをする。葛かつ藤とうしているのだろう。

「三」

　男は何も答えない。

「二」

　その時、男の顔が少しだけ歪んだ。笑ったのだ。

「一」

「だれが、降参するかよ」

　そして男は俺の頰ほおに唾つばを吐いた。うーん、その心意気は認めるが、それは一番やっちゃいけないだろ。俺はそのまま彼を絞め上げる。気絶したのを確認すると、弛し緩かんした彼の体をゆっくりと地面におろした。それから男の服で頰についた唾液を拭き取る。だって制服汚したくないし。

　最後の行動はダメだったな。冒険者の素養としてはかなりのものだが、ギルド側としては降参して欲しかった。どんなに苦汁を飲まされても、生き残る選択をして欲しかった。まぁ、そんな選択をする冒険者が上を目指せるとも言い難い。Ｂランクより上の冒険者は、大抵強情で身勝手で、自分の意思を簡単に曲げたりしないものだ。この男にはまだＤランクで実力をつけてもらう必要がある。その固い意思を貫き通せるだけの、確かな実力を。

　そう結論づけて立ち上がる。周りを見渡すと、そこには驚いた表情のまま固まる冒険者たちがいた。その中には、鋭い目つきで俺を観察する者もいる。

「……あなた、強かったのね？」

　振り返ると、ソカも同じように突き刺す視線を俺に送っていた。警戒しているのが分かる。

「俺は元冒険者だったんだよ」

「なるほどね。……でも、それだけの実力がありながらなぜ？」

「なぜ……とは？」

「なぜ、ギルド職員なんかやっているの？」

　そんなの、理由は一つしかない。

「俺は万能型なんだよ」

　そう答える。するとソカは面白そうに笑みを浮かべた。

「へぇ。あなた万能型だったんだ？　それでギルド職員に転職したってわけね」

「そういうこと」

「私なら絶対にギルド職員は選ばないわ」

「ここの冒険者は、みんなそう思っているんだろうな？　俺が所属していた町のギルドは普通のギルドだったんだ。少なくとも、無理な依頼を冒険者に押しつけたりはしなかった。そして、冒険者ギルドとは本来そうあるべき所だよ」

　その言葉に、ソカは目を細めた。

「あなたは『違う』と言いたいわけ？」

「違うもなにも、無理な依頼を押しつけてた奴が間違っているんだ。俺はそんなことしないし、無理なら絶対に受けさせない」

「たった今、そこの冒険者を絞め上げておいてよく言うわね」

「これは試験なんだ。彼がＣランクに相応ふさわしいかどうかを見ただけだ」

「ふーん。じゃあ今度は、私がＢランクに相応しいかどうかを見てよ」

　次の瞬間、ソカは武器も持たずに俺の背後に回り込んだ。なにするつもりだ？　そう思っていると、いきなり後ろから抱きついてきた。

「Ｂランクに上げて？」

　耳元でソカが囁く。背中にはなにやら柔らかい物が当たった。そして、スキル『魅惑抵抗チヤームレジスト』が自動発動したのを感じた。

（こいつ、スキル『魅惑チヤーム』持ちかよ。……どうりでバリザスのおっさんが簡単に堕おちたわけだ）

　冒険者は普段魔物と対峙しているため、対人スキルをあまり修得していない。元々スキルを修得しにくい彼らは、そんなスキルを修得しようとも思わないはずだ。そもそも、そんなスキルを持っている者は、冒険者にはならない。暗殺者か、軍の偵察部隊に入ったりするのだ。

「じゃあ、誘惑じゃなくて実力で示して欲しいかな？」

　そう言い返すと、ソカはすぐに離れた。

「なによ。そんなスキルまで持ってるの？　あなた何者なの？」

　それはこっちのセリフだろ。

「ただのギルド職員だ」

　呆れながらそう答えてやる。

「へぇ、これは厄やつ介かいな人間が来たものね？」

「俺も驚いている。厄介な冒険者がいたもんだ」

　ソカは少し短めの木の剣を手に取った。不敵な笑みは心の余裕を感じさせる。やはり今までの奴らとは文字通り格が違うようだな。

　彼女は器用に手首で剣を回し、こちらの様子を窺っている。その視線はだんだんと鋭くなり、捕食者のごとき風格を漂ただよわせる。

　そこから一瞬の事だった。彼女が体勢を低くしたかと思うと、その場から消え去ったのだ。しかし、視覚的に見えなくなっただけで、俺はその存在を感じていた。

「ここだろ？」

　斜め後ろにかざした盾から軽い衝撃が伝わってくる。チラリと見れば、瞳どう孔こうの開いたソカが、マントを翻ひるがえして剣を盾に突き立てていた。爛らん々らんと光る赤い瞳は殺気を帯びて、表情は無機質なものに変わっていた。彼女は、攻撃が通らなかったことを理解するとすぐさま後方に跳んで距離を取る。しかし、彼女は着地すると同時に、再び視界から消えた。どうやら、彼女は瞬間的に加速をして敵の懐に攻撃を放つ一撃必殺型らしい。

「……ここだな」

　今度は真後ろから放たれた一撃に対して、的確に盾をかざす。再び盾に衝撃が走り、振り返るとすでに彼女はいない。

　不意に、背中に悪寒が走った。

「おっ……と」

　しゃがむと、首を刈り取ろうとする一撃が空を切る。見上げた空中で舞うソカは、暗殺者を彷ほう彿ふつさせた。そのまま彼女に盾で一撃を食らわそうと構えた瞬間、彼女は木の剣を放し、腰のダガーに手を添えた。

「つっ!?」

　今度は、俺が距離を取る番だった。

「……おい、今本物の武器を使おうとしただろ？」

　攻撃に失敗した彼女はその場に着地し、一度放した木の剣を再び摑んで笑みを浮かべた。

「さぁ？　見間違いじゃないの？」

　クスリと、口に手を当てて笑う彼女に、してやられたのだと理解する。……こいつは。

「あと、今の攻撃は、魔物にもやっているのか？　速度は一級品だが、硬い皮膚で覆われている魔物なんかには効かないだろ？」

「やってるわけないじゃない。これはあなたを倒すための戦法よ」

　いや、だから普通の冒険者は、そんな戦い方しないんだよ。もっと、力にモノをいわせた戦い方をするはずなんだ。

「じゃあ、普段魔物と戦っている方法で向かってきてくれ」

「嫌よ」

　ソカははっきりとそう告げた。

「だって、そんな事してもあなたを倒せそうにないもの」

　一瞬なにを言っているのかわからなかった。

「これは戦いじゃない。試験なんだ。君がこれから先、もっと強い魔物と戦っていけるかを判断するものなんだよ」

　そう。だから、勝ち負けなど関係ない。俺が今まで冒険者を煽あおっていたのは、勝つぐらいの気持ちで向かってきて欲しかったからだ。しかし、本当に勝つために対人戦を仕掛けられたんじゃ意味がない。そして、冒険者は魔物との戦闘に特化しているため、対人戦ができる人間はいないはずなのだ。なのに彼女ときたら……本当に冒険者だよな？

「悪いけど、私敗まけるのは嫌いなの」

　腕を組んで、平然とそれを言ってのけるソカに、もはや尊敬の念さえ湧わいた。

「なら、おとなしく退出してもらおうか？」

　こうなったら、意地でも本来の戦い方をさせてやる。

　低く体勢を取ると、今度は俺から攻撃に転じる。一気に彼女に詰め寄り、ガラ空きの腹に向かって素手で攻撃をした。すると、その攻撃がいとも簡単に入った。彼女は苦く悶もんの表情を浮かべて膝ひざをつく。避けられない速度じゃなかったはずだが？　そう思った瞬間、突然横から木の剣が迫ってきた。……そういうことか。

　冷静にそれを盾で防御する。なるほどな、スキル『騙し討ちフエイント』か。見れば、先程苦悶の表情を浮かべていたはずの彼女が、平然とそこにいた。

「これまた厄介なスキル持ってるな？」

「とんでもない反応速度ね。それとも見抜かれてた？」

「両方かな？」

　そう答えると、彼女はフッと笑い、それからいきなり木の剣を投げた。

「ダメね。あなたには勝てそうにないわ。私降参する」

　そう言って彼女は両手を上げた。

「なんだ、敗けるのは嫌いじゃなかったのか？　それにまだ実力を全て見てない。そうなると判断不足になるから、この試験は失格になるぞ？」

　俺も盾を下ろした。

「こんな大勢いる前で実力を全て出したら、これから先やっていけないもの」

　ソカは肩をすくめた。確かにそうかもしれない。

「それに戦った感じだと、たぶんあなたには勝てない。……ランク試験はまたの機会にするわ」

　そしてソカは訓練場の出口に向かって歩きだした。彼女の自由な行動にため息が出る。彼女は俺とすれ違った直後「あぁ、そうだ」と、思い出したように振り返った。

「さっきあなた、自分は『違う』って言ったわね？」

「ん……あぁ」

「だったら見せてよ。私たちが思っているギルド職員じゃないってことをさ」

「もちろん」

「あと、一応は認めてあげる。他の連中は認めないかもしれないけどね？」

　それだけ言い残して、ソカは行ってしまった。

（本当に自由な奴だな）

　その後、Ｂランク試験は続けられたが、その全員を俺は倒してしまった。みんなかなり意気込んで向かって来たのだが、俺に一撃すら入れられなかった。

　今回の合格者はなし。まぁ、近いうちにまた試験は行われるだろう。そのときは、審査官として戦いを見ていたいものだ。










　冒険者管理部のギルド職員になって一週間が過ぎた。ここ最近は未達成依頼の達成に奔ほん走そうする日々だ。これだけの冒険者がいながら、よくぞ毎日毎日未達成依頼が出てくるものである。内容としては、建物の補修や町の掃除依頼など、当然ながら戦闘とは程遠い依頼ばかりだった。たまに戦闘の依頼もあるのだが、やはり報ほう酬しゆうが少なかったり面倒な魔物と戦うものばかりである。

　みんな依頼を選んでいるのである。いつかこの雰囲気も変えたい。

　普通は冒険者にとって、依頼主は仕事をくれる大切な人たちだ。だから小さな依頼でもみんな一生懸命やり遂げようとする。それが積み重なって、個人的に依頼される冒険者もいる。『依頼人は神様だ』だれが言いだしたのか知らないが、俺がラントの町で冒険者をやっていた頃、そんな言葉があった。しかし、タウーレンでは違う。依頼人ではなく、受けてくれる冒険者が偉い、そんな雰囲気が根づいているのだ。町が違うだけでこうも差があるのかと俺は驚いていた。

　その日、管理部の掃除をしていると、突然扉が開いて受付をしているはずのセリエさんが駆け込んできた。

「テプトくん大変よ！」

「どうしたんですか？　そんなに慌てて」

「あなたに指名依頼が来たのよ！」

「指名依頼？　俺はギルド職員ですけど？」

「だから断ったわ。それでもあなたに受けてくれって聞かないのよ。……ちょっと下まで来てくれない？」

「わかりました」

　急いで一階へと降りる。するとそこでは、数人の町の人たちが、受付の女性に詰め寄っていた。

「なぜダメなんだ？」

「本来ギルドはそういう所ではなくて、冒険者さんと依頼者さんを仲介する所なんです」

「でも、奴らは俺たちの依頼なんて受けないだろ？」

「それは一概には言えないとおも──」

「一概じゃない！　ここにいる連中は、何度依頼を頼んでも冒険者に受けてもらえなかった奴らばかりだ。であれば、ちゃんと依頼を受けてくれる人に頼むのは当然だろう？」

「確かに……そうですが……」

　その集団の一人が俺に気づいた。

「あっ！　あの人だ」

「おぉ！　やっと来たか！」

「兄ちゃん、依頼を持ってきたぞ！」

　町の人たちが近づいてくる。その顔ぶれには見覚えがあった。というか、ここ数日こなした未達成依頼者たちだった。

「一体どうしたんですか？」

「あんたに依頼を受けて欲しくて来たんだ。冒険者じゃあてにならねぇからな」

「そうそう、あんたなら仕事も早いし言うことないからね」

　それから俺は思い出した。依頼を達成した時、何人かの人が、個人的に依頼を受けてくれとお金を持って頼み込んできたのだ。その時俺は「ギルドに来てくれれば正式な依頼として受け付けますよ」なんて笑いながら返したのだが……まさか本当に頼みに来たのか。俺は冒険者じゃないんだぞ？

「あー……。俺はギルドの職員で、依頼を受ける人間じゃないんですよ」

「でも、この前私たちの家を直してくれたじゃないか？」

「俺は店の改装を手伝ってもらったぞ！」

「最近頻ひん繁ぱんに出るゴブリンを倒してもらったわ！　それまでは危なくて子供たちを外に出せなかったもの！」

「私もいなくなった家の猫を捜してもらったの。すぐに見つけてくれて感謝してるわ」

　町の人たちが次々に言い出す。

「あれは未達成位依頼だったので、俺がやったんです。本当は冒険者の方々にやってもらうんですよ」

「だが、奴らが受けなかったからあんたがやったんだろ？　だったら今回も同じだ。どうせ奴らは受けないんだから、最初からあんたに頼みに来た」

　一人がそう言うと、ほかの町の人たちも頷いている。

（マジかよ……これどうしたらいいんだ？）

　その時、セリエさんが俺と町の人たちの間に割って入った。

「テプトくん、依頼を受ける余裕はあるかしら？」

「まぁ、ないわけじゃないですが」

「よし、なら受けて」

「先輩っ!?」

　今まで町の人たちと対応していた受付の女性が声をあげる。

「仕方ないじゃない。町の人たちの指名なんだから。彼らはお客様よ？　それにこのままだと埒らちがあかないわ」

　ギルド職員が指名依頼を受けるなど聞いたことがない。

「セリエさん、勝手に決めちゃっていいんですか？」

「いいわ。だって未達成依頼を、あなたがいつものように受けたってことでしょう？」

　その言葉に、一瞬惚ほうけてしまった。それから気付く。……なるほど、未達成依頼として処理するということか。

「受けましょう」

　こうして、俺は町の人たちの依頼を受けた。その日、俺は町の人たちのためにタウーレンを駆け回った。




「実は大切な物を落としてしまってな？　赤い袋で、中には死んだ母ちゃんの入れ歯が入っているんだ」

「『鷹の目ホークアイ』！」

　数分後。

「これですか？」

「おお！　これだ！　ごめんよー！　母ちゃん」




「引っ越しの手伝いをして欲しいんだ。この荷物全部を……ってあれ？　荷物がない」

「今、空間魔法で全てしまいました。で？　どこまで運べばいいんですか？」

「えっ……馬車で運んでも、最低三回はかかる量だったんだけど……」




「あの……私と一緒に食事をして欲しいんです！」

「それが依頼？　俺でいいのかな？」

「はい。今後の予行演習……みたいな」

「予行演習？」

「はい、彼氏ができた時に、緊張したくなくて……ダメですか？」

「そういうことか。大丈夫だよ、行こうか」

「はい！」




「レッドウルフの毛皮を三十枚ほど頼みたいんだ」

「良いですよ。俺が前に集めたのがありますから」

　バサッ。俺は依頼人の目の前にレッドウルフの毛皮を三十枚出してやった。

「まじかよ。あんた、あとどれくらい持ってんだ？」

「あと千枚近くはストックあったと思います」

「…………」




「ここの橋が古くて壊れそうなんだ。なんとか補強工事をしたいんだが」

「なら、新しく造り直しましょう」

「え？」

　俺は土魔法にて、石の橋を造り上げていく。

　ドドドドド。あっという間に橋は完成した。

「なにが起こったんだ!?」

「魔法ですよ。強度も前より強くなっていますし、ついでに道幅も広くしておきました」

「あんた、何者だ？」

「ただのギルド職員ですよ」




「わしは生まれてこのかた町を出たことがない。……死ぬ前に一度でいいから、王都を見てみたいんじゃ。依頼は護衛じゃ……どうか受けてくれんかのぉ？」

「だったら今行きましょう」

「……は？」

「王都へは空間魔法で行けますから。まぁ、これは魔力消費が激しくてあまり多用できないんですけどね？　『瞬間転移テレポート』！」

　一時間後。

「わしはもう……思い残すことはない」

「長生きしてくださいね」

　俺は次々と町の人たちの依頼をこなした。中には、違うものもあった気がするが、まぁ、問題ないだろう。




　そんな数日を過ごしていた時、ミーネさんが管理部の部屋へとやって来た。

「この前のランク適性試験のことで、ギルドマスターの問題をあげるので、証人として会議に出てくれないかしら？」

　突然のことだった。

「そういえばギルドマスターを最近見てないですね？　どうしたんですか？」

「今回の件がはっきりするまで謹慎処分よ。午後に三階の会議室に来てね？」

　おぉ、そんなことになっていたのか。そういえば、ソカが意図的に来れないようにしたのはみんな知らないんだよな？　これはバリザスに復ふく讐しゆうするチャンスかもしれない。

　早めに会議室に行くと、中には経理部部長のアレーナさんがいた。

「テプトさん、今回はあなたも出席するのですか？」

「そうですよ。アレーナさんも？」

「部長は全員出席ですから」

　あれ？　……冒険者管理部って俺だけだよな？　ってことは今後も参加しなければいけないのか？

「よろしくお願いします」

「こちらこそ。そういえば、受付窓口の増設の件ですが、進めることにしました。現在三つある窓口の奥に、もう一つ造ります」

「本当ですか？」

「はい」

　これで混雑も少しは緩和されるだろう。良かった良かった。

　しばらく待っていると、他の部長たちもやってきた。

　この冒険者ギルドには五つの部署が存在する。




　受付窓口担当の『営業部』。

　資金繰りをする『経理部』。

　様々な支援担当『安全対策部』。

　催もよおし物ものを考える『企画部』。

　そして俺の担当『冒険者管理部』。

　その上に『ギルドマスター』がいて、秘書のミーネさんがいる。




　各部の部長が集まると、ミーネさんが司会進行を始めた。もちろんこの場にいるはずのギルドマスターの姿はない。そして、各部長もランク適性試験の事を知らないのか、その事に全く触れない。

「今回、冒険者のランク適性試験で模も擬ぎ戦せん闘とうを担当するはずだったギルドマスターのバリザス様が、当日遅れてくるという事態がありました。さらに、ランク適性試験に遅れるのは前回に続き二回目です。今回はバリザス様にギルドマスターとしての資格があるのかを議論したいと思っています」

　さすがミーネさん。長いセリフを淀よどみもなく言うとは……きっと人を罵ば倒とうするときも、淀みなく言うんだろうな。

　最初に手を挙げたのは『営業部』の部長だった。頭の頂点がハゲており、年齢は四十代くらいだろうか。愛あい嬌きようのある笑顔を浮かべている。

「バリザスさんの事はどうでもいいんですが、私はランク適性試験の結果が気になります。教えてくれますか？　テプト部長」

　急に呼ばれて一瞬焦あせる。部長？　やはり役職的にはそうなるんだよな。まぁ、正確に言えば、『部長』兼『副部長』兼『平社員』なんだろうけど。

　それよりも、バリザスの事はどうでもいいだと？　なにやら聞き捨てならない発言があったが、とりあえず質問に答えるため立ち上がった。

「今回のランク試験合格者はいません。よって、試験のあるＣランク以上はこれまで通りとなります」

「……理由をお聞きしても？」

「ランクの依頼達成ができるか、またダンジョンでの適性ランク階層で生き残れるかを判断しました。当初はギルドマスターが模擬試験を行う予定でしたが、異例の事態により、急きゆう遽きよ俺が担当させてもらいました。おそらくどちらが戦闘をしても、結果に違いはないと思いますので、そこのところはご理解ください」

「なるほど。噂うわさ通り、今回の管理部は優秀なようですね」

　営業部部長が尚なおも笑みを崩さず言った。

「……噂？」

　その言葉に食いついたのは『企画部』の部長だった。初めて見る顔だ。まぁ、それもそうだろう。『企画部』は町の中心にあるタウーレン冒険者ギルド独自の部署なのだ。闘技場を運営しており、そして管理を任され、祭りや大会は大抵闘技場が会場となる。

　企画部の部長は黒いローブで顔が隠れており、それ以外の情報は見た目だけでは一切わからない。先程会議室に来たとき、不審者かと思った。

　こういう奴やつは大抵厨ちゆう二に病びよう的てきなのを拗こじらせた痛い奴だと決まっている。

「はい。近頃うちの職場でよく話題にあがるんですよ。未達成依頼を瞬時にこなしてくる仕事男が来ただとか、冒険者よりも強いギルド職員だとか、まぁ、噂はいろいろですが、総じてみんな優秀だと言っているのですよ」

「冒険者よりも強い……闘技場に来ますか？　クックックッ」

　ローブ野郎は気味の悪い笑い声を出し始めた。こいつ大丈夫か？　血を見すぎて頭がおかしくなったんじゃないだろうか。

「俺もその話は聞いている。この前の犯人を捕まえたのもお前らしいな」

　そう言ったのは『安全対策部』の部長であり、エルドの上司だ。おそらくその話もエルドから聞いたに違いない。体格が良く、他の部長と比べると明らかに武闘派だ。俺は体育会系の人間が好きではないため目を逸そらしていたが、そう言われれば合わせるしかない。

「そのことはあまり公言しないようお願いします」

「わかっている。頭のネジが外れた連中が、お前になにをするか分からないからな」

　実はもうされたよ……ランク適性試験の時にな。そしてその犠ぎ牲せい者しやがバリザスだ。

「実は私も今回の人事派遣には驚いています。今まで馬の糞くそみたいな人しか派遣されてきませんでしたが、テプトくんは違います。明らかにギルド職員以上の能力を保有している人材です」

　馬の糞とは……さすがはミーネさん。

「私も期待してますよ？　あぁ、そういえば受付窓口を増やすために頑張ってくれたらしいですね？　営業部部長としてお礼を言っておきます。ありがとうございます。あと、私の名前はワレフといいます」

「いえ、あの混雑は問題になっていたので解決したかっただけですよ。俺はテプト・セッテンです」

「テプトくん、あなたは冒険者ギルドの在るべき姿を知っているように思います。これからも頑張ってください」

　アレーナさんがそんなことを言い出した。

「エルドから話は聞いている。骨のある奴が来たってな？　これからもアイツとは仲良くしてやってくれ。俺はザッカス、安全対策部の部長だ」

　ザッカスはそう言って笑った。

「強い……クックックッ」

　コイツには今後一切関わりたくない。

　……というか、いつの間に俺を褒ほめ称たたえる会に変わった？

「議題はギルドマスターの事でしたよね？」

　俺はそう言って話を戻そうとする。

「いつもの事じゃないですか。それに、あのくらいアホの方がこちらがやりやすい」

　笑顔でそれを口にするとは……営業部部長怖いな。

「俺も奴には慣れたな。これを本部に報告して、キッチリした奴がいまさら来られても困る」

　安全対策部部長……あんたもかよ。

「彼がギルドを運営しているわけではないので、あまり気にしなくてもいいかと思いますが」

　アレーナさん……だんだんバリザスが可か哀わい想そうに思えてきた。

「……なんなら、闘技場にて死ぬまで戦わせますか？　クックックッ」

　こいつはまじでやばいな。

「それでは、今回のバリザス様の件は不問とし、引き続きギルドマスターを続けてもらいます」

　ミーネさんの言葉で、あっさりと決まる。俺が思っている以上に、バリザスはギルド職員から下に見られているらしい。

　俺は呆あきれながらも、笑いそうになってしまった。だってそうだろ？　あんなに偉そうなくせに、人望が全くないのだ。

　バリザスにギルドマスターとしての資格はない。しかしここは、資格あるギルドマスターがいなくても特に問題はないらしい。

　元を辿たどれば、ギルドマスターとは粗暴で野蛮な冒険者を納得させるために担ぎ上げられたピエロだ。しかし、その実力は確かでなければならず、どこのギルドマスターも冒険者出身の者だった。

　バリザスは元Ｓランク冒険者だ。その経歴だけで、ギルドマスターとしての資格を満たしているのかもしれない。大事なことは各部長たちが会議にて決定している。

　そのことを理解し少しだけバリザスに同情しそうになる。……あんたも可哀想だな。おそらく彼はこの決定に満足し、なにも知らず再び悠ゆう々ゆうと出勤してくるに違いない。本当に哀あわれ過ぎる。

　そして会議が終わりに近づく頃、アレーナさんが手を挙げた。

「すいません、一つ報告があります」

「なんです？　アレーナ部長」

　ミーネさんが促すと、アレーナさんは立ち上がり一枚の書類を手に取った。

「魔ま水みずについてです。先日、テプトさんより提出された報告書によると、魔物の森にある池では、今後魔水が採れなくなると記載されていました。理由については信じがたい内容ですが、もしもそうだとするなら、今後町で販売されているポーションの値上がりが予想されます」

「なんだと？」

　その言葉に、ザッカスが眉を寄せた。

「まずは事実確認を。テプトさん、この魔水が採れなくなる原因として、精霊が池からいなくなるためとありますが、これはどういうことでしょうか？」

　なんだよ。またしても急だな？　俺は立ち上がり、部長たちを見回した。

「書いてある通りです。あの池に住む精霊は、遠くの地へと旅立つと言っていました。魔水は精霊の魔力を含んだ水です。そのため、今後は魔水が採れなくなります」

「魔水が精霊の魔力を含んだ水だと？　そんな話は聞いたことがない。……というより、お前は精霊と話せるのか？」

　あれ？　おかしいな。……精霊本人から聞いた話だから間違いないと思うんだが……まさか、人にはあまり伝わっていないのか？

「精霊とは話せます。あと、魔水については昔別の精霊から聞いた話です。信しん憑ぴよう性せいは高いかと思います」

「古い文ぶん献けんに載っていますよ。……魔水の採れる池や湖には精霊が住むと……クックックッ」

　ローブ野郎が補足説明をしてくれた。

「なんにせよ、ポーションが値上がりするのは痛いな。ケチって買わずに魔物と戦う冒険者がでなけりゃいいが……至急こちらで対策を考えよう」

　ザッカスは渋い表情をした。そんな命知らずな冒険者がいるとは思えないが、可能性としては考えられる。俺は軽く考えていたが、結構おおごとなのかもしれない。

「今後ポーションが値上がりした場合、ポーションの材料に関する依頼の報酬金額も上げることになります。報告は以上です」

　アレーナさんがそう締めくくり、座った。それと入れ替わりに、今度はローブ野郎がゆっくり手を挙げる。

「……対策案として、魔ま血けつをギルドから販売してはどうでしょうか？　クックックッ」

　その言葉に、俺以外の者たちが息を飲んだ。

　魔力を回復させる方法はいくつかある。個人差はあるものの、休んで回復させる方法と、魔法で回復をする方法、また薬を使用して回復する方法もあり、ローブ野郎の提案する魔血というのは、薬の使用に属する。魔血とは魔物の血液であり、飲めば魔力を回復することができる。公式には販売されておらず、闇ルートでしか入手できないため、冒険者の中には倒した魔物の生き血をその場で飲む猛も者さもいた。

　そういえば俺もよくやったなぁ。

「そんなことをすれば、ギルドの信用は落ちるぞ？」

　ザッカスが苛いら立だち交じりに反論した。

　魔血が公式に販売されていないのは、魔物を殺してすぐの新鮮な血液を採取しなければいけないからだ。冒険者が狩ってきた魔物から血液を採っても、それは魔血としての効力を発揮しないのである。

　つまりローブ野郎はこう言っているのだ。

『魔物を養殖したい』と。

　魔物を討伐する冒険者のために、魔物を養殖するのは確かに矛盾が生じる気がする。

「ポーションが手に入らないなら……それに代わる物は必須ですよ」

「それはそうだが……しかし、それをする設備はギルドには……」

「ありますよ。……クックックッ」

　ローブ野郎は抑えきれないというように笑った。

「闘技場の地下。研究施設を……造りました。クックッ」

「それは本当ですか!?」

　それに反応したのはアレーナさんだった。その目には怒りが宿っている。

「そんな事は聞いてません！　資金はどこから調達したのですか!?」

「クックッ……もちろん自分からですよ。許可はもらいましたよ？　ギルドマスターの判子」

　おいおい、あのおっさんが許可しちゃったのかよ。

「お前のことだ。どうせ奴に薬でも盛ったのだろう？」

　さらりと怖いことを言ってのけるザッカス。

「……クックック」

　ローブ野郎は不敵に笑うだけだ。……マジっぽいな。

「魔血の事はともかくとして、どうしてそんなものを造ったんですか？」

　ワレフが訝いぶかしげに聞いた。

「闘技場での医療設備が少ないから……だから造ったのです」

　なんだよ。理由は案外まともじゃないか。

「確かにここ数年闘技場での死亡者数が激減しています。その理由はそれだったのね？」

　ミーネさんが聞くと、ローブ野郎は「クックッ」と笑うだけだった。こいつはまともに会話できないのか？

「研究施設では、月げつ光こう草そうの栽さい培ばいに成功していますよ」

「本当ですか!?」

　思わず声を上げてしまう。各部長たちもそれには驚いたようで、唖あ然ぜんとしている。

　月光草は満月の夜にしか採れない薬草であり、ポーションの材料だ。それを飲めば、体力が回復し、傷口にかければ治ち癒ゆ力りよくが増す。それの栽培に成功した？　どんな魔法を使ったんだ。

「月が満ちた夜は魔力濃度が高い。……ムーンスライムの魔ま石せきで密閉した空間を作り、そこで月光草を育てました。するとやがて種を芽吹き、周りには月光草が生え始めたのです……クックックッ」

　なるほど。……考えたな。スライムは昼間にしか出現しない。しかし、満月の夜に出現するスライムがいる。それがムーンスライムである。しかし、たいていはすぐに夜の魔物に倒されていなくなってしまう。ムーンスライムを倒すには、出現ポイントで辛抱強く待っている必要があるわけだ。俺もスライムを養殖していた時、ムーンスライムが一番少なかった。彼らはかなり希少な魔物で、その出現率のみでランクＡに指定されている。

「もしもそれが事実なら、この国に衝撃が走るわ。……なぜ報告しなかったの？」

　ミーネさんも驚いていた。

「闘技場で血を流す人たちのためにやったこと。……報告など考えてもいませんでした……クックックッ」

　こいつは、意外と考えているのかもしれない。ただ、見た目と言動が怪しすぎるだけなのかもな。

「この会議が終わったら、すぐに研究成果を報告書にまとめなさい」

「……わかりました」

「あと、魔血の件はダメよ？」

「……クックックッ」

　あ。コイツ分かってねーわ。

　ミーネさんもそう思ったのか、鋭く刺すような視線をローブ野郎に送っていたが、やがてため息を吐ついた。

「それじゃ、会議は終了ね」

　こうして、バリザスがギルドマスターとして相応ふさわしいかの会議は、かなり脇道に逸れて終わりを告げた。





　　　　　※






　最近俺を悩ませていることがある。それは、町の人たちの依頼を未達成依頼として処理をしたあの日から、日に日に依頼が増えていくのである。セリエさんが部屋の掲示板に貼はってくれるのだが、多い日には十件もこなす日があった。どうしたもんかなぁ。そう思っていると、セリエさんが扉を開けて駆け込んできた。

「テプトくん！」

　俺も人のことは言えないが、セリエさんノックぐらいしてくれないかなぁ。

「また依頼ですか？　今度は……」

「違うわ。帰ってきたのよ！」

「帰ってきた？」

「あなたが救出依頼を出していたＢランクパーティよ」

　なんだと。

　すぐさまセリエさんと共に一階へと降りる。フロアには人だかりができていた。

「すみません。ちょっと通してください」

　その人だかりをかき分けて進んでいく。そこには、傷だらけの男の冒険者と、その肩を借りて立っている女性の冒険者がいた。たしか、パーティメンバーは四人のはずだが。

「なんだ？」

　傷だらけの男は、駆けつけた俺を訝しげに見つめている。

「初めまして。俺はこの冒険者管理部のテプト・セッテンだ」

「おい……あいつが」

「あぁ、ギルド職員のくせにメチャクチャ強いんだよ」

「ソカも負けたんだろ？」

「この目で見た。間違いねぇ」

　ギルド内がざわつく。

「そうか。で、俺たちになんの用だ？」

　高圧的な態度をとる彼に、俺は駆け寄る。

「今、回復魔法をかける。『ヒーリング』」

　手から光が放出され、男の傷が癒えていく。彼は驚きに目を見開いた。

「おい、あいつ回復魔法使えんのかよ？」

「回復魔法は使える奴あんまりいないはずだろ？　なんでギルド職員が使えるんだ？」

「というか、なんであんな強い上に特殊魔法まで使えるんだよ」

　ざわつきが一段と大きくなった。だが、そんなのは気にしない。

　男の傷が治ると、今度は女性の方に魔法をかける。どうやら足を痛めているようだ。

　同じように回復魔法をかけてやる。ほどなくして、女性は一人で歩けるようになった。

「あの……ありがとうございます」

　女性の方が頭を下げてくる。そして隣の男もそれに倣ならった。

「礼を言う。助かった」

「君たちの事は気にしていたんだ。ダンジョンでなにがあった？　他のメンバーは？」

「傷を治してくれたことは感謝するが、他の事を話す気はない」

　男はぶっきらぼうにそう答えると、受付へ向かった。

　扱いづらい奴だな。すると、女性のほうはペコリともう一度頭を下げてから男の元に向かった。まぁ、なんにせよ良かった。自力で戻ってきたのなら別にどうすることもない。

　部屋に戻ろうと思って階段に向かっていると突然胸ぐらを摑つかまれた。見れば、先程の男がその青い瞳を憎悪に染めて怒りをあらわにしている。

「俺たちに金貨二十枚をかけていたらしいな？」

「あぁ、救出依頼のことか」

「勘違いするなよ？　俺たちの命は金じゃない」

　俺は理解できず、惚ほうけてしまう。

「金さえ積めば助けられると思うな。……お前は先ほど他のメンバーを気にかけていたな？」

「……あぁ」

「死んだ」

　彼は、表情を変えることなくその事実を口にした。

「そう……か。悪かったな。だがギルド側の対応としてはこれが精一杯なんだ。そこは理解してくれ」

　男は胸ぐらを摑む手の力を弛ゆるめた。それからゆっくりと放す。

「……悪かった」

「たいしたことじゃない。なにもできなかったこちらもこちらだよ」

「別に、お前が気にすることじゃない。俺たちは好きでやっている」

「それを支援するのが俺たちギルドだ」

「……変わってるな」

（お前も大概だと思うけどな？）

　そして男は去っていった。入れ替わりでセリエさんが駆け寄ってくる。

「ごめんなさい。私はただ、『あの人があなたたちのために救出依頼をしてくれていた』って教えただけなの」

　それで知ったわけか。それにしても、クールな奴かと思ったら案外激情家なんだな。

「気にしてないですよ。彼もわかってくれたようですし」

「はい。彼、無愛想ですけど、本当は優しい冒険者なんです」

　不器用というやつか。

「今このギルドのＢランク冒険者の中では、彼がトップだと思います」

　そんなに強いのか。

「じゃあ、Ａランク試験を受ける日も近いのかな？」

　そう呟つぶやくと、セリエさんが首を振った。

「おそらく彼がＡランク試験を受けることはないと思います」

「なぜですか？　そんなに強いなら……」

「彼のパーティメンバーの女性、彼女が万能型だからです。ほかの二人もおよそ戦闘要員と呼べる人たちではありませんでした」

　俺は返す言葉を失ってしまった。そんな冒険者パーティがいたのか。

　俺は、依頼書に書かれた彼の情報を思い出す。

　Ｂランク冒険者。名前はカウル。武器は大剣。

　金髪に印象的な青い瞳からは、なぜだか俺の知っている冒険者とはどこか違う雰囲気を感じた。

　気になった俺はカウルのことを調べることにした。ちょっとした好奇心である。万能型の仲間のためにＢランクのまま続けるというところがなにより興味深い。野心がないのだろうか？　そんなはずはない。一度ランクの階段を上がり始めた者は、誰もがその頂点を夢見る。俺だってそうだった。そして、多くの者がそうであるように、いつかは越えられない壁に当たる。そこで踏みとどまるのか、別の階段を上がるのか、それともその壁に挑戦し続けるのかは本人次第だが、彼はそのどれとも違う。仲間のためにそこに居続けているのだ。

「こいつは凄すごいな……いや、凄すさまじいと言った方が正しいのか？」

　彼の経歴は普通じゃなかった。

　まず、三年前に冒険者登録。なんと半年でＦランクからＤランクまで上がっている。これはとんでもない速度である。冒険者としての才能があれば、普通の人はＤランクまでなら上がれるだろう。しかしそのために必要な時間は平均してだいたい五年。つまり彼は、常人が五年かかるところを、半年で成し得てしまったのだ。ちなみに俺は三ヶ月だったが。

　そして、Ｃランクで初めてパーティを結成。当時結成されたメンバーは三人。その内の一人が今でもメンバーであるあの女性だ。名前を『ソフィア』という。そして結成一ヶ月後、彼らは二ヶ月間行方不明となっている。帰ってきたのはカウルとソフィアの二人だけ。もう一人はダンジョン探索中に死亡していた。

　その後、二人は何度もパーティを結成している。その数四回。その度に行方不明となり、救出依頼をギルドから出されていた。そして、帰還するのは必ずあの二人で、他のメンバーは死亡している。

　まさか新メンバーを殺しているわけじゃないよな？　そんな疑惑まで持ちそうになるほどの不幸っぷりだ。その途中で、二人はＢランクへと上がっていた。

「なんだか、見てはいけないものを見た気がするな。……とりあえず、今日の依頼を終わらせよう」

　カウルの経歴書を引き出しの中にしまって掲示板を見る。毎度ながら多いな。

（……ん？）

　その中の一枚は、いつもの未達成依頼書ではなく、伝言用紙だった。

『あなたのために血湧き肉躍る歓迎会をやりたい。ぜひ闘技場まで足を運んでください』

　ビリッ。無意識に紙を破いていた。

　なんだか見てはいけないものを見た気がするな。

「さて、今日も張り切っていくかな」

　良い仕事をするには切り替えが大切だ。今見たものは忘れよう。

　一階に降りると、奥の方に着々と新しい受付窓口ができていた。冒険者たちもそれに気づいているからだろう。見ていると、順番で喧けん嘩かをしている者はいない。問題が改善されると分かったら、人はそれまで辛抱できるものなのだ。

　出口に向かおうとすると、不意にナイフが飛んできたので仕方なく摑む。それからため息を吐いた。

「これって誰にでもやっているのか？　友達亡くすぞ？」

　そう、亡くすのである。なにせ、そのナイフは的確にこめかみを狙っているからだ。

　振り返ると、やはりそこにはソカがいた。手を後ろで絡めて嬉うれしそうに笑っている。ナイフを投げておいて嬉しそうとか、こいつマジでやばい奴かもしれん。

「誰にでもはしないわ。あなただけよ？」

「それが、別のことだったらドキドキするんだけどな。……ソカは俺を殺したいんだっけ？」

「殺したいわ。でも無理そうだから諦めたの」

　全然諦めてないだろ。果か敢かんに殺しにきてるじゃねーか。

「もういいや。で、なにか用か？」

「別に。ただ見つけたから、仕事の邪魔をしてやろうと思っただけ」

　こいつは本気で言っているのだろうか？

「……ソカはきっとすごい冒険者になれるな」

　なにせ、躊ちゆう躇ちよなく人を殺そうとするのだから。性格だけで言えば、ランクはすでにＳ級である。

「あら、私を試験で落としたくせによく言うわね？」

「自分から降りたのはソカだろ？」

「そうだったかしら？」

　摑みどころのない彼女の言葉に、からかわれているのだと分かっていても、ため息を吐かずにはいられなかった。

「あぁ、そういえば、ソカは『カウル』という冒険者を知っているか？」

「えぇ、もちろん。『仲間殺しのカウル』でしょ？」

　……仲間殺し。そんな二つ名があるのか。

「その二つ名って、本当のことじゃないよな？」

　恐る恐る聞いてみる。

「当たり前でしょ？　本当に殺してたら、私が彼を殺してるわ」

　あっけらかんと言うソカ。冗談に聞こえないところが恐ろしい。

「なぜ仲間が死んでしまうのか知っているかい？」

「さぁ？　運が悪いんじゃない？　実際、彼らが厄介な魔物と戦っているのを何度も見てるわ。しかも普通出現しないような魔物ばかり。あれは天性のものね。もう、彼らとパーティを組む人はいないんじゃないかしら？」

（そうなのか。……本当に運の悪い奴なんだな）

「ねえ、それよりも私今から昼ご飯なの。一緒に食べない？」

　ソカが唐突にそんなことを言い出す。

「あぁ、悪い。今から仕事なんだよ」

「えーつまんないの。じゃあ、今度一緒に行こうね？」

　屈託のない笑顔を浮かべるソカ。表情だけならとびきり可か愛わいいんだがなぁ。

「……返事は？」

「あ……あぁ。今度な」

　妙な威圧感にやられて思わず承諾してしまった。

「絶対よ？　じゃね」

　そう言って彼女は去っていた。

　まったく……あいつはどういうつもりなんだか。

　ふと、誰かに見られている気がしてそちらの方向に目をやる。そこには、セリエさんが笑顔で受付を行っていた。俺を見ている様子はない。……気のせいか？

　気を取り直して俺はギルドを出る。こんな日々にも慣れてきつつある。問題は多少あるものの、なんとかやっていけそうな気がした。

　その後、未達成依頼（最近では、俺を指名した依頼）のために町を駆け回っていると、よく町の人たちに声をかけられるようになった。

「テプトさん、また依頼かい？」

「この前はどうもねぇ！」

「今度店に来るときは安くしてやるよ！」

「テプト兄ちゃんこんにちは！」

　老若男女問わず、みんなが声をかけてくれる。まぁ、俺が達成した依頼主ばかりだが、こうやって挨あい拶さつされるのは悪くない。

　依頼を終わらせてギルドに戻ると、ちょうど冒険者の受付時間が終わる頃だった。

「テプトくん！」

　セリエさんに呼び止められる。

「お疲れ様ですセリエさん」

「依頼を終わらせてきたの？」

「はい。今終わったところです」

「じゃあ今受け取るわ」

「いいんですか？」

「うん。今は忙しくないから」

　俺は今日の分の達成書を出した。

「それにしても凄い量よね？　というか、日に日に増えていってない？」

「明らかに増えてますね。これ大丈夫なんですか？」

「うーん。……わかんない。だって今までこんなことなかったんだもの」

「まぁ、そうですよね」

「そういえば昼間、冒険者のソカさんと話してたよね？」

　達成書を整理しながらセリエさんが言った。やはりあの視線は彼女だったのか。

「彼女には困らされていますよ。俺をからかって楽しんでいるんですから」

「……ふーん」

「どうしました？」

「それにしては別に嫌そうじゃなかったなと思って」

　まぁ、ソカは見ていて飽きないしな。

「冒険者と交流を図はかるのも仕事ですから。やり過ぎると威い厳げんがなくなってしまいますけどね」

「じゃあ、そういうことにしといてあげる。今日は空いてるんだっけ？」

「……空いてるって？」

「ご飯よ。また今度行きましょうって言ったでしょ？」

「あー……」

「え？　今日もダメなの？」

「実は先約があって…」

　実はエルドと飲む約束をしていた。

「えぇ？　……まぁ、いいわ。じゃあ明日ね」












「明日ですか？」

「うん。このままじゃ君とご飯行くの無理そうだもの。いいかな？」

　明日は……大丈夫だな。

「わかりました」

「なら、よし」

　明日がダメなら明後日とでも言うつもりだったのだろうか？　なんにせよ、後輩思いのセリエさんには頭が上がらないな。

　それから、受付をあとにした。




「アッハハハハ。冒険者にからかわれて、セリエ嬢には無理やり予定を入れられたのか。お前も大変だな」

「他ひ人と事ごとですね」

「他人事だからな」

　仕事が終わったあと、安全対策部に寄ってエルドを捕まえると、そのまま居酒屋に直行した。彼とは仕事に対する考え方が似ているため話が合うのだ。もちろん話は仕事のことばかりではない。

「エルドさんは、なぜギルド職員になったんですか？」

「俺か？　うーん。……まぁ、ギルド職員は安定した収入があるから……かな？　俺はあまり深く考えないでこの仕事を選んだんだ」

　誰だってそんなものかもしれない。子供の頃に目指した夢をそのまま現実にできる人は極端に少ない。自分が一人で生きていかなくてはいけないという現実に初めて気づいたとき、ようやく自分になにができるのかを考える。その選択肢の中で、限りなく自分の理想を求めてみても、結果が昔見た夢とかけ離れているということなんてザラにあるのだ。

「でも、結果的には良かったんだ。今俺は仕事が楽しいからな」

　そう言えるエルドは幸せかもしれない。

「ギルド学校の噂では、ここは最悪の職場だと聞いていました。最近では慣れてしまって感覚がマヒしていますよ。良かったとは言いにくいですね」

「まぁ、お前の就任した『冒険者管理部』は、その噂で間違ってないと思うけどな。俺なら三日と持たない」

「またまたぁ。褒めてもなにも出ませんよ？」

「いや……かなり真面目に言ったんだが……」

　飲み終わったあと、町をぶらつきながら帰っていると、エルドさんが言った。

「なーんか最近、冒険者お断りの張り紙多いよな？」

　彼の視線を辿ると、居酒屋の入口に『冒険者お断り』の張り紙が確かに貼ってある。その言葉の下には剣の絵が描かれていて、それにバツが書き加えられていた。この世界では読み書きができない人もいるため、こうして絵が描かれていることが多くある。剣は冒険者を表しているのだ。

「俺たちには関係ないが、こういうのが堂々と貼られているのを見ると悲しくなるな」

「そうですね。やはり彼らが喧嘩っぱやいからですかね？」

「まぁ、そうだろ。そのせいで、物を壊された所も少なくない。だが、彼らも商売でやっていて、冒険者もかなりの収入源になっているはずだ。それを拒絶するっていうことは、かなりの事なんだがな」

「これは調べた方がいいかもしれないですね」

「さすがは冒険者管理部のテプトさんだ」

　からかうようにエルドが言った。

「やめてくださいよ」

「いいや、本当に尊敬してんだよ。お前みたいな奴はウチの部署にもそうそういない」

　夜の町を歩く。確かに、そういった張り紙が多く貼られていた。なんだか、冒険者の居場所がなくなっているような気がする。そして、それをどうにかしてやるのも俺の仕事なのだ。




　翌日、早速『冒険者お断り』の貼り紙を出している店を廻まわりに行く。

「テプトさんじゃないですか。こんな朝早くにどうしたんですか？」

　最初に訪れた店は、この前俺が依頼を受けた所だ。その時はそんな貼り紙はなかった気がする。

「おはようございます。実は聞きたい事があって」

　そう言うと、店の主人はあからさまに気まずい表情をした。

「……もしかして、店の前の貼り紙ですかい？」

「そうです。なにか理由でも？」

「やっぱりですか。……実は先日、この辺りで商売をやってる奴らの寄り合いで話があったんです。冒険者は出入り禁止にした方がいいんじゃないかって……」

「冒険者がよく喧嘩をするからですか？」

「……まぁ、それもあります。けど今までは我慢してきました。なにせ、彼らに依頼を受けてもらわないとなにかあったとき大変ですから」

　確かにその通りだ。

「ではなぜ？」

「そのー……」

　それから、店の主人は俺をチラチラと見て、言いづらそうにしている。

　なんだ？　……言いたいことでもあるのか？　俺がしばらく黙っていると、彼はあきらめたのか、ようやく口を開いた。

「冒険者に依頼を頼まなくたって、テプトさんがやってくれる……から」

　その言葉が理解できるまで、数秒かかった。

「いや、別にあてにしているわけじゃないんですよ？　ただ、テプトさんの仕事があまりにも早くて完璧なものだから……もう冒険者を頼りにして、我慢する必要はないんじゃないかって話が出たんです。あなたに依頼を頼んだ奴らは少なくないんで、すぐにみんなそれに賛同したんですよ」

　取とり繕つくろうように早口になる店の主人。俺はその言葉をただ呆ぼう然ぜんと聞いていた。

（じゃあ、この事態は俺のせいなのか？）

「二日ほど前にも、友達の店で冒険者と喧嘩があったんですよ。彼らは『俺達が魔石を獲とらなきゃ、こんなにも繁盛しなかったんだぞ』って脅し紛まがいの言葉を口にして、店を荒らしたそうなんです。それで、その傾向が一気に強くなっちまって……」

（俺が依頼を受けたからこうなったのか？　受けなければこんなことにはならなかったのか？）

「テプトさん？　……テプトさん？」

　彼の呼びかけに、我に返る。

「……あぁ、すいません」

「別にあなたのせいじゃありませんよ。遅かれ早かれこうなっていたと思います。冒険者の行動には、前々から目に余るものがありました。それに、数日前に捕まった窃せつ盗とう犯はんも冒険者だったと聞いています。彼らの功績は認めますがね、だからっていつまでも黙って見過ごすつもりはないんです」

　最後の方、彼はキッパリとそう告げた。その言葉には強い意思が宿っているように思えた。

　なるほど。……そういうことだったのか。

「わかりました。正直に話してくれてありがとうございます」

「そんな……とんでもないです。こちらこそ申し訳ないですよ」

「ただ、俺は冒険者ギルドの人間です。今回の件は少なからず俺の責任でしょう。まさか、こんなことになるなんて夢にも思わなかった」

「テプトさんはよくやってくれていますよ。やり過ぎなくらいです」

　そう。どうやら俺はやり過ぎたらしい。

　その後、店の主人に礼を言って立ち去る。他の店も廻ろうかと考えていたが、もうその必要はないだろう。これは、思っていた以上に深刻だ。




「テプトくん！」

　ギルドに戻り、階段を駆け上がろうとすると、セリエさんが俺を呼んだ。それから受付の仕事を中断してまで駆け寄ってくる。

「どうしたんですか？」

「さっき経理部の部長アレーナさんがあなたを捜していたわよ？　帰ってきたら経理部に顔を出すようにと伝言まで残して」

「アレーナさんが？」

「ちゃんと伝えたからね？」

「わざわざありがとうございます」

「じゃ、お仕事頑張ってね？　あと、今日のこと忘れないように！」

　ウィンクしながら、そう言ってセリエさんは自分の仕事場に戻った。

「今日のこと？　……あぁ、ご飯か。あっぶない、忘れるところだった」

　そして俺はその足で経理部へと向かった。

「すいませーん。冒険者管理部のテプトです」

　ノックをし、扉を開けてから経理部全体に聞こえるよう声を出す。見回すとみんな仕事をしていて静かだった。アレーナさんは奥の方で座っていたが、俺と目が合うとすぐにやって来た。

「テプトさん、あなたに話があります。今は大丈夫ですか？」

「はい。大丈夫です」

　そう答えると、そのまま別室に案内された。なんだろうか？　アレーナさんはその部屋の椅子に座るよう指示し、向かい側に彼女が座った。

「単刀直入に言いますね？」

　彼女はそう前置きをしてから言った。

「テプトさんは未達成依頼をやりすぎです」

　言われて、俺は表情を硬くした。

「……はい」

「その様子だと、自覚はあるようですね？　今日の朝、今月分の収益を計算していたのですが、あまりにもおかしな事に気づきました」

「……それは？」

「依頼外収益が、先月の十倍をこえているんです」

「……十倍」

「はい。テプトさんがこなしてくれている未達成依頼の報酬は、残念ながらテプトさんには支払われません。かわりに、『依頼外収益』として処理するのですが、もともとこの項目は、予想外の事態のためにつくられた項目なんです。例えば、依頼を達成した冒険者が死んでしまったり、偶然ギルド職員が依頼を達成した時の項目です」

　そんな処理のされ方をしていたのか。知らなかった。

「俺がやっている事は間違っていたと？」

　その言葉に、アレーナさんは首を横に振った。

「いいえ。間違ってはいません。依頼が達成される事はとても良いことです。しかし依頼とは、本来冒険者が達成するものであり、ギルド職員が行う領分ではありません。そしてその関係を成り立たせるのが、冒険者ギルドなんです」

　その通りだ。あまりにも正論すぎる言葉に、俺はなにも言い返せない。

「だから、収益の項目に『ギルド職員による依頼達成』というものがないんです。そして、この『依頼外収益』は、あまり多くない方がいいんですよ」

　俺は静かにアレーナさんの言葉を待った。

「この項目があまりにも多いと、本部に報告した時に、もしかしたら別の事で儲もうけているのではないか？　と疑われ、言及されてしまうのです」

　アレーナさんは本部にいたことのある人だ。その辺のことは俺よりも詳しい。彼女がそう言うなら、本当のことなのだろう。

「それでなくとも、この事をありのままに報告した場合、このギルドは冒険者に依頼をさせる能力がないとみなされてしまいます。そうなった時……おそらくその責任はテプトさんが取ることになります」

　アレーナさんはそう言って俺を見つめた。その瞳は僅わずかに揺らいでいる。

　ハッとした。彼女は俺を咎とがめているわけではない。心配してくれているのだ。

「このギルドにとって、あなたはなくてはならない存在になるような気がします。私はテプトさんにここを辞めて欲しくありません。……話は以上です」

　彼女はそう言って立ち上がり、俺と共に部屋を出る。経理部を完全に出るまで無言だったが、最後に彼女は笑顔で見送ってくれた。忙しいだろうに……俺のためにわざわざ助言してくれたのだ。

　これは早急に処理すべき問題だな。部屋に戻りながら考える。ギルドマスターを黙らせることばかりに気が向き、仕事を完璧にこなそうとするあまり、大切なことが見えてなかったらしい。

　管理部の部屋に戻ると、突然、部屋の中になにかが飛んできた。なんだ？　そう思いながらもそれを拾う。……石だった。外を見ると、数人の冒険者の姿がある。

「やべぇ。バレた」

「ずらかるぞ！」

（……はぁ）

　俺は窓枠を越えて一瞬で冒険者に追いつく。そして、一人を羽交い締めにして、片手にナイフを取り出した。

「あんまり舐なめてると、こちらもそれ相応の対応をしますよ？」

「ひぃぃ！　ごっ、ごめんなさいぃ！」

　冒険者を放すと、彼らは無様に転びそうになりながら逃げていった。

「まったく……どうしてこんなことをするんだ？　もっと、彼らとは仲良くしていきたかったのに」

　どうやら、そんな選択肢はないらしい。俺は腹を括くくるべきなのかもしれない。外面ばかりを気にして、やるべきことが疎おろそかになるなどあってはならないことだ。そして俺は、それが許されない立場にいる。

「やってやろうじゃないか」

　静かにそう呟いた。まず、彼らに依頼を受けさせるにはどうしたらいいか。

　正直、すでに答えは俺の中にあった。依頼を義務化すればいいのだ。そうすれば、冒険者は依頼を受けなければいけないし、町の人たちもそれなら冒険者を邪険にしないだろう。

　しかし、それをやってしまうと、冒険者からの反発があるはずだ。彼らは必死でその日を生きている。そして時間は有限だ。それを、少しでも稼ぎのいい方に回すのは当然のことだろう。

　つまり、依頼は稼げなくて、ダンジョンは稼げるのだ。だが、このままというわけにもいかない。

　俺は管理部に戻ると、紙と筆を取り出した。

『冒険者の依頼義務化について』

　その書き始めで、今現在起こっている問題と、そのシステムを導入した場合のメリットを書き込んでいく。それから、システム導入に伴い、増えるであろう仕事内容を書き足していった。その過程で、あることに気づく。このシステムを導入した場合、仕事は当然『冒険者管理部』の仕事になるわけだが、その量を考えると、とても俺一人ではやっていけない計算になるのだ。

（これは人を増やしてもらう必要があるな）

　それから新しい紙に、冒険者管理部の人員増員の提案書を書き始める。

　これは思った以上に大変かもしれない。この書類はまず、部長会議に出される。そしてシステム導入となった場合、説明会を開いて冒険者全員に説明を行わなければならない。その時に、冒険者たちがおとなしく納得してくれるとは限らない。最悪、暴動が起きるかもしれない。

　だが、それでもやり遂げなければいけないのだと決意する。

　書類を一通り書き終わる頃には日が傾き始めていた。自然とため息が出る。なにかを変えようとするのは想像以上に体力がいるらしい。改革とはそういったものなのだろう。世の中を変えてきた人たちには、常にその重圧がのしかかる中で逃げずに戦ってきた。そんな事に比べれば、冒険者ギルドに新しいシステムを導入することなど些さ細さいなことかもしれない。

　全ては町の人たちのため、そして冒険者のため、そしてそんなものが自分を騙だますための言い訳に過ぎないことはわかっている。騙さなければ、とてもじゃないがやっていけそうにないからだ。

　それでもやるのだ。やらねばならぬ。

　ふと部屋を見回し、壁に書きなぐられた呪いの文字たちを見る。

　あんたらも苦労したんだよな？　なら、俺もその修羅の道に分け入ろう。このギルドでの『冒険者管理部』は、そうすることを宿命づけられているのかもしれない。ここは劣悪な環境だ。部署に一人しかいないなんて聞いたことがないし、『冒険者管理部』というだけでギルドマスターや冒険者から忌いみ嫌われ、仕事も満足にできやしない。なにかあれば責め立てられる。そんな環境から逃げ出すのは当然のことだ。なにもできない無力な状況で唯一できたのが、壁に自らの気持ちを書きなぐり、吐と露ろするという行為だけ。

　彼らの苦しみを、ようやく理解した気がした。

　そんなことを考えていると、突然扉がノックされ、セリエさんが顔を出した。

「あれ？　灯あかりもつけないでなにやってるの？」

「いえ、別に。考え事をしていたんです」

「あんまり無理しちゃダメよ？　それより……ご飯の約束覚えてる？」

「えぇ、覚えていますよ。仕事は終わったんですか？」

「うん。今さっきね。テプトくんは？」

「俺も終わりました。じゃあ行きましょうか？」

「うん！　じゃあ下で待っとくね」

　嬉しそうにセリエさんは扉を閉めた。俺は制服を脱いで、部屋の壁にかける。それから、セリエさんの後を追った。




　ご飯は、ギルドから少し離れた飯屋に行った。そこは安い店ではあったものの、出てくる料理は旨かった。

「テプトくんがギルドに来てからまだ一ヶ月も経たってないのに、いろんな事が変わったわ」

「そうですか？」

「そうよ！　一番大きなことは、受付窓口が増えること！　これで私たちの仕事は随ずい分ぶん楽になるわ。そもそもあの人数の冒険者に対して、受付窓口が三つだけっていうのがおかしかったのよ。テプトくんが経理部を説得してくれたんでしょ？」

「でもあれはギルドマスターも気にかけてたみたいですよ？」

「なによ、あんなオヤジ。結果を残したのはテプトくんよ？　もっと胸を張っても良いんじゃない？　それに、毎日頭を悩ませてた未達成依頼がなくなったわ。それだけでも凄いことなの。あれを毎日記帳するのは心苦しかったのよね？　だって、いつになっても同じ依頼ばかりが残っているんだもの。みんな言ってるわよ？　今度の冒険者管理部は有能だーって。おかしいよね？　だって冒険者管理部ってテプトくんしかいないのに。だからその度に言ってるのよ。『有能なのはテプトくんでしょ？』って」

　セリエさんは楽しそうに話をする。俺はそれに頷うなずいている。

「なんかごめんね？　私ばっかり話して」

「いや、セリエさんの話は面白いから全然気にならないですよ」

「また気を遣ってる。私は君の話が聞きたいな？」

「俺の話ですか？　別になにも面白くないですよ？」

「いいのよ。だってこの短期間でギルド内の雰囲気を変えちゃった人の話よ？　面白くないわけないじゃない」

「そんなハードルを上げられるとより話しづらいんですけど」

「冗談よ。面白くなくても聞きたいな？」

　うーん。かと言って俺は面白い話など持ち合わせていない。

「じゃあ、俺が冒険者だった頃の話をしますね？　今仕事をしている上で役立っていることなんで」

「テプトくん冒険者だったの？　でも年齢は私より下よね？」

「小さい頃から憧れていたので、早くに家を飛び出して冒険者になったんです。今思うと親不孝者ですね」

「そうなんだ？　ちなみにどれくらいやってたの？」

「一年間ですね。これでもＣランクまでいきました」

「え!?　一年でＣランク!?　なにそれ！　なんで冒険者辞めちゃったの!?」

「はは、俺は万能型だったんで、パーティを組もうとしたとき誰にも相手にされなかったんです。そのときは落ち込みましたが、今にして思えばギルド職員をやるための過程だったのかもしれないです」

「へぇー、私とは大違い。私はただ食いっぱぐれのない職業に就きたかったのよね。親は『女は嫁とついで子供を育てるのが幸せだ』って言ってたけど、そのときの私にはそうは思えなかった。だから反対を押し切ってギルド学校に通ったのよ。親はいつか自分たちの考えが分かってくれるって思ってたみたいだけど、そのまま卒業してこっちに来ちゃった」

「今でも考えは変わらないんですか？」

「うーん。どうだろ？　そんな人生もアリかなって思ってる。私は親の言う女の常識に囚とらわれたくなくてここまで来たけれど、それでも私は腐っても女だもん。みんなが望む幸せってやつを考えたりしないわけじゃない。……なんか私が言っていること矛盾だらけよね？」

　その言葉に思わず笑ってしまった。

「ひどい！　これでも最近の悩みなのよ？　これから私はどうなるんだろうって、眠れない夜もあるんだから」

「すいません。……だって、セリエさんがあまりにも包み隠さず自分のことを言うから面白くて」

　必死に笑わないように堪こらえる。

「そういう時は、『俺のところに来いよ』ぐらい言いなさいよ！」

「ぶっ!!」

　とうとう堪えきれず噴き出してしまった。

「なんですかそれ……セリエさん、男に夢見すぎ……ですって。腹痛いんでやめて下さい」

「えー！　そこ笑うところ？」

「すいません。じゃあ改めて……俺のところに来ます？」

　セリエさんは一瞬惚ほうけた。

「っ！　……改めて言い直してもダメよ！　ダメ！　減点!!」

　そんなどぎまぎしながら言われても、説得力ないんですけど。

　俺はセリエさんの反応が面白くて、また笑ってしまった。こんなに笑ったのは久々かもしれない。

　こうして同じ職場の仲間たちとバカな話をして盛り上がって、笑って泣いて……あとどれくらい俺はこうしていられるのだろうか。願うなら、ずっとこうしていたい。

　ギルド学校では、同期の仲間たちとよく馬鹿なことをやった。卒業するときは、それがもう終わるのだと悲しくなった。しかし、生きてさえいればそんなことを心配せずとも、続いていくのかもしれない。

　前ぜん途と多た難なんな日々の中、俺はほんの少しの楽しみと、仲間たちとの触れ合いを求めてこの先も頑張っていくのかもしれない。

「今日はありがとうございました」

　二人で歩く帰路の途中、俺はセリエさんに頭を下げる。

「なによ突然、気持ち悪いんだけど？」

「いや、最近忙しかったので気が滅め入いっていたんですけど、セリエさんと話をしていたらそんなことどうでも良くなりましたよ」

「なにそれ？　まぁ、力になれたんだったら良かった。私も楽しかったし」

「また誘ってもいいですか？」

「もちろん！　というか、誘ったのは私よ？　次は君から誘ってね？　女が誘うなんて格好がつかないもの」

「はは……それは男としても同感です。今度は俺から誘いますよ」

「楽しみにしてるね？」

「はい。おつかれさまでした」

「おつかれさま」

　そう言ってセリエさんと別れた。俺は彼女の後ろ姿に、心の中で再度ありがとうを呟いた。










　朝礼が終わったあと、俺は昨日つくりあげた書類を持って、ギルドマスターの部屋をノックする。この時間帯ならバリザスはまだ来ていない。余計な茶々を入れられては困る。返事が聞こえたあと、俺は部屋の中に入った。予想通り、ミーネさんしかいない。

「ミーネさん。これ、今度の会議で出したいんですが」

　今日はいつもより早めに出勤し、提出する書類を写したので、これはもう渡してしまっても問題ない。

「いろいろとやってくるわね。今度はなに？」

　言いながらミーネさんは渡した書類に目を通し始めた。

　ミーネさんが目を通している間、一秒が十秒に、一分が十分にも感じられる。そしてようやく読み終わると、彼女はまず最初にため息を吐いた。それがため息なのか、呼吸を整えるためなのかは定かではない。

「まず……良くできてる。と言った方がいいかしら？　おそらく部長会議にはこのまま出しても問題ないはずよ。ただ……」

　そこでミーネさんは言葉を切る。

「ただ？」

　待ちきれなくなり次を促した。

「これを成し得るのはかなり大変よ？　君はそれをわかっているのかしら？」

　試すような視線。それを正面から受け止める。

「わかっています。この先に立ち塞がる困難も、それを成すためにどれだけの精神力がいるのかも」

　そう答えると、再び彼女は息を吐いた。今度は間違いなくため息だった。

「テプトくん、あなたは優秀すぎるわ。普通こんなことは、就任して一月足らずの新人が取りかかるべき事案じゃない。それは、今までここにいてなにもしてこなかった私たちの責任でもあるけれど、それを無理にあなたがやる必要はないのよ？」

「それはどうでしょうか？　俺は冒険者管理部として、今ある問題を解決しようとしているだけです。新人もなにも関係ありません」

　ミーネさんは困ったような表情を見せる。そこにある感情を読み取ろうとしたが、すぐにその表情はかき消された。

「分かったわ。今度の会議は一週間後よ。一応ギルドマスターにも見せるけど、いいかしら？」

「一応って……見せなきゃいけないでしょ？」

　ミーネさんの言い方に、俺はニヤリとしてしまう。まるで、見せなくていいなら見せない、というような言い方だったからだ。

「そうだったわね。じゃあ見せておくわ」

　ミーネさんもニヤリと笑った。

「お願いします」

　その後、管理部の部屋に戻ると、すでに未達成依頼書が貼られていた。

　これはやるしかないよな。もしも本部からなにか言われても、ありのままを話すしかない。これは俺がもたらした問題だ。そのことで責任を取らされるなら、取ってやろうじゃないか。




　俺は依頼内容を確認し、現場に向かった。依頼は昼前には終了した。それから管理部の部屋に戻ると、すぐにミーネさんに渡した原案を各部の部長たちにも見てもらうため書き写していく。そして、書き写した書類を持って『営業部』に向かった。

「……なるほど。今度の会議でこれを提案するわけですね？」

「はい。できれば通したいと思っています」

　俺の目の前では、営業部部長のワレフが毛のない頭に手をやり、なにやら考えている。

「あなたには、受付窓口を増やしてもらった恩があります。ぜひ協力したいところですが……質問が一つ」

「なんでしょうか？」

「月単位で依頼達成を義務化するシステムは素晴らしいと思います。そのチェックも、管理部でやって下さるなら言うことはない。ただ、ここにある『依頼を成さなかった者には適切な処罰をする』というのは、具体的にどういったことでしょうか？」

　それは、義務である依頼を受けなかった者、もしくは達成しなかった者について書いた項目だった。

　こいつ……なかなかに鋭い。

「それは、まだ決めかねている状態です。なにせ冒険者への処罰となると、中々に難しいからです。ランクの降格というのを考えましたが、意図せずして依頼を達成できない冒険者もいると思います。そうなると、降格は厳しすぎるかと。ならばどうすればいいのか。できれば、各部長方の意見を会議で聞こうと考えていました」

「そうですか。……私が見たところ、矛盾や理不尽なところはないと思います。私でよろしければ賛同しますよ」

「ありがとうございます」

　そして、俺はワレフと固い握手を交わした。

　次だ。




『安全対策部』にて。

「うーむ。よくできている。一見、冒険者に負担がかかるような仕組みだが、町の人たちとの関係性が背景にあるため、おいそれと反対もできん」

　安全対策部部長ザッカスは、腕組みをして唸うなった。近くの席で書類作業をしている副部長のエルドが、気になるのかチラチラとこちらを気にしている。お前まる分かりだからな？　下手くそか！

「なら、会議で賛同してもらえますか？」

　そう聞くと、ザッカスは「うーむ」と唸りながら、チラチラとエルドの方を見た。

　あぁ、なるほどね。お前ら二人で話し合いたいんだろ？　どっちも下手くそか！

「急ぎではないので、返事は会議までに出してもらえばいいです」

　こういう事は早めに有利な言げん質ちを取ってしまうにかぎるのだが、おそらく大丈夫だろう。なにかあっても、対策を練るには十分時間がある。

「そうか。……早めに結論は出そう」

　ザッカスは安あん堵どしたらしく、落ち着き払った声でそう言った。

「お願いします」

　それから『安全対策部』をあとにした。

　次だ、つぎぃ！




『経理部』にて。

「これは……確かに、今のギルドが抱える問題を解決する良い策かもしれません」

「それじゃあ……」

「ダメです」

　目の前で、アレーナさんはキッパリと言った。まだなにも言ってないんですが。

「なぜですか？」

「あまりにも変化が大きすぎるからです。私たちの持つ冒険者のイメージとは自由であり、実力があれば稼ぎ方を選ばないという、そんなイメージです。そんな彼らに依頼を義務化することは、そのイメージを破壊することと同じです。そうなったときの反発が、あなたにはわからないはずないと思いますが？」

「……わかっています」

「わかってて、これをやろうとしているのですか？」

「はい」

「……では、こんなことをしなくてもすむ対策案を私が提出します」

「はい？」

　それは、予想外の答えだった。

「ちょうどいいですね。あなたもこれを見てください。私もミーネさんに提出しようと思っていたものです」

　それからアレーナさんは、十枚程の紙の束を持ってきた。

『依頼料の変更と依頼達成による貢こう献けん金きんの追加について』

　それはかなり衝撃的なものだった。

　現在のギルドでは、依頼を受ける時に依頼料として銀貨三枚を報ほう酬しゆうとは別で依頼人から貰もらっている。そして冒険者が依頼を達成した時に報酬だけを渡し、残った銀貨三枚で利益を得ている。その仕組みを変えて、依頼を受けるときに依頼人から報酬金とその二割を貰い、冒険者が依頼を達成した時に、『貢献金』として報酬の一割分を渡すというものだった。

　なるほど。依頼でも稼げる仕組みにしようというのだ。だが。

「元の依頼料を増やしすぎじゃありませんか？　二割となるとものによってはかなりの値上げです。町の人たちが納得するでしょうか？」

　そう。この二割というのが問題だ。町の人たちは困ったことやなにかあると、専門家のところではなく、冒険者ギルドへと来る。それはなぜか？　ギルドで依頼したほうが安いからである。どんな依頼でも、冒険者ギルドに銀貨三枚を支払えば引き受けてくれる。あとは、冒険者に渡す報酬を用意するだけなのだ。だから町の人たちはまずギルドへと足を運ぶのだ。

「しかし利益を出すためには、これが最低限の値となります。冒険者ギルドは慈じ善ぜん事じ業ぎようを行う所ではないのですから」

　アレーナさんは言った。

「もしも、そのお金を用意できない町の人たちがいたら？」

「もう一度言います。ここは慈善事業を行う所ではありません」

「つまり受けないと？」

「そうなります」

「なら、俺はこれに賛成はできません」

　俺は書類を返しながらそう答える。

「はぁ。テプトさんならそう言うと思っていました」

　アレーナさんはため息交じりに書類を受け取った。

「冒険者ギルドは冒険者のための機関ですが、同時に町の人たちのための機関でもあります。しかるべき値上げなら理解もされると思いますが、冒険者を御するために町の人たちに負担をかけるのは間違っていると思います。ギルドの責任を、町の人たちに負担させてうやむやにしてしまおうなんて考えに俺は賛同できません」

「では、どちらの案が通るのか勝負ですね」

「そのようですね」

　俺はそう返して経理部をあとにした。

　……これはまずい事になった。こんなことなら、ザッカスから賛同の言質を取っておくべきだった。彼には急がなくていいと言ってしまっている。もしもザッカスがアレーナさんに賛同した場合、俺とアレーナさんは一票ずつ票を取ることになる。お互いの提案に賛同はしない。……となると後は。

「図はからずもアイツの所に行くことになるとはな」

　俺の中の考えでは、営業部部長、安全対策部部長、経理部部長の賛同が得られれば、提案書を会議で通す事ができると考えていた。

　ギルドマスターの承認は簡単に得ることができる。ランク適性試験前夜の事で脅おどせばいいのだ。しかし、ここに来て思わぬ敵が現れた。おそらくアレーナさんも「冒険者死亡者数」の事でギルドマスターを脅せる位置にいる。そうなれば、戦況は分からなくなる。もしもザッカスがアレーナさんに賛同した場合、お互いの賛同者は一人ずつ。

　鍵となるのは、企画部部長のローブ野郎だ。

　行きたくないんだけどなぁ……。

　俺はまず営業部へと向かい、ワレフにアレーナさんの対抗案のことを話した。そしてそれに賛同しないようお願いをする。

「確かにテプトさんの言い分はもっともですね。わかりました。そのようにしましょう」

　ワレフはあっさりと承諾してくれた。それからすぐに町にある闘技場へと向かう。

　闘技場は、町の中心に造られた巨大な建造物だ。円形をしており、月に二回、トーナメント制の死闘が繰り広げられる。優勝した者には多額の賞金が支払われ、名誉と王都の騎士団に入団する特権までもが与えられる。

　兵士団に所属する腕に覚えのある者は、ここで自らの実力を示し、出世への階段を駆け上がるわけだ。そして、だれが優勝するかを賭かけて楽しむ娯楽施設でもある。まぁ、娯楽というほど穏やかなものでもないが……。ちなみに、冒険者が闘技場に参加することはできない。なぜなら、冒険者は魔物と戦う貴重な人材であり、それ以外で命を落とすことを禁じられていたからだ。

　戦闘は模擬試験のように木の剣で行われるわけではなく、本物の武器と魔法を用いて行われるため、死人が出ることも少なくなかった。

　そして、その闘技場を管理しているのが、冒険者ギルドの『企画部』であった。

　闘技場を所有している冒険者ギルドは、アスカレア王国では、このタウーレン冒険者ギルドだけである。というか闘技場自体、この国にはここしかない。経緯として、冒険者と兵士団の合同訓練場として造られたのが始まりであり、彼らの意識を高めるため観客席を設けたのが現在の形として残っている。アスカレア王国が戦争をしなくなり、国に平和が訪れると闘技場と名前を変えて今もなお、この地に血ち腥なまぐさい争いを起こし続けていた。この闘技場を造ったのが、タウーレン冒険者ギルドのギルドマスターであったことから、所有権が冒険者ギルドにあるのだ。毎月、莫ばく大だいな金が動いていると聞くが、それらのほとんどは闘技場の修繕費、維持費などに回されているらしい。

　闘技場は、五日後に控えた大会のため、物々しい雰囲気を醸かもし出だしていた。

「すいません。冒険者ギルドの『冒険者管理部』の者です。企画部部長に会いたいのですが」

　門番の男に話しかけると、男は不気味な笑みを浮かべた。彼は兵士団の一員で、重そうな鎧よろいを身につけており、冒険者とは違うことが見てとれる。ここは通常、兵士の訓練場となっているからだ。

「あぁ、あなたが噂の管理部の方ですか？」

（噂ってなんだよ。あと、そんな好戦的な目で俺を見るな）

「部長からは話を伺っています。歓迎会の件で来られたんですよね？　うちの兵士団長はあなたにはえらく興味を示していましてね。ぜひ一度手合わせを願いたいと言っており、歓迎会ではそんな団長との戦闘権利を用意しています」

　絶対に嫌だ。

「歓迎会とは別件で来ました。大変光栄な申し出ですが今回は辞退します」

　すると、兵士の男は残念そうな表情をする。なんでだよ。

「わかりました。部長がいる場所は知っていますか？」

「いえ」

「なら案内させましょう。おい！」

　その男の声に、門の脇にある扉が開いた。そこからもう一人の兵士が出てくる。

「なんだよ？　まだ交代の時間じゃないだろ？」

「冒険者管理部の方がお見えだ。部長の所まで案内しろ」

　出てきた男はそれを聞いて俺に視線を向けた。そしてゆっくりと笑った。

「へぇ、あんたが冒険者よりも強いギルド職員か。……わかった。案内しよう」

　どうやら俺の噂が兵士団内で広がっているらしい。おおかた、ランク適性試験の一件だろうが一体どこから漏れたんだ？　俺はため息を吐いてから、兵士の男についていった。

　どうやらローブ野郎は地下にいるらしく、本来なら上にあるはずの企画部室に向かう階段ではなく、下へ降りる階段を使った。造られたばかりなのか、石でできた階段は真新しい。また、等間隔に配置された火の魔ま石せきが仄ほのかに通路を照らしており、俺と兵士の歩く靴音が響く。このまま行けば牢ろう獄ごくがあるのではないだろうかとくだらない妄想にふけっていた頃、ようやく目的の場所に到着した。

「ここですよ」

　その扉はなぜだか、開けてはいけないオーラを放っていた。たぶん直感は正しい。中から、聞き覚えのあるクックッという笑い声が聞こえてくるからだ。

　兵士が扉をノックし、そのまま扉を開ける。

「どうぞ」

　兵士の男に促され、困惑しつつも中に入る。

　そして驚いた。

　最初に気づいたのは、流れる水の音だ。おそらく水の魔石だろう。広い空間の上から窪くぼみを伝って水が流れている。それが部屋全体に行き渡るよう窪みは掘られており、石一面であるはずの床には土が敷き詰められていた。そして、そこに生える植物。

（……月げつ光こう草そう）

　満月の夜にしか採取することが叶かなわない希少な草が、床一面に生えていた。見れば部屋全体を明るくしているのは火の魔石ではない。いたる所にはめ込まれた魔石は紫色に発光している。それは、ムーンスライムの魔石だった。

　これがローブ野郎の言っていたことか。その光景は、闘技場の地下ということを忘れさせる程に幻想的だった。

「これはこれは……ようこそ。どうです？　驚きましたか？　クックックッ」

　不吉な笑い声に驚いて声の方に体を向ける。そこにはローブ野郎が立っていて、この部屋の雰囲気のせいか、より不気味に感じられた。

「驚きました。これは、あなた一人で考えたんですか？」

「はい。……昔は研究員をやっていたので、その延長みたいなものですかね。クックッ」

　会議室で見たときより、彼は雄ゆう弁べんになっている気がした。俺は彼に近づくと、懐から例の書類を取り出す。

「これは？」

「今度の会議に出す提案書です。俺は、この提案を通したいと考えています。そのために、あなたから賛同をもらうためここに来ました」

「歓迎会の事ではないのですか？」

「違います！」

　強く強調して言ってやる。

「まぁ……ついでに歓迎会も行いましょう……クックックッ」

（いや、だから歓迎会はいいんだよ！）

　そんな心の叫びも伝わらず、ローブ野郎は一人納得したように口元を歪ゆがめた。そして、提案書を読み始めた。

「なるほど……では、私から条件があります」

　唐とう突とつにローブ野郎が言い出す。

「それは賛同するにあたっての条件ですか？」

「……そうです……クックックッ」

　嫌な予感がした。

「……なんですか？」

「二つあります。一つは魔物の養殖を会議で認めさせること。もう一つは、冒険者が闘技場へ参加することを認めさせること」

（なん……だと）

　その条件に、俺は愕がく然ぜんとした。

「ちょっと待ってください」

　俺は、ローブ野郎の出してきた条件に、必死で冷静を装う。

「……ダメですか？」

「まず、一つ目ですが、魔ま血けつの事はこの前の会議で却下されたでしょう？」

　そう言うと、ローブ野郎の口元は困ったように曲がった。

「そんなこと言われましても……もう造ってしまいました」

「今、なんて？」

「こちらです」

　そして、ローブ野郎が奥へと歩き出す。俺は訳が分からないままついて行くと、部屋の奥に扉が在って、そこに彼は入っていった。続いて俺も後を追う。

　再び俺は驚きよう愕がくした。

　その部屋は、月光草が生えている部屋ほどではないが、それなりの広さがある。部屋には、水を張った水槽のような物が二つ。一つは静かで波一つ起こっていないが、もう一つの水槽は激しく水みず飛沫しぶきが上がっている。その飛沫の中に、俺は見覚えのある魔物を見つけた。

「……ピラルク」

　その呟きに、ローブ野郎がクックッと笑う。

「そうです。この水槽では、ピラルクに共食いをさせています」

　自分の顔がひきつるのを感じた。こいつ……。

「ピラルクは弱い魔物ですので、捕獲するのも簡単です。なにせ、陸に上げれば彼らは無力ですから……クックックッ。彼らを三十匹ほど捕まえて、一つの水槽に移せば、教えてもないのに共食いを始める」

　いまだに激しい水飛沫が上がる水槽を、ローブ野郎は笑って見ている。

　狂ってやがる。そう思った。

「ピラルクが共食いしたあと、どうなるかご存知ですか？」

　どんどん雄弁になっていくローブ野郎。俺はその答えをそのまま言ってやる。

「アンフィアンドへと進化する」

「クックッ……そうです。できればサラマンダーまで進化させたいところですが、そうなってしまうと倒すのが面倒です。アンフィアンドの新鮮な血は、魔力回復に大いに役立つのですよ……クックッ」

　魔血を飲んで魔力回復をするとき、その回復量は魔物によって異なってくる。一番魔力回復をする魔物は、ドラゴンである。さらに、ドラゴンの血を飲めば、無む尽じん蔵ぞうの魔力が手に入るとされている。しかしこれは噓うそである。確かに魔力量は、元の十倍まで跳ね上がることもあるが、無尽蔵という表現には到底及ばない。ドラゴンの血を飲んだ俺が言うのだから間違いない。

　そして次に魔力回復量が多いのが、鱗うろこを持つ爬は虫ちゆう類るい系けい統とうの魔物である。サラマンダーはそれに該当し、その血を飲めば、間違いなく魔力は大幅に回復する。アンフィアンドは鱗を持っていないので、その系統には入らないが、いずれそこに該当しうる魔物だ。おそらく、その血による効果も大きいに違いない。

（こいつはマジでなにをやっているんだ）

　俺は心底そう思った。

　呆あつ気けにとられる俺に向き直り、ローブ野郎は少しだけ舌を出した。

「どうやら私は、やりすぎてしまったようです」

（可愛くねんだよぉぉぉ!!）

「でも後には引けないからどうしても会議で認めさせなければいけません。テプトさん力を貸してくれますよね？」

　それから、ニカッと白い歯を見せた。

（なんだその擬似爽さわやかスマイルは!?　というかお前の歯、綺き麗れいだな！）












「見てしまったからには、あなたも共犯ですよ？」

　今度は人差し指でドヤ顔をするローブ野郎。

（……こいつ、ローブで顔半分隠している癖に、表現豊かだな！　あと、お前のキャラ、ここに来てから崩れまくってんぞ！）

　俺はいろいろツッコみたい気持ちを全て抑えて、息を整える。これは手に負えない。手に負えないならどうするか。……もう、許容するしかないのである。

「わかりました。尽じん力りよくしましょう」

「クックッ。それでこそ私が認めた男です」

（いつ認めたんだよ？　初耳だぞ）

「あと、このもう一つの水槽はなんですか？」

　俺は静かな水槽の方を指差した。これもなにかヤバイものなのだろう。俺はもう驚かんぞ。

「あぁ……これは私のお風呂ですよ」

（……これはダメなやつだ）

「この水を火の魔石で沸かしてお湯にするんです。そして、ピラルクの共食いを眺めながら体を癒いやすのですよ。酒を飲みながら入れば極上です」

　驚きを超えて、もはやあっぱれと言うしかない。

「今度入ってみま──」

「遠慮します」

　食い気味に即答する。

「……残念ですね」

　ローブ野郎は寂さびしそうに呟いた。

　冗談じゃない。そんなので身心が癒されるのは、国中……いや、世界中探してもこいつぐらいだ。

　俺は成り行きとはいえ、ローブ野郎の片棒を担ぐ事になってしまった。まぁ、百歩譲って……いや、譲りたくはなかったが、この件に関しては努力しよう。もう既成事実があるなら、無理やり納得させるのも不可能ではない。きっと極秘扱いになると思うが、それでも彼は喜んでくれるだろう。だが、もう一つの条件は正直厳しい。

「あともう一つの、冒険者が闘技場へ参加することを認めさせるという内容ですが、それは難しいと思います」

「……なぜですか？」

「ここの管理人なら分かっているでしょう？　危険だからです。いくら冒険者といえど、戦いにおいて絶対はありません。魔物を倒せるのは彼らだけなんですよ？」

　そう返すと、ローブ野郎はクックッと再び笑った。

「経歴を見ると、あなたは冒険者をしていたようですが、なにも分かっていませんね？　冒険者の気持ちを」

　得意げに話すローブ野郎。なんだその前置きは。

「どういう事ですか？」

「立っているのもなんですから、とりあえず座りましょう」

　そう言って、ローブ野郎は月光草が生える部屋へと戻る。

「このピラルクは放置でいいんですか？」

「共食い完了には、あと一時間ほどかかります。大丈夫ですよクックッ」

　本当に大丈夫なのか？

　疑問に思いながらも俺は彼の後に続いた。最初の部屋には、隅っこにポーションを作成する作業台があった。そこにある椅子を二脚取って、片方にローブ野郎が座り、もう片方に俺が座る。

「では、話しましょう。なぜ、私がそんな条件を言いだしたのか。その……理由を」

　生ぬるい風がうなじを撫なでたような気がした。

（話すのはいいが、そのホラーテイストはやめろよ）

　どうやら、こいつにはツッコミどころが満載らしい。

「あれは……暗い夜のことでした」

（夜はいつも暗いからな？）

「私はいつも通り、翌日に控えたトーナメント戦のため、闘技場のチェックをしていました。なんだか不気味な雰囲気で、今にもなにか出てきそうな夜でした」

（どうせ出てくるんだろ？）

「そんな夜は闘技場で死んでいった戦士たちの亡霊が出るといいます。私は興奮しながらチェックをしていました」

（興奮しちゃったのかよ）

「するとどうでしょう？　どこからか鉄と鉄を打ち合う音が聞こえてくるでは……ありませんかっ!!」

「うおっ!?」

　いきなり立ち上がったローブ野郎に俺は驚いてしまった。

「クックッ。驚くのはまだ早いですよ？」

（お前に驚いたんだよ！　無駄な演出を入れるな！）

「私が恐る恐る近づくと、それは亡霊ではなく、兵士と一人の冒険者のようでした。彼らは私に気が付くと、急いで剣を収めます。私は尋ねました。『こんな夜更けになにをやっているのか』と……クックッ」

（いや、そんなドヤ顔で見られても……）

「『私たちはかつて、同じ戦場を駆ける傭よう兵へいでした。しかし、最近では争いもなく、仕方なく転職をしました。私が騎士団を目指し、彼が冒険者となりました』」

　おそらく、その時の状況を再現しているのだろう。芸が細かい奴だな。

「『しかし二つに別れた道は、同じようで同じではなく、彼と共に剣を交えることさえできなくなりました』」

　冒険者は本来魔物と戦うのが役目だ。理由なく他の者と争うことを冒険者は禁じられていた。

『だからこのような夜更けに、ここで戦っていたと？』

『はい、申し訳ありません』

『俺が悪いのです。冒険者でありながら彼を誘ったのは俺です。罰するならば俺を罰してください！』

『訓練ではダメなのですか？』

『訓練では本物の武器の使用を認められていません。俺たちは生死を感じさせる戦いがしたいのです』

『なるほど』

『それに、そう思っているのは俺だけじゃありません』

『あなただけではない？』

『はい。冒険者をしている大半が、そういった戦いを望んでいます。彼らは闘技場へは来ません。戦うことができないのに、来ても無意味だからです』

『大半というのは本当ですか？』

『はい。魔物は強きよう靭じんで強く、魔力がなければ敵かなわぬ相手ですが、動きが単調であり、今まで培った技術は老いていくばかりです』

『それは、一理あるかもしれませんね』

『もしも、俺たち冒険者でも闘技場に出場できたなら……』

『この……魂は……救われる』

　その瞬間、強い風が吹き荒れ、気がついたときにはその二人は姿を消していました。彼らはまさしく戦いを求めてさまよう亡霊だったのです」

　俺は話を終えたローブ野郎に、思わず拍手を送っていた。

「その後も何度か夜に剣を交える音を聞きました。私はその事を度々思い出し、ギルドに行った時、冒険者に尋ねるのです『もしも闘技場に出られるなら出ますか？』と」

「……その答えは？」

「みんな出ると答えるのですよ」

　そこでローブ野郎は椅子に座った。

「私は今まで、幾人もの戦士たちの死を目の当たりにしてきました。手当てが間に合わず、目の前で息絶えていきました。しかし、その表情はどれも穏やかなのですよ。私が彼らを救えないことに歯は嚙がみをしている中、彼らは満足そうに死んでいくのです！　わかりますか？」

　ローブ野郎は唾つばを飛ばしながら吠ほえた。俺はそれを黙って見守る。

「……私たちが彼らをどれだけ過保護に管理しようとも、彼らは所しよ詮せん戦いを求めて死に急ぐのです。そして、あるとき思いました。それが彼らの幸せなのではないかと……世の中には様々な人がいます。生きたいと願いながらわざわざ死地に赴おもむく人や、死にたいと願いながら生き残ってしまう人。そして、彼らの願う幸せも、また大きく異なるのです。冒険者は魔物と戦う者たちです。そこに、生きる希望を見いだせる者たちです。しかし、それが冒険者の在り方だと決めつけているのは、冒険者ではない私たちなのですよ。彼らにもそれぞれの思いがあり、願う夢があります。そして、それを成し得なかった者たちは亡霊となり、彷徨さまようのでしょう。そんな者たちを一人でも減らしたいと思っているのです。……私の考え方は間違っているでしょうか？」

　俺は、なにも言えなかった。

　冒険者ギルドの役目は、冒険者を支援することだ。彼らの希望を叶え、彼らの生き方を肯定する。それができるのは冒険者ギルドしかない。その観点から見れば、ローブ野郎の考え方は、限りなく正解に近い。

　ただ、彼の言っていることはなかなか難しいことだ。

　冒険者は魔物と戦うことを前提とされている。それは、揺るぎようのない世界の常識だ。彼はそれを覆そうとしているのだ。

　しかし……。

「話はわかりました。……それも会議に出しましょう。やってみなければわかりません」

「テプト……さん」

　ローブ野郎の導き出した答えは嫌な感じがしなかった。むしろ、好感さえ覚えた。彼も彼なりに冒険者を想っているのだろう。それがわかったからだ。

　彼の目指すところも、きっと多くの人に反発されるに違いない。なら、俺と同じだ。どうせやるなら、一緒にやってしまえばいい。

「それを会議で認めさせる保証はありませんが、冒険者の多くがそれを願っているならば、できないことはないと思います」

「ありがとうございます。……私もあなたの提案書に賛同しましょう」

「ありがとうございます」

　俺は彼と握手をするため手を差し出す。ローブ野郎はそれを握ろうとし──。

「ちょっと待ってください。そろそろピラルクの共食いが終わります」

　そう言って奥の部屋に走って行ってしまった。次の瞬間、奥の部屋から魔物の汚い叫び声が聞こえた。それから、なにかを搾しぼりだすような音が聞こえる。

「……お待たせしました」

　再び現れたローブ野郎は、そのローブを真っ赤に染めていた。

「では、握手の続きを」

　そう言って差し出してきた手は、赤い肉片のような物がこびりついている。

「……さぁ！　同盟の誓いを！」

「遠慮します」

　即答してやる。




「なぜですか───!?」




　もしかしたら、こいつはわざとやっているのかもしれないな。

　だが。これで目的は達せられた。ローブ野郎をこちら側に引き込んだことにより、俺の票は二票。もしもザッカスがアレーナさんを支持したとしても、俺は有利に会議を進めることができる。少し急せいた気もするが、これくらいの方がいいに決まっている。

　問題は、ローブ野郎の提案をどう会議で通すかだ。魔血を保有するギルドなんて聞いたことがないし、闘技場への参加を促すギルドも聞いたことがない。どちらもかなりの苦戦が予想される。

　だが、打つ手がないわけじゃない。

　まず魔血だが、これは魔血の有用性を証明すればいいだけの話だ。デメリット以上のメリットがある事をみんなに理解させればいい。そして魔物の管理が安全の上で成り立っていると証明できれば、かなりの確率で会議に通る。

　やることは二つ。「たくさんの人に魔血を使用してもらい、その効果を実感してもらう」「魔物を養殖する上で安全な仕組みをつくる」。二つ目に関しては安全対策部の仕事だが、おそらく協力はしてくれないだろう。いや、もしかしたらエルドあたりは事情を説明すれば分かってくれるかもしれないが、全面協力は難しいはずだ。

「そういえば、ピラルクはどうやってここまで運んでいるんですか？」

　ローブ野郎に尋たずねると、彼は得意げに笑った。

「クックッ。召喚しているのですよ」

　なんだって？　召喚だと。

「召喚魔法を使えたんですか？」

「私は前職研究員でした。研究していたのは特殊魔法。魔法陣を描くことによって、同じ効果を持つ魔法を再現できるのですよ」

「しかし、多くの魔物を召喚するには魔力を多く消費します。どうやって？」

「クックックッ……テプトさんは魔法の知識があるようですね？」

（あるというか、使えるだけなんだがな）

「実はこの闘技場には、魔法陣が組み込まれていたのですよ。……魔法陣とは、少しの魔力をある法則によって流し、何倍もの魔力に変換する装置です。そしてその流れが大きくあればあるほど、魔力も大きくすることができるのですよ」

　それは知らなかった。全ての魔法が使える俺にとって、魔法陣なんてものは必要なかったからだ。

「というか、闘技場に魔法陣が組み込まれていたというのはどういう事ですか？」

「クックッ……この施設、実はそのために造られたのではないかと推測しています。私もここに就任した当初、その事実に驚きました。おそらく、闘技場の真ん中に魔物を召喚し、実戦形式の訓練をするつもりだったのでしょう。まぁ、この仕組みに気づいた者は今までいなかったみたいですがね？」

「ということはこの部屋は……」

「はい。ちょうど闘技場の真ん中に位置しています。やろうと思えば、上にも召喚できますよ？」

　なんという仕組みだろうか。昔の人たちは一体なにを考えていたのだろう。

「私はそれを利用しているに過ぎないのです。まぁ、私以外にこの魔法陣を起動できる者はいません。起動には、古代語を唱える必要がありますから」

　ということは、ローブ野郎が起動しない限り、この闘技場に魔物は現れない。……よく考えられたもんだ。

「わかりました。次に、ここの部屋は安全なんですかね？」

「ふっ……ぬかりはありません。テプトさんは月光草の特性を知っていますか？」

「月光草の特性ですか？　満月の夜にしか採れない……では？」

「クックッ……実は月光草は魔物を追い払う特性があるのです。知りませんでしたか？」

「……知りませんでした」

「クックッ……そうでしょう。私も月光草の研究過程で偶然発見したのです」

　これは検証してみた方がいいな。

「少し試させて下さい」

「……試すとは？」

「喚よび声ごえに応えろ『ヘルハウンド』」

「なっ!?」

　目の前に黒い犬が現れた。タロウである。

『なにか用か？　主よ』

「久しぶりだな。単刀直入に聞くけど、お前はここをどう思う？」

　タロウは辺りを見回したあと、驚いたように震えた。それから、低く唸り始める。

『……ここは魔ま除よけ草ぐさが群ぐん生せいしているではないか。……こんな場所に喚び出すとはどういうつもりだ？』

　タロウは前足を曲げて苦しそうにした。……どうやら本当のようだな。

「わるい。もう戻っていいぞ」

　申し訳なくなり、そう言葉をかける。

『次はもっとマシな所で喚び出せ』

　そしてタロウは消えた。

「テプトさんは……召喚魔法が……いや、それよりも今のはＡ級相当の魔物ヘルハウンドではないですか!?」

　隣で固まっていたローブ野郎が、突然喋しやべりだす。

「あぁ、前に契約を結んだんですよ」

「なんと……テプトさんは一体何者なのですか？」

「そんなことより、あなたが言っていた事は証明されました。ということは、魔物はここに月光草が生えている限り、あの部屋から出てくることはないということですね？」

「あっ……はい。その通りですよ」

　これはよくできている。あとは、これを部長たちにも見せれば説得も可能だろう。こいつ……本当は凄い奴なのかもしれない。

「これなら会議で通るかもしれません」

「えぇ……でなければ困ります」

　なら、あとは魔血の使用だ。

「あと、よければ魔血を分けて頂けませんか？　実際に使ってみたいので」

「それなら、奥の部屋にたくさんあります。ポーション用のビンに詰めていまして、現在五十本ほど……」

「その中の二十本を分けてください」

「かまいませんよ。どうぞこちらへ」

　部屋に入ると、先程のアンフィアンドのせいか少し血腥い。奥の方にさっきは気付かなかった作業台があり、その上に赤い液体の入ったビンが並んでいた。それを一本手に取る。……これか。こうして俺は魔血二十本を手に入れた。それを空間魔法でしまう。

「えっ!?　……今……」

「じゃあ、あとはやっておきます。またなにかあれば来ますね」

「ちょっ!?　テプトさん！」

　そのまま地下を後にする。部屋を出るとき、扉からネズミが一匹入り込んできた。

「おっと！」

　それを踏まないように気をつけて部屋を出た。まぁ、地下だからネズミもいるよな。




　闘技場からそのままギルドへ戻ると、扉を入った瞬間いきなりナイフが飛んできた。

　ヒュン──パシッ。

「ソカ！　ちょうど良かった。君に頼みたいことがあったんだ！」

　ナイフを投げてきた相手、ソカを見つけると俺は彼女に歩み寄る。

「えっ!?　なんで喜んでるのよ？　って近い、ちかい！」

　しかし、彼女は俺から離れて距離を取った。警戒したのか、訝いぶかしげにこちらを窺うかがっている。しまった……焦りすぎたか？

「いきなり近づいてきたらビックリするじゃない」

　いや、お前の方こそいつもいきなりナイフ投げてくるだろ。なのに、その反応はなんだ。俺は呆あきれた。

　彼女なら知り合いの冒険者は多いはずだ。彼女経由で魔血を使用してもらえば、純粋な感想が聞けると考えた。

「実は──」

　俺は先程ローブ野郎から預かった魔血を出そうとしたが、ここでそれを出すのはさすがにまずいことに気づく。

「……ソカ。ちょっと、人目につかない所に行こう」

「はっ!?　なんでよ？」

「君に頼みたいことがあるんだが、ここでそれをやると、みんなに勘違いされる可能性がある。だから、人目につかない場所に行きたいんだ」

　ここで魔血なんか出したら違法取引と勘違いされかねない。

「わっ……私になにする気よ!?」

　なんか、うろたえてないか？　ソカらしくもない。

「だから、やって欲しいことがあるんだ。だが、ここで出してしまうとまずいんだよ」

「なにを出すつもりよ!?」

　少しだけソカの声が大きくなった。

「それは言えない。言ったら捕まる可能性がある」

「捕まるような物を出そうとしていたの？」

　ソカの警戒心がより強まるのを感じた。ダメだ、これじゃ埒らちがあかない。

「ソカ、よく聞いてくれ。俺にとって頼れるのは君しかいないんだ。あまり時間もない。黙って言うことを聞いてくれないか？」

「嫌よ。なんか今のあなたおかしいわよ？」

　俺はおかしいのか？　……それとも言い方がおかしかったのか？

「……分かった。少し落ち着こう」

　頭の中をスッキリさせるため、一旦深呼吸をする。

「どう？　……落ち着いた？　それで、私になにをさせたいのよ？」

　なんと言えばいいだろうか？『魔血』の単語は絶対に言えない。……なにか、良い言い回しは……そうか！

「実は、取り出してすぐの新鮮な飲み物を君に───」












　ヒュン──パシッ。

「どうしてこのタイミングでナイフを投げる？」

「変態！　私に、人目のつかない所でなにをさせて、なにを飲ませる気なのよ！」

　瞳を潤うるませながら、彼女は叫んだ。

　いや、ソカに飲んでもらうんじゃなくて、他の冒険者に飲ませて欲しいんだが。

「違う。手伝いをして欲しいだけなんだ。すぐに終わるさ。五分くらいだ」

「えぇ？　五分もあれば十分なの？　ちょっと早すぎない？」

　魔血二十本を渡すだけだぞ？　……あぁ、説明もあったな。

「大丈夫。俺が優しく教えてやるから。そうすれば五分もかからない」

「あなた本当に最低ね。見損なったわ」

　は？　なんでそうなるんだよ。潤んだ瞳で軽けい蔑べつの視線を送ってくる彼女に、わけが分からなくなる。だが、なりふり構っていられない。

「ソカがそう思うんなら、それでもいいが、俺は諦めないぞ」

「なに堂々と開き直ってるのよ!?」

「仕方ないだろ？　これが俺の覚悟だ」

「うっ……なんで『魅惑チヤーム』が効かない男に、私が迫られなきゃいけないのよ」

　彼女は、言いながらうつむいてしまった。

「うん？　最後の方が聞こえなかったが……」

「分かったわよ。行けばいいんでしょ!?」

　顔を上げて投げやりに言い放つソカ。ようやく分かってくれたか。

「ありがとう。このお返しは必ずする」

「このお返しって……あなたがやりたいだけでしょ!?」

　なにをそんなに怒ってるんだ？

　俺はソカと異様なざわつきを見せるギルドを出た。あれ？　ギルド内ってこんな感じだったかな？




「おい、今あいつソカを口く説どいてなかったか？」

「あぁ。しかもかなり大胆に口説いてたな」

「俺でもあんな口説き方しねぇよ。しかも相手は『ギルド職員キラー』だぞ？」

「やべーな。あいつ。度胸が半端じゃない」

「俺……見に行こうかな？」

「やめとけ。管理部の部屋に石を投げ込んだ奴が言ってたぞ？　一瞬で首元にナイフを突きつけられたって」

「じゃあ見たら、それが人生最後の光景になるかもしれないってことか？」

「関わらんほうがいい」

「……そうだな」




　俺はソカとギルドを出ると裏手に回った。そこでようやく魔血を取り出して事の経けい緯いを説明した。

「なんだ……そういうこと？」

「どういうことだと思ったんだ？」

「いや……その……別に気にしなくていいのよ」

　そう言って取り繕うようにソカは笑った。まったく意味がわからんが、とりあえず話は終わった。

「じゃあ、魔力切れを起こした連中にこれを飲ませて効果を確かめてもらえばいいのね？」

「あぁ、そういうことになる。でも、本当に良かったのか？　俺の味方になるというこは、依頼義務化を推進することになるんだぞ？」

「別にいいわ。だって私は依頼も適度にやっているもの。まぁ、ダンジョンに潜るのが面倒なだけなんだけどね？　それに、闘技場にも出られるようになるんでしょ？」

「ソカも闘技場に出たいのか？」

「え？　そりゃあ……冒険者なんだし、自分の腕を試したいと思うのは当然じゃない？」

　まぁ、そうだよな。俺だってそうだったのだ。

「わかった。だが、あまり無茶はしないでくれ」

　俺に言えるのはここまでだ。

　するとソカはそっぽを向き、髪の毛先を触りながらなにかをボソボソと呟いていた。

「なによ……急に真面目になるんだから……」

　あまりにも小声で、それは俺の耳にまで届いてこない。

「なんだ？　聞こえなかったが……」

「そんなこと……私がするわけないって言ったのよ！」

　彼女はそう叫んでから、途端に走り去ってしまった。顔が赤くなっていたが、そんなに怒らせるような事を言っただろうか？

「なんだったんだ？　まぁ、これで魔血の方は済んだな。あとは、闘技場に冒険者が参加できるように署名を集めるだけだ」

　俺は再びギルドに戻り、大量の紙をもって一階フロアにて署名活動を行った。とはいえ、ギルド内でギルド職員が『闘技場への参加を希望する』なんていう紙に署名を集めていたらどうだろうか？　きっと怒られるに違いない。

　そう思いながらも、やるしかなかった。大切なのは公の場で、なんの不正もなく冒険者の意見を集めたというところにある。

「そこの君」

「あぁ？」

「そう、君だ。突然だが闘技場に参加してみたくはないか？」

「……なんだよ？　いきなり」

「闘技場に参加したいならこの紙に名前を書いてくれ」

「名前？　……これは参加するための紙なのか？」

「いや、参加するために、その権利を獲得するための紙だ」

「ややこしいな。悪いが俺は忙しくてな」

「あぁ……いや、手間を取らせた」

　そして次に大切なのは、冒険者が署名を任意で書いてくれることだ。強制をしてはいけない。なぜなら、そんなものに法的効力は全くないからだ。

　まぁ、この世界の法と、元いた世界の法は違うんだがな。それでも、やるからには理にかなっていて、否定することのできないものでなければいけない。

　その日、署名はなかなか集まらなかった。




「テプトくん、どういうこと!?」

　冒険者の受付時間が終わると、セリエさんがやって来た。その表情は明らかに怒っている。

「……なんですか？」

「とぼけないで。さっき、変なことしてたでしょ？」

「変なこと？　してませんよ」

「闘技場に参加がどうとか言って、冒険者に話しかけてたじゃない！　今、営業部でみんなその話をしてるわ。日々の激務で頭がおかしくなったの？」

「俺はいたって正常ですよ」

「だったらやめて。まだみんな疑問に思っているけど、不審がっている子もいるの」

　やはり変だよな……こんなこと。だが、やめるわけにはいかない。

「すいません。いくらセリエさんのお願いでもやめるわけにはいきません」

「……どういうこと？　ワケは話してくれるのよね？」

　俺は口を開こうとして……やめた。

　傲慢な考え方かもしれないが、ワケを話せばセリエさんも手伝ってくれるような気がしたからだ。すでに営業部内で話が伝わっているのに、そこに所属する彼女がそんなことを手伝いだしたら、なんと思われるだろうか。

　それは想像に容易たやすかった。

「すいません。ワケは話せないんです」

「えっ!?　……なんで？」

「これは俺がやるべき事だからですよ」

　ローブ野郎と約束したのは俺だ。俺がやらねばならない。

「なにそれ？　話せないような事をやっているの？」

「今は話せないだけです。時期がくれば話します」

「……まぁ、テプトくんの事だからなにか考えがあってのことなんだろうけど……無理しちゃダメよ？」

「はい。わかってます」

「本当にわかってるの？」

　セリエさんがジト目でこちらを見てくる。

「大丈夫ですよ」

　そう言い直してから、セリエさんは少しだけ安心したようだった。本当にこの人はいい人だな。……話さなくて正解だったかもしれない。

「わかったわ」

　それだけ言って彼女は戻っていった。今からの時間帯は依頼人の受付時間になる。俺は署名活動をやめて、いつも通り未達成依頼を達成しに出かける。そして翌日も、冒険者専用の受付が始まると、再びギルド内で冒険者たちの署名を集めた。ただ、昨日と違ったのは、エルドが待ち構えていた事だった。

「おはようございます。エルドさ──」

「テプト。ちょっと来い」

　話が伝わったのだろう。怒っているようだった。俺はエルドの後をついて行くと、受付からでは見えないところまで歩き、急に振り返った。

「お前、自分がなにしようとしてんのかわかってるのか？」

「わかってますよ」

「闘技場への参加希望を募っているらしいな。冒険者の！」

『冒険者の』というところを強調してくる。

「はい。そうですが」

「なに考えてんだ？　そんなこと認められてないだろ？」

「認めてもらうためにやってるんですよ」

　その瞬間、エルドの目つきが変わった。

「お前……本気で言ってんのか？」

　正直、俺にとってはあまり怖くない。冒険者時代にドラゴンに睨にらまれた時の方が、百倍怖かった。

「本気です」

　俺もその視線を真正面から受け止める。長い間お互い見つめ合っていた。

「用はそれだけですか？　なら、俺にはやることがあるので」

　そう言って戻ろうとすると、いきなり肩を摑つかまれた。見れば、エルドは拳を強く握り締めて俺を殴ろうと構えている。

　しかし、その拳が振るわれる事はなかった。力なく腕をぶらりと下げて、エルドはうつむいた。

「部長からの伝言だ。……その意味不明な行動をやめない限り、お前の提案に賛同することはできない」

　……まぁ、安全対策部としては、それが正しいよな。闘技場に冒険者が参加するようになれば、死人が出るかもしれないのだ。それを彼らが推奨するはずがない。

「わかりました」

　俺はそれだけ言って戻る。エルドはなにも言わなかった。

　その後も署名活動を続ける。最初は胡う散さん臭くさそうに見ていた冒険者たちだったが、少しずつ声をかけてくれるようになった。その日も一人、体格の良い男の冒険者が話しかけてきた。

「おう、兄ちゃん。今日もやってんのか？　聞いたぜ？　大目玉喰くらったんだってな？」

　ミーネさんの事だろうか？　先ほど、俺が署名活動をしていると、突然ミーネさんがやって来て、どこかに移動するまでもなく、その場で俺に即刻署名活動をやめるよう言ってきたのだ。しかし、それはできないと断った。また、署名活動を行う許可をギルドマスターから貰っていなかったことに気づき、ついでにそのことも話すと、彼女は呆れたようにため息を吐いた。

「今さらなにを言っているの？　ダメに決まっているじゃない」

「やっぱりですか？」

「でも、あなたは勝手に始めちゃったし、やめるつもりもないのでしょう？」

「はい」

「なら、好きにしなさい。ここはあなたの職場よ。ギルドマスターは特になにも言ってないわ。……あの人のことだから、もしかしたら闘技場への参加を認めたいのかもね？」

　この時ほど、バリザスが元冒険者で良かったと思ったことはない。ちなみに、バリザスは何回か俺の目の前を通り過ぎたが、「ふん」と鼻を鳴らしただけで、なにも言ってこなかった。意地っ張りかよ。

　と、そんなことがあったのだ。

「はは……恥ずかしいところを見られましたね」

「あんた変わってるよな？　最初は強くもない偉ぶった奴が来たのかと思ったが、あんたは強いし、今もギルドに楯たて突ついておかしな事をやってる。聞けば、闘技場への参加を認めさせようとしてるらしいじゃねーか」

「あまり上手くいってないですがね？」

「そうか？　他の連中言ってるぜ？　あんたは今までの奴とは違うかもしれないってな。そのうちみんな名前を書きに来るんじゃねーか？」

「そうですかね？　……もし良かったらあなたの名前も書いて欲しいんですが」

「あぁ……俺は字を書けないんだ」

「なら代筆しますよ」

「え？　そんなんで良いのか？」

　いいのだ。大切なのは、俺の意思に同意してくれた事にある。

「なら、書いてくれ」

　それから、男の名前を聞いて紙に書いた。

「ありがとな。あと、負けずに頑張れよ！」

　男の冒険者はそう言って去っていった。

　そして彼が言っていた事は噓ではなかった。やがて、徐々に署名が集まりだしたのだ。

「俺も書いてやるよ……代筆してくれんだろ？」

「こいつ、あんたの事気にしてたみたいなんですよ。昨日も酔った勢いで褒ほめてたんですから」

「ばっ……ただ、少しはあんたに期待してみても良いかと思っただけだ。あんたは今までの連中とは違うようだからな」

　少しずつ、多くの冒険者たちが名前を書いてくれるようになった。一人が書けば二人が書き、それに茶々を入れに来た奴らまでもが書いていく。状況は好転しつつあった。また、ギルド内では俺の行動を奇行だと決定づけたようで、挨あい拶さつをしても、話しかけても、素っ気ない言葉しか返ってこなくなった。エルドともあれ以来話をしていない。だが、俺はそれでいいと思った。万人に認めてもらおうなんて最初から思っていない。そんな中で、セリエさんだけは気さくに話しかけてくれていた。その度に心が痛んだ。

　そんな思いで署名活動をしていると、突然ナイフが飛んできた。

　ヒュン──パシッ。

「随分と人気者になったわね？」

　ソカだ。

「あぁ、俺もびっくりしている。で、例の件はどうなった？」

「みんな感謝していたわよ。それをくれたのがあなただって教えたら、もっとびっくりしてたけど」

「そうか。昨日そいつらがここに来たよ」

　署名活動をしている最中、お礼を言ってきた冒険者たちがいた。理由を聞くと、ダンジョン内で魔力切れを起こしている時に、ソカから渡された魔血を飲んで元気になったのだと説明してきた。そして、魔血は俺から渡されたという事実を聞いて、わざわざお礼を言いに来たのだ。

　ここ最近、やはりポーションが値上がりを始めているらしい。

　その冒険者たちは「もしも残りがあれば売って欲しい」と言ってきた。さすがにそれはできない。彼らに魔血を使用した感想を聞かせて欲しいと言うと、快く教えてくれた。俺はそれを紙に書いて大事にしまう。その後も何人か同じような冒険者が俺にお礼を言いに来たので、そいつらの感想も書き足していった。

「本当にとんでもないわね。この短期間に、冒険者と仲良くなっちゃって」

「ソカのお陰でもあるよ。頼る人がいなければ、糸口すら摑めなかった」

「そうかしら？　私はただ、面白そうだったからあなたにちょっかいをかけていただけよ」

「たぶん、それが良かったのかもしれない。……そういえば飯の約束をしていたな？　全部終わったら、好きなだけ奢おごってあげるよ」

「あら、覚えていてくれたんだ？」

「まぁ、しがないギルド職員の安月給だけどな」

「いいわ、最初から期待なんてしてなかったもの。でも……嬉しい」

「なら良かった」

　その後も順調に署名は集まる。このギルドに属している冒険者の数は先日、カウルのパーティの二名が亡くなったのも含めると現時点で千百三十人。そのうち、六百八十人もの名前が紙には書かれている。すでに紙の枚数は五十枚近くにも及んでいた。

　署名活動中、先日ダンジョンから傷だらけで帰ってきたカウルとソフィアの姿を見つけた。

「ダンジョンに行ってたのかい？」

　声をかけたが、カウルは俺を一いち瞥べつして、そのまま受付に並んでしまった。

「あの……先日はありがとうございました」

　しかし、ソフィアの方は頭を下げて駆け寄ってきてくれた。前の時はボロボロで気付かなかったが金髪の髪がふわりとなびき、顔立ちも整った優しげな女性だった。

「調子はどうですか？」

「はい。お陰さまでとても良いです。カウルは少し不機嫌なんです。パーティの勧誘を行っているのですが、もう十人ほど断られてしまって」

　そりゃそうだろう。なにせ『仲間殺し』の異名を持っているからな。俺でも考えてしまうかもしれない。

「本当は彼のせいじゃないのに……本当は……」

「おい、ソフィア。なにをやっている」

　カウルが少し強い口調でソフィアを呼んだ。

「ごめんなさい。それでは失礼します」

「あぁ、気をつけて」

　そしてソフィアはそそくさとカウルの元に行ってしまった。彼女はなにを言いかけたのだろうか？

「すまん！　代筆頼めるか？」

「あぁ……わかりました」

　そんなことよりも今は会議を成功させなければ。俺は署名を集める事に集中する。

　気がつけば、会議は明日に迫っていた。

　できる事はやったし、それらも概おおむね上手くいったように思う。改めて考えると、なぜ俺がこんなにも必死になっているのか疑問に思う時もあった。だが、すぐにその答えにたどり着く。

　俺は、このギルドと町の人たちと冒険者のためにやっているのだと。笑ってしまうほどに偽善たらしい答えを、おそらく一生他人に言うことはないだろう。

　この町に来て、ようやく一ヶ月が経とうとしているが、どうやら俺はここで頑張る事に決めたらしい。いまだ宿屋暮らしではあるものの、タウーレンの町はそう思わせる程に魅力が溢あふれている。

　そして、そろそろ帰ろうと支度していると、不意に管理部の扉をノックされた。

「どうぞ」

　入ってきたのは、『経理部』のアレーナさんだった。

「随分と派手にやっているようですね？」

「でなければ勝ち目なんてないですから。そちらは勝算あるんですか？」

「企画部の方は上手く丸め込んだようですね？　私が行ったときには話もろくに聞かれずに帰されました。まぁ、あの方と会話できるとは思っていませんでしたが」

　その言葉に思わず笑ってしまう。

「安全対策部は私側につきました。理由は……言わなくても分かっていますね？」

「はい」

　仕方ないだろう。

「営業部は……あなたと先に約束をしたと言ってましたが、どうやら迷っているようでした。その理由も分かっていますよね？」

「はは……まぁ、裏切られないよう精一杯頑張りますよ」

　やはり署名活動は思っている以上に影響があったらしい。

「今のところ、あなたに軍配が上がっていますが、それは勢力上での話です。あなたの提案はこのギルドだけではなく、他のギルドにまで影響を及ぼしかねない。とても通していいような提案では決してないと思います」

「俺にはアレーナさんの提案こそ、通していいものだとは思えません」

「まだやる気なのですね？」

「もちろん。わざわざそれを確認しに来たんですか？」

「はい。諦めているなら、安全対策部の方に許してもらえるよう口添えしようかと思っていたんです。彼ら、完全に怒っていましたから」

「余計なお世話ですよ」

　そう言うと、アレーナさんは小さくため息を吐いた。

「私には……テプトさんの考えていることがいまいち分かりません。なぜ、わざわざ敵を作るような真ま似ねをしているのか。それも、あなたが成功させたいと願う会議の前にです」

「成り行きですよ。でもちゃんと勝つ気でいますよ」

「あなたは私の考えの及ばない所にいるのかもしれませんね」

「それは過大評価ですよ。アレーナさんが俺の立場だったら、少なからず同じような行動をとったはずです」

「そうでしょうか？　……私はそんな行動はとりません。おそらく、あなた以外のだれがその立場でも、あなたほど奇妙な行動はとりませんよ」

「……それは褒めてるんですか？」

「褒めていますよ。私なりの精一杯の賛辞です」

「なら、良かった」

「本当……不思議な人ですね」

「それも褒め言葉として受け取っておきます」

「明日は正々堂々戦いましょう」

　そして、アレーナさんが握手を求めてきた。

「お互いに策を巡らせている時点で正々堂々といえるか疑問ですが、もちろんです」

　その手を握り返す。

「それも勝負の内ですよ。本部にいた頃はそんなの日にち常じよう茶さ飯はん事じでした」

　そう言って最後にアレーナさんは笑った。

　お互い、このギルドを想って始めた戦いだ。意見ややり方が異なっていたとしても、理解し合えないはずはない。だが、譲ってやるつもりもなかった。俺は決意を新たにする。それは彼女も同じなのか、握った手はとても力強かった。





　　　　　※






　会議当日。いつもより早く出勤すると、ギルドの前にソカがいた。

「なんだ？　もう受付を待ってるのか？　いくらなんでも早すぎるだろ？」

　声をかけると、彼女はハッとして俺を見た。

「良かった。まだ中に入ってなかったのね？」

　安堵したようにそう言いソカは近寄ってきた。えっ？　……俺を待っていたのか？

「会議って何時から始まるの？」

　突然ソカがそんなことを聞いてくる。

「え？　……朝礼が終わってすぐだから、八時過ぎからだな」

　すると、彼女はなにか考えているのか黙り込んでしまった。

「……どうした？」

「あなたとその会議でやりあう相手って、経理部の女部長さんよね？」

「そうだけど」

「最近その女部長さんが、みんなに『少しでいいから今度の会議に出て欲しい』ってお願いをしているそうなの」

「……アレーナさんが？」

「みんな暇じゃないから断ったらしいけど、なぜそんなことをする必要があるのかしら？」

　問いかけるような視線に、俺はしばし考えた。そして、一つの可能性が浮かぶ。

「……ソカも言われたのか？」

「私は言われてないわ。昨日、冒険者友達から聞いたの」

「そうなのか。……というか、それをわざわざ言いに来てくれたのか？」

「まぁ、ね。私はその会議になんの思い入れもないけど、一応あなたに協力したじゃない？　共犯？　共闘？　よく知らないけど、心配になったから」

　彼女はさらりとそんなことを言った。しかし、朝早くにこんなところまで来て、俺を待つなんて誰にでもできることじゃない。ソカは案外尽くすタイプかもしれないな。

「ありがとう、ソカ」

「別に。……余計なお世話だったらごめんね？」

　不安そうな表情を見せるソカは、普段の彼女ではなかった。

「いや、すごく役にたったよ、ありがとう。……でさ、ついでに頼みごとをしたいんだけど良いかな？」

「あなた、結構人使い荒くない？」

　ソカは呆れた表情をした。

「ごめん」

「謝らないで。どうせ、頼まれる事になるんだから」

「いいのか？」

「だからそういうこと言わないで。そう言われると断りたくなっちゃうから。ほら、私の気が変わらないうちにその頼みごととやらを言いなさいよ」

　やはりソカは尽くすタイプだな。苦笑しそうになる口元を必死に押さえる。

「もしも会議中に冒険者が入ってきたら、俺にとって不利な状況になるかもしれないんだ。だから会議室に冒険者が入らないようにして欲しい」

　するとソカは、露ろ骨こつに嫌な顔をした。

「なにそれ？　私にそんなことできるわけないじゃない。ギルド内は一階しか知らないのよ？　その会議室の場所も、会議に出る冒険者も知らないわ」

「だからここにいて、まだ受付時間でもないのに、ギルドに入ろうとする冒険者を足止めして欲しいんだ。会議は遅くても十時には終わる。というか、俺がそれまでに終わらせる」

「……なるほどね。でも、その冒険者がすでにギルド内に入っていたら？」

　確かに、それだとソカはなにもできない。

「うーん……ソカはいつからここにいたんだ？」

「え？　……なんでそんなこと言わなきゃいけないの？」

「ほら、その間に冒険者が、ギルドに入ったかな？　と思って」

「いいえ、入ってないわ。出勤してくる職員だけよ」

「そうか。……ちなみにいつから？」

　するとソカは急に俯うつむいてしまった。

「……時間前から」

　……ん？

「なんだ？　聞こえなかったんだけど」

　そう言うと、彼女は俺でもわかるくらいに頰ほおを赤く染めた。

「だから……時間前よ」

　重要な部分が聞こえない。

「ごめん、もう一度──」

「だから！　……二時間前よ!!」












　よく聞こうと耳を近づけたところでソカが叫ぶ。

「えぇ、そうよ。私はあなたをここで二時間も待ってたの。なにか文句ある？」

「いや、別になにも言ってないんだけど……というか、二時間も俺を待ってたのか」

　二時間前、俺はまだ寝ていた。

「悪い？」

　俺を睨みつけるソカ。俺はなんだか申し訳なくなってしまった。

「全然悪くないよ。ありがとう」

　頭を下げる。ソカはそっぽを向いてしまった。そりゃ怒るよな……。

「というわけだから」

　こちらを見ずに彼女は言った。

「それなら、ギルド内にいる可能性は低いと思う。だから、ここに来る冒険者を……」

「足止めすればいいんでしょ？」

「やってくれますか？」

「やってやろうじゃないの。……そのかわり」

「そのかわり？　なんでも言ってくれ」

「……ご飯の約束忘れないでよ？」

　あまりにも拍ひよう子し抜ぬけの条件に俺は唖あ然ぜんとしてしまった。

「ダメなの？」

　その言葉は自信なく呟かれた。

「いや、いいんだ！　というか、それは決定事項だから別のことでもいいんだが」

「今はそれでいいわ。追加があれば言うから」

「分かった。できることならなんでもする」

　その言葉に、ソカはこちらを見てニヤリと笑った。

「言ったわね？」

「あぁ、約束する」

「分かった。なにか考えておくわ」

　俺からもなにか考えておかないとな。……ソカには助けられてばかりだ。

「でも、足止めできなかったらごめんね。その時は諦めて？」

「助かる」

「じゃ頑張って」

　そう言って小さく手を振った彼女は、健けな気げな女性そのものだった。

「ありがとう」

　そう言って俺はギルドへと入った。

　それから、周囲に誰もいない事を確認してから小さくため息を吐く。

　……これじゃ彼女を利用してるだけだよな。

　湧いた罪悪感に反して、思わず狂気の笑みが出てしまう。

　でも仕方ないよな？　アレーナさん。そっちがその気なら俺だってなりふり構っていられない。今はできることをやるだけだ。

　それから、前日に彼女と握手を交わした時の事を思い出した。

（なにが正々堂々だよ……下手な小細工を施してるじゃないか）

　まぁ、それは俺も同じ事なので彼女だけを責めることはできない。戦いとは常にそういうものだ。そして一度勝ってしまえば、その事実はそう簡単に揺らぐことはない。だからこそどんな手を使ってでも勝利を収めなければならないのだ。

　その事を俺は今はっきりと認識した。




　会議直前、準備を整えてからギルドマスターの部屋に行くと、いつもはまだ見ないバリザスがいた。

「なにかしら？　もうすぐ会議よ」

　ミーネさんが訝しげな視線を向けてくる。

「最後の仕上げですよ」

　それに笑顔で答えてから、バリザスの前に立った。

「……なんじゃ？」

　バリザスは不審そうに俺を見てくる。警戒してるな。

「単刀直入に言います。会議で出す提案に賛成してください。もう読んでいるはずですよね？」

「……あの提案書か。それは無理じゃな。戯ざれ言ごとも大概にせい」

　そう言って、出て行けというように手を払う仕草をした。

「アレーナさんからも出てますよね？　提案書。それには賛成するんですか？」

「お前には関係のないことじゃ」

「関係あるから聞いてるんです。もしも賛成するならその理由を聞きたい」

「それは会議ですることじゃ。今するべきことではない」

「そうですか。……わかりました。でも一つだけギルドマスターに言っておきたい事があります」

「……なんじゃ」

　俺はなるべくニッコリと笑みを浮かべる。

「ランク適性試験の事は覚えておいでですか？」

「……あれか。それがどうした。おっ……終わったことじゃ」

　少しだけバリザスは俺から目を逸そらした。やはり後ろめたいのだろう。

「そうですか。俺はてっきり、前日に女性と飲みすぎて覚えてないのかと思いましたよ」

「なっ！　……なにを言っておる！　馬鹿にするのもいい加減にせい！」

　おぉ、効いてる効いてる。

「なんの根拠もなしに言っているとでも？」

「根拠？　……そんなものあるはずなかろう」

「そうですか。なら俺が小耳にはさんだ情報を言ってあげましょう」

「……情報じゃと？」

　言いながら、バリザスはミーネさんをチラチラと気にしていた。わかりやすいな。

「まぁ、情報源は一人の冒険者ですよ。あなたに憧れを持っていて、あなたの武勇伝をいくつも知っている人です。名前は伏せておきますが、俺が聞いたら快く話してくれましてね？　ランク適性試験前日、あなたと──」

「まっ！　待て!!」

　バリザスは突然立ち上がり、声を荒らげて俺の言葉を切った。

「……なにか？」

「……なんじゃ……その。そんな馬鹿げた話をここでされても困る」

「まだ話は終わってないですよ？　それとも会議にて話した方がいいですか？」

「そっ……それは」

　しばらくバリザスは考えていた。目が延々泳いでいる。このくらいでいいかな？

「まぁ、ここでそれを言っても誰も得しませんから、やめておきましょう。俺の願いは一つです。俺の提案書に賛成をしてください」

「……っ!!」

　バリザスは、これはお願いなどではなく脅しなのだと、ようやく理解したようだった。

　悔しげに顔を歪めるバリザスの肩は微かすかに震えていた。今にも飛びかかってきそうな雰囲気を感じる。

　だが、それはできない。非があるのは自分なのだと、バリザス自身が自覚しているからだ。

「どうしました？　さぁ、答えてもらいましょう。賛成するのか、しないのか」

　その時だった。

「バリザス様、落ち着いてください」

　ミーネさんが言葉を発した。

「それ以上興奮されると、お体に障さわりますよ」

　するとバリザスは少し冷静さを取り戻したのか、大きく息を吐いた。

　……余計なことを。

「テプトくんもやめなさい。もう気は済んだでしょ？」

「ミーネさんは今の話、気にならないんですか？」

「えぇ、気になるわ。でもこれ以上はやり過ぎよ。もしもバリザス様が倒れたら、会議自体を中止にするわよ」

「なぜ、その男の肩を持つんですか？」

　すると、ミーネさんはふっと笑った。

「テプトくんにもいずれ分かる時が来るわ。たとえどんなにしょうがなくても、人には尊敬すべき所が一つはあるものよ」

　それがバリザスにもあるというのだろうか？　そうは見えないが。

「テプトくんがやりたいことは分かったわ。私からバリザス様には言っておくから、もう行きなさい。会議が始まるわよ」

　バリザスが安堵したように再び息を吐いた。

「わかりました。では後ほど」

　そう言って踵きびすを返すと、部屋を出ようとする。

「もう、戻ることはできないわよ？」

　不意にミーネさんが言った。

「なんのことですか？」

　足を止めて振り返る。

「テプトくんが歩もうとしている道は、今まで誰も通ったことのない荒れ地よ。別に、そこを行くのは勝手。でも……手段を間違えれば、もう普通の道に戻ってくることはできない。……なぜ、荒れ地が荒れ地のまま放置されているか知ってる？」

　まわりくどい言い方に、俺は眉をひそめる。

「誰もそこを整備しようとしないからです」

　その答えに、ミーネさんは首を振った。

「違うわ。そこはあまりにも危険だから、誰も分け入ろうとしないのよ。覚えておいてね」

　しばしの沈黙。

　それから俺は、おかしくなって思わず笑ってしまった。

「ミーネさん。その話は最初に聴きたかったです。俺はこのギルドに派遣されてきてから、すでに普通の道なんて知らないんですよ。それに、そこがどんな荒れ地であろうとも、その先に夢みたいな財宝があるなら、人はどんな危険を冒してでも目指すんじゃないんですかね？」

「それは君の考え方よ。もしもそれが原因で、荒れ地に眠る魔物が暴走し、関係のない人を傷つけた時、君は多くの人びとに糾きゆう弾だんされることになる」

　それは、俺がこれからやろうとしていることを例えて「やめた方が身のためだ」と言っているのだろう。そして、俺がやることで被害がでるならば敵にまわると、そう言っているのかもしれない。

「これはお願いでもなんでもないわ。警告よ」

　そういったミーネさんの顔は真剣で、思わず俺まで真顔になってしまった。

「……わかりました」

　でも、今さらどうすれば良かった？　しがないギルド職員に無理難題を押しつけて放置していたのは紛れもなくこのギルドだ。それが一番の方法だと思っていたのか？　それに従っていれば良かったのか？

　ミーネさん。俺はあなたの言う『普通の道』ってやつはひどく細い崖がけの道に見えるよ。人が一人通るだけで精一杯の一方通行だ。むこうから人がやって来れば、どちらかがその崖に落ちなければならない。脇にそれて道を譲る事すら叶わない。それをさせないためにこのギルドがやってきた事はなんだ？　『どちらかが一旦戻って、再度出直してください』と声をかけただけだ。

　今まで歩んだ道のりを、もう一度戻らなければならなくなった人の気持ちが分かるのか？　下手をすれば、道を押し通るために争いが起きかねない。

　冒険者と町の人たち。彼らのために道を整備することに、なんの不都合がある？　そして、それが冒険者ギルドの役割じゃないのか？

　冒険者ギルドは、冒険者と町の人たちのすれ違いを無理やり納得させてその場しのぎをする所じゃない。彼らの違いをすりあわせて、どちらにとっても良い方法を考え、実行するところだ。

　魔物がいるから冒険者がいて、冒険者がいるから町が潤うるおう。そして、町に住むのは依頼人だけではなく、それを請け負う冒険者も含まれるのだ。だから町の人たちは冒険者を邪険にできないし、冒険者も町の人たちと共に生きなければならない。

　密接に絡まった関係をうやむやにして、そのままにしておけば必ず何ど処こかで綻ほころびが出てくる。その綻びはやがて、破滅へのキッカケとなるに違いない。

　俺は部屋を出るとき、扉を乱暴に閉めたくなったが、ギリギリで抑えてできるだけ丁てい寧ねいに、これ以上ないほどに優しく閉めた。










「それでは会議を始めます。今回は大事な会議なので、いつもは出席されていないギルドマスターも出席されます」

「……ううっ」

　バリザスが小さく呻うめいた。

　こうしてミーネさんの司会進行のもと、会議は始まった。さらりとバリザスを罵ば倒とうするミーネさんは、もはや無意識でやっているとしか思えない。

　そして周りを見渡すと、各部長の面々が揃そろっており、安全対策部部長のザッカスは俺を睨にらんでいた。

「それではまず一つ目、手元の資料を見てください。最近、町の人たちに冒険者が必要とされていない旨むねの報告が冒険者管理部よりあがっています。また、それに対する解決案を、テプト部長より提案してもらいました。それとは別に、アレーナ部長からも解決案が出ています。それをギルドに取り入れるかどうかを今回の会議で決議します。では、テプト部長、お願いします」

　ミーネさんに促されて立ち上がる。みんなが一斉に俺を見た。

「まずその説明をしたいのですが、その前に前回の会議であがった魔ま水みずの件に関して、解決策を考えてきたので、そちらから説明します」

「そんなことは後からでいいだろう。今はお前が出してきたこの提案について話せ」

　ザッカスが言い、資料を手で叩たたく。

　魔水と闘技場の件を通さなければ、ローブ野郎の票は取れない。後ではなく、これの前に通さねばならない。だが、それは俺の都合に過ぎない。

　ミーネさんを見る。

「テプト部長は、言われた提案書の説明を優先させてください」

　……くそっ。俺はチラリとローブ野郎を見た。彼は、俺が見たことに気づいたのか、小さく首を横に振った。『後でも構わない』その合図だ。

　会議が始まる直前、ローブ野郎にはこうなる事を想定して話をつけてある。それでも彼は、協力してくれるなら自分も協力すると言ってくれた。

　すまん。心の中でそう呟つぶやいて、「わかりました」と返答する。

「では話を戻します。最近冒険者を出禁にする店が増えており──」

　俺は一つ一つ説明をしていく。

　冒険者が依頼をあまり受けないために、町の人たちの冒険者に対する印象が悪くなっていること。

　今は大きな問題が起きてはいないが、このままにすれば冒険者と町の人たちによるいざこざが起きかねないこと。

　また、未達成依頼の多くを冒険者管理部が処理していることにより、その印象が顕けん著ちよになりつつあるということ。

　そして、それを打開するため、冒険者に依頼を義務化する提案をあげた。

　内容は『月単位で冒険者一人が一つ以上の依頼を達成する』。

　このチェックについては、『冒険者管理部』が行うこととし、またそれに必要となる人員増員の話もする。

　冒険者の人数は千三百二十人。そして一日に来る依頼の量は三十件から五十件程度。現状はだいたいその六割くらいが討伐依頼なのだが、あとの四割の依頼が達成されずに放置される。期限は三十日以内で適正ランクＤと、比較的簡単で長期的なものが多いが、それでも放置されているのが現状だ。そして、そういった依頼こそ町の人たちが冒険者を身近に感じる依頼ばかりなのである。

　一日に五十件依頼があるとして、その四割の二十件を未達成とする。それが三十日続くと未達成依頼は六百件にもなる。

　もしも冒険者一人が月に一つ依頼を達成すれば、それを大幅に改善することができる。月の終わりにまだ依頼を受けていない冒険者には、未達成依頼を受けてもらい、もしも依頼がない場合は、次の月始め前期以内に依頼を受けてもらう。そして、依頼を受けなかった場合は『冒険者管理部』より、適切な処罰が下される。

「──この処罰については、今後各部長の意見を伺って決めていきたいと思っています」

　そこまで話し終えると、会議室が沈黙した。

「なにか意見はありますか？」

　もう一度声をかけると、アレーナさんが手を挙げた。

「これをしてしまうと、冒険者からの反発が大きくなります。その時の事は考えているのですか？」

「反発がないよう説得するしかありません。それを怖がっていては問題が解決することはないからです」

「避けられるトラブルは避けるべきです」

「俺は今後起こりうるトラブルを防ぐために提案しているんです」

　そう言うと、アレーナさんは唇を嚙かんだ。

「……ギルドマスターはどうお考えですか？」

「へ？　……わっ、わしか？」

　完全に油断してたな。

「はい。冒険者だったギルドマスターに意見を伺いたいのです」

　その言葉に、しばし黙るバリザス。それから、俺に一瞬視線を向けた。そのタイミングを逃さずニヤリと、わかるように笑ってやる。

「わしは……この会議の決定に文句は言わん。冒険者だったのは昔の事じゃ」

　なるほど。賛成はしないが、アレーナさんに味方するつもりもない、ということか。考えたなバリザス。

「私は賛成ですよ。クックックッ」

　言葉を発したのはローブ野郎だった。

「こんなにも目に見えた問題に対し、それに応じた解決策を挙げているのに、反対する理由こそお聞きしたいですね？　クックックッ」

　流りゆう暢ちように喋しやべりだすローブ野郎。しかしその手が、必死で震える膝ひざを押さえているのを俺は見た。

「お前……ちゃんと喋れたのか」

　隣に座る『安全対策部』のザッカスが呟いた。

「ぐっ!?」

　どうやら、ローブ野郎にダメージが入ったらしい。

「妙ですね？　めったに意見を自分から言ったことのないあなたがそんな風にしているのは。……なにかテプトさんと取引でもしましたか？」

　アレーナさんが探りを入れてくる。

「そういえば最近、テプトさんは闘技場の参加を冒険者に募つのっているそうですね？　あなたと関係あるのではないですか？」

「俺もそれは知って……というか、ここにいる奴ら全員知ってるだろ？　テプト部長、どういうことだ、あれは？　まさか、自分の案を通すために、こいつと取引したんじゃないだろうな？」

　ザッカスがローブ野郎を指差しながら言う。

「偶然じゃないですか？　俺は冒険者の意見を聞いて、その希望を叶えようとしているだけです。ちなみに、闘技場の参加には、約九百人の冒険者が同意してくれました。それも、この会議で提案しようと思っていたことです」

　それから、空間魔法にて紙の束を机に置いた。七十枚近くある紙はそれなりに分厚く、机に置くとドンと鈍い音がした。

「……九百」

　ザッカスがポツリと呟いた。その数に驚いたのだろう。

「結論から言うと、冒険者も闘技場に出たいと思っています。確かに冒険者は魔物と戦うことを専門としていますが、その実力を試したいとも思っているようです。闘技場ではどちらかが戦闘不能になるまで行われます。逃げることも許されず、降参することは恥だと思われています。そのせいで死人が出てしまうこともしばしばあります。ですが、魔物との戦いで強力な魔法を使う彼らがそうなるとは考えにくいですし、なにより、企画部部長の功こう績せきにより、死亡者の数は減っています。参加する権限を与えても良いんじゃないですか？」

「しかし──」

「そもそも！」

　俺はザッカスの言葉を遮さえぎる。

「冒険者を他の人たちの尺しやく度どで考える事こそ間違いなんじゃないですか？　彼らは他の人たちとは絶対的に違います。人の非力ではどうにもならない魔物と戦うことを選んだ彼らは、普通の常識には当てはまりません。そこを理解することが、俺たちには必要なんです。そのために、彼らの意をくんでやってもいいんじゃないですか？」

　その言葉にザッカスは黙った。悔しそうに睨みつけるだけだ。反論が思いつかないのだろう。それは、冒険者でも闘技場でなら十分……いや、それ以上に戦えると心の中でわかっているからだ。ただ、今まで決められていたことを覆したくないだけなのだ。

「あなたはこの数日で、冒険者とかなり仲良くなられたようですね？」

『営業部』のワレフが言った。

「冒険者管理部は彼らを管理しなければいけません。そのために必要な事をしたまでです」

「ふぅむ。……私も冒険者のみなさんとは仲良くしていきたい。あなたがそれを望み、良い結果を出してくれるなら、あなたの意見に賛成しましょう」

　その言葉に、アレーナさんとザッカスが息を飲んだのが分かった。『意見に賛成する』それは、闘技場だけではなく、『依頼義務化』にも賛同するという事を含んだ発言だったからだ。

「ザッカス部長はどうですか？　反論があるなら言ってください。なければ、賛成という事でいいですか？」

　俺は一気に畳たたみ掛かける。

　納得できないから賛成しないというのは通らない。だから、ちゃんとした理由をつけて反論される前に、終止符を打つ。

「俺は……」

　ザッカスの表情が徐々に歪ゆがむ。

「待ってください！」

　その時、アレーナさんが立ち上がった。

「待ってください。……闘技場の件はわかりました。随分と姑こ息そくな手段で冒険者を味方につけたようですね？」

　トゲのある言い方をする彼女の声は、普段より少しだけ大きい。

「先程、冒険者の望みを叶えるなどと言っていましたが、矛盾していませんか？　あなたの提案する『依頼義務化』は、明らかに彼らにとって不利益なのではないですか？」

「なにが言いたいんですか？」

「闘技場の参加については私も認めましょう。彼らが望んでいるのなら。……しかし、それがこの提案を通すための手段だと知ったら、彼らはどう思いますかね？　それとも、それを説明した上で闘技場の参加を募ったのですか？」

「それは関係ないと言ったじゃないですか」

　冷静に返すが、額ひたいに汗が滲にじんでくる。

　そう、俺は『依頼義務化』を通すために、冒険者を闘技場に参加させる主張をしている。それは、ローブ野郎が出した条件だからだ。

　もしも全てを冒険者に話していたなら、九百人もの署名を集められなかっただろう。俺は、彼らを騙だましているということになる。

「それにどちらも、今後冒険者のためになる提案です。それも先程説明したはずですが？」

　そうアレーナさんに問う。

「わかりました。なら、彼らの意見も聞かなければいけませんね？」

「意見？」

　俺は首を傾かしげてみせたが、彼女がなにをしようとしているのか分かった。

「ギルドマスターは先程、冒険者だったのは昔の事だとおっしゃいましたね？」

「……そうじゃ」

「でしたら、現役の冒険者に意見を聞いてみるのはどうですか？」












「現役の冒険者じゃと？」

「私は、何人かの冒険者にこの会議に出てもらえないかお願いをしています。もしも来てくれているなら、この場に連れてきて意見を聞きたいと思っています」

「なんじゃと？」

　それにはバリザスも驚いたらしい。

「よろしいですか？　ミーネさん」

　アレーナさんはミーネさんを見つめた。

「……そうね。冒険者の意見はテプト部長が主張しているだけだもの。本人たちの意見が聞けるなら、みんな納得するでしょう。……わかりました。許可します」

　ここからが問題だ。もしも、冒険者がアレーナさんの話を聞き、それを信じてしまえばなにを言い出すかわからない。

　俺が提案書を通すために闘技場の参加を募ったことは、ローブ野郎が言わない限り露見することはない。しかし、偶然と言い張るには少し無理がある。つまり限りなく黒に近い白、つまり灰色グレーなのだ。

　だから、ソカに冒険者を足止めするよう頼んだ。……頼む、成功させていてくれ。

「私の部下が、部屋の外に待機させているはずです」

　そして扉に近づくアレーナさん。すれ違う瞬間、俺にだけ分かるように舌をペロリと出した。『ごめんね？』その表情からはそんな意思を感じさせる。それに反応せず無表情を貫く。

　アレーナさんは扉を四回ノックした。それが合図なのだろう。

　その後、扉がゆっくりと開き、ギルド職員と一人の冒険者が入ってきた。

「噓……だろ？」

　思わず呟いてしまう。その冒険者とは、なんとソカだった。

「お邪魔しまーす。うわー、初めてこんな所入った」

（お前……なにやってんだよ）

「あら？　……あなたに会議に出てもらうよう頼みましたっけ？」

「なんか友人が来られないらしくて、かわりに来たんです」

　アレーナさんに対してソカは平然と噓をついた。その口調はとても自然で、アレーナさんはなにも疑問に思わなかったのか、そのまま自分の席の隣までソカを案内した。

　ちらりとバリザスを見ると、顔を手で覆っている。まさかランク適性試験前日に、一緒に飲んだ冒険者が来るとは思っていなかっただろう。よく見ると、覆った指の隙間から俺を睨んでいる。違う、俺のせいじゃない。

「それじゃ早速だけど、あなたは現在テプトさんがやろうとしている闘技場への参加には賛成なのかしら？」

「はい、賛成ですよ」

　元気よく答えるソカに、お前そんなキャラじゃないだろとツッコみたくなる。

「今、彼がもう一つやろうとしている事があるのは知っていますか？」

「知りませーん」

（おい、演技下手くそ過ぎるだろ）

「それはあなたたち冒険者に、依頼を強制的に受けさせる制度をつくろうとしているのよ」

「えぇえ！　そうなんですか!?」

　両手を軽く上げて驚くソカに俺はだんだん恥ずかしくなってきた。

「それは……ごめんなさい、今から言うことに気を悪くしないでほしいんですけど……冒険者が町の人たちの依頼をあまり受けないことが原因として挙げられていて、それを解決するための制度なんです。ですが、私はもっと良い方法があると思っています。冒険者のみなさんは生活がかかっているから報ほう酬しゆうの低い依頼を受けないのだと考えています。なら、その報酬を上げたらいいと思いませんか？」

「うーん」

　腕を組んで定番の考えるポーズをするソカ。おそらく彼女はなにも考えてはいないだろう。

「でも私は、テプトさんの意見を支持します」

　それはアレーナさんにとって予想外の答えだったのか、一瞬彼女は固まってしまった。

「……なっ、なぜですか？」

「だって、悪いけどあなたの事を私は知らないし、会うのはこれが初めてですよね？」

「えぇ、そうですけど」

「そんな人に、私たちのことを考えて制度をつくりましたーって言われたところで、なんの説得力もないもの」

　それはただの感情論ではあったものの、反論の余地を与えない完璧な答えだった。

「テプトさんは私たち冒険者と一度戦ってるし、最近はよく話もしてますよ？　闘技場のことだって、ギルド側の反対を押し切ってテプトさんが進めてるのをみんな知ってます。だから、テプトさんが私たちにとって良くない制度を取り入れようとしてるからって、それを簡単に反対するほど馬鹿じゃありません。逆に聞きたいんですけど、あなたはなんで私たちのためにそんな制度を取り入れようとしてるんですか？」

　そう言って、ソカはアレーナさんの顔を覗き込んだ。

「……それは」

　結局、アレーナさんはその答えになにも返すことができなかった。沈黙が続く中「もう帰っていいですか？」と言い出したソカは本当に自由すぎる。

「帰って大丈夫よ」

　言ったのはミーネさんだった。ソカはそのまま出て行き、会議室内にはなんとも言えない空気が流れる。

「アレーナ部長、決議をとっていいかしら？」

　ミーネさんの言葉にアレーナさんは静かに着席した。

「では、テプト部長の提案に賛成の方は拍手を。反論がある方は挙手を」

　ローブ野郎とワレフが拍手をする。手は上がらなかった。やがて、ザッカスとアレーナさんも諦めたように、拍手をした。

「賛成多数ということで、この案を正式に採用します。また、それに伴う冒険者管理部の人員増員案も含めて承認とし、後日本部に届出を提出します。また、詳しい取り決めについては、冒険者管理部と会議によって決めていきます。じゃあ、次の提案書をアレーナ部長お願いします」

　それからアレーナ部長は立ち上がったが、しばらくなにも言わなかった。先程の事がよほどショックだったのだろうか？　そう思っていた時だった。

「すいません。やっぱり、私の提案はなかったことにしてください」

　そんなことを言い出した。

「なぜですか？　アレーナ部長」

「この提案書は、テプトさんのように、誰かのためを思ってつくったものではないからです。ただ、今回の問題を解決するためだけにつくった空っぽの提案書です。先ほど冒険者の方から問いかけられて、私はなにも言えませんでした。冒険者の反発が怖くて、こういう制度にしましたなんて言えなかったからです。それに、私が本当に恐れたのは、町の人と冒険者の間でいざこざが起きてしまうことではありませんでした」

「それは、どういうことかしら？」

「私が恐れたのは、問題が大きくなり、それを本部に報告しなければいけなくなることでした。だから、とりあえず今の問題をなくすために、安易な提案書をつくってしまったのです。私は本部にいた人間ですからわかります。本部の人間は、なにか問題が起きた時、その責任を問いただして悪者をつくりあげるんです。もしも冒険者と町の人たちとの間で問題が起き、それを本部に報告した場合、標的となるのはおそらく、この冒険者ギルドです。それを恐れたのです」

　その言葉に、俺を含めた誰もが言葉を失った。

「そんなことが許されているんですか？」

　俺は、ようやくその言葉を吐き出した。

「はい。残念ながら、それが本部の現状です。そのやり方によって、泥をかぶったギルド職員は少なくありません。悪者になった職員はギルドを辞めるか、他の町のギルドに飛ばされてしまうかのどちらかです」

　そう言ったアレーナさんは力なく笑った。

「もしかして、アレーナさんは……」

「ここまで言えばさすがに気づきますよね？　そうです。私は、本部で悪者になった職員の一人なんです」

　それだけ言うと、アレーナさんは着席した。




「それじゃ、今回の会議はこれで終了で良いかしら？」

　重苦しい空気のなか、ミーネさんが静かにそう切り出した。

　バリザスが立ち上がる。続けて誰かが立ち上がる音がした。

　その時。

「クックックッ……みなさん……なにかお忘れじゃないですか？」

　ローブ野郎が突然言葉を発する。

「お前の存在か？」

「ぐっ!?」

　ザッカスはさらりとそう言って立ち上がり、彼の何気ない一言は確実にローブ野郎にヒットしていた。それでも、ローブ野郎はその奇妙な笑い声を上げ続ける。まるで、自らを鼓舞するかのように。

　あぁ……魔ま血けつの事か。

　ようやく理解する。それから軽く咳せき払ばらいをした。

「あー…すいません。会議の冒頭で言った魔水の対策について、まだお話ししていませんでした。良ければもう一度座っていただけますか？」

　見れば、ローブ野郎は親指を突き立てて弱々しく笑っている。それは事前に決めておいた『完璧だ！』の合図だ。

　いやいや、それは俺が説明をした後にする合図だっただろ。今使うなよ。ちなみに、説明をちゃんとできなかった場合は、人差し指で机を二回叩いてもらうことにしている。これは、『仕方ないから私が説明します。話を振って下さい』の合図である。なぜ、こんなにも面倒くさい事をしているのか？

　それは、彼が自分から発言することを物凄く嫌っているからだ。彼曰いわく、「話し出すタイミングがわかりませんね」とのことだが、さっきは普通に話してたよな？　……まぁ、足は震えてたけどさ。

　みんなも思い出したのか、一瞬渋い表情をしてから自分の席へと戻っていく。

「では、改めて──」

　──コンコン。

　それは、ローブ野郎が机を二回叩いた音だった。えぇ、ここでかよ。正直、彼に説明をさせるのは躊躇ためらわれた。彼はそういった説明をする時、生き生きしだすからだ。生き生きしだした彼はなんというか……手に負えないのである。だから、ここは無視して話を続ける。

「まず闘技場の施設について」

　──コンコン。

「新たにわかった事が」

　──コンコン。

「……あるのですが」

　──コンコン。──コンコン。

「……それは企画部部長より説明があります。……お願いします」

　そう言うと俺は座った。勘違いするなよ？　お前のしつこい合図に、ザッカスがイラついていたからだぞ？　今にもなぐりそうだったんだからな？

　そんなことなどお構いなしに、ローブ野郎は咳払いをしてから立ち上がった。

「クックッ……みなさんは闘技場にしかけられた秘密をご存知だろうか？」

　そう話し始めたローブ野郎。こいつ本当に話すの苦手なんだろうか？

「秘密？」

　そう呟いたアレーナさんに、ローブ野郎はクックッと笑った。

「私もつい最近知ったことですが、あの闘技場には、建物の構造を利用して、とある魔法陣が組み込まれているのですよ」

　おい。つい最近って。ちょっと盛っただろ。

「とある……魔法陣？」

　アレーナさん、もう反応しなくていいです。それやると奴は喜ぶんですよ。

「私も驚きました。実はあの闘技場には……召喚魔法の魔法陣が組み込まれているのですよ!!」

　…………。

　…………。

「なんだって!?」

「テプト部長、あなたは知っているはずよね？」

　ミーネさん、俺だって不本意ですよ。でも反応してあげないと、ローブ野郎はいつまでもその人差し指を突きつけたポーズとり続けるんですよ。なんか可か哀わい想そうで。

「なぜそんなものが組み込まれているのか？　これは私の推測ですが、おそらく闘技場とは本来──」

　その時、遠くで昼の鐘かねがなったのに気づいた。ローブ野郎は相変わらずポーズを変えて話をするのに夢中だ。もしかしたら彼は、この日のために練習をしていたのかもしれない。涙ぐましい事だ。だが、そのかいあってか、みんなローブ野郎の話を真剣に聞いている。

　いや、なんでだよ。

　俺にとってその説明は二回目だ。しかも、前よりも脚きやく色しよくされているような気がする。彼は話すのは苦手だが、目立つのは好きらしい。その懸命な姿は、元の世界にいた頃の俺が、高校デビューをしようとしていた姿と重なった。

　ふと気がつけば、バリザスのおじいちゃんは寝ていた。まだ会議は終わっていないのに一番上の者が寝るってどういうことだ。

　そう言ってやりたかったが、今回だけは仕方ないかもしれない。

　いまだローブ野郎の話は続いており、調子づいてきたのか、ちょっとした動きまで取り入れていた。

「──その時私は目の前のアンフィアンドに、剣を突きつけて言ってやりました。『お前の血を貰い受ける！』」

　もうなんの話をしているのかわからん。

「──『逃げても無駄ですよ？　なにせ、その向こうには月げつ光こう草そうが生えていますからね？』するとアンフィアンドは逃げるのを諦めて私に襲いかかって来たのです！」

　思ったのだが、ローブ野郎はあまり運動が得意でないとみえる。先ほどから、戦闘シーンを動きで表現しているのだが、全くキレがなく、なにをやっているのか分からないのだ。まぁ、動きづらいローブのせいかもしれないが。

「──やっ！　はっ！　ほっ！」

　たぶん、剣でアンフィアンドを切り刻んでいる動きだと思うのだが、どう見ても箒ほうきで掃はいている動きにしか見えない。というか、実際彼は剣を使っていないと思う。そんな剣捌さばきでは、いくらなんでもアンフィアンドは倒せない。やりたい放題かよ。

「──こうして私は無事に魔血を採取したわけなのですよ」

　……終わった？

「一ついいかしら？」

　ミーネさんが手を挙げる。

「……なんでしょう」

「私にはいまいちよく分からなかったから、テプト部長に説明の補足を頼んでいいかしら？」

「うぐっ!?」

　さすがはミーネさん。全部やらせた後で突き放すとは……怖すぎる。

「まぁまぁ、説明の内容はともかく、普段の彼を考えればとても素晴らしい事じゃないですか」

「ぐっ!?」

　ワレフがミーネさんを宥なだめるように言ったが、フォローになっていない。

「いくら闘技場とはいえ、町の中で魔物を召喚することは大変危険です。下手くそな演技で事態の重さを軽減させたつもりでしょうが、私は騙されませんよ？　……テプトさん」

　いや、アレーナさん。そんなに見つめられても、これは策じゃないですからね？　あなたの深読みですからね？

　どうやら、アレーナさんの一言がトドメとなったらしい。ローブ野郎は机に突っ伏してしまった。

「おい……その月光草の効果は本当なのか？」

　ザッカスが聞いてきたため、俺は立ち上がる。

「はい。実は俺も今回初めて知った効果です。試してみたところ、その効果は確かでした。召喚された魔物が地下から出ることはないでしょう」

「……ふむ」

　ザッカスは腕を組んで考え出した。これはあとひと押しかもしれない。

「できれば、闘技場へ行き、月光草の効果をみなさんには見ていただきたいと思っています」

「それは、実際に魔物を召喚してみせるということですか？」

　アレーナさんの言葉に俺は頷うなずく。こんなところで議論するよりもこの件は見てもらった方が早い。

「なるほど……ミーネさんどうしますか？」

「一応、月光草の栽さい培ばいも報告しなきゃいけないし、一度見ておきたかったのよね」

「では行くのですか？」

　ワレフの言葉にミーネさんは頷いた。

「今から闘技場へ視察に向かいます」

　その時、机に突っ伏していたローブ野郎の指が、ピクリと動いた。





　　　　　※






「ようこそ。我が城へ」

　ここは城じゃないだろ。

　闘技場へ向かうことが決定すると、ローブ野郎はゾンビの如ごとく生き返った。闘技場へ向かっている最中も、その奇妙な笑い声で町の人たちを怖がらせ、みんな、彼とは距離を置いて歩いていた。そして到着する時には彼のライフポイントは元に戻ってた。

　みんなさすがに呆れていたものの、闘技場の地下施設に入ると、やはりその幻想的な光景に驚いていた。

「ではピラルクを召喚してまいります。準備が整うまでここでお待ち下さい……クックックッ」

　そう言ってローブ野郎は例の部屋へと向かい、俺たちは月光草を栽培している部屋で待たされることになった。

「それにしてもすごいですね」

　アレーナさんは未いまだに驚きから抜け出せないでいた。まぁ、俺も最初びっくりしたしな。

「私もこんなのは初めて見ました。……これが月光草ですか。見たことはありますが、生えているところを実際に見るのは初めてですね」

　ワレフはしゃがんで月光草をまじまじと見ている。

「こんなもんにそんな効果があるとはな」

　ザッカスも同じようにしゃがみこんだ。

　突然、奥の部屋からローブ野郎の不気味な笑い声が聞こえてきた。とても嬉しそうな声である。あいつ、完全に復活したな。

「彼の欠点はあそこだけなのよね」

　その笑い声にミーネさんがため息を吐く。

「奴はギルドに来た時から怪しかったわい。その後も、何度怪しげな飲み物を飲まされそうになった事か」

　バリザスはため息交じりに言ったが、俺は知っている。飲まされそうになったんじゃなく、確実に飲んでるからな？

「向こうの部屋には行かなくていいんですかね？」

　アレーナさんが疑問を口にした。

「あー……。ピラルクが進化してからでいいと思いますよ？」

　あの部屋を見たら、絶対にもう一つの水すい槽そうが気になってしまう。その答えを知った時のみんなの反応を考えると、奥の部屋に行くのは後からの方がいいだろう。これはローブ野郎の威い信しんを守ることにも繋つながるはずだ。

　ピラルクがアンフィアンドに進化するまでの間、俺たちはお喋りをして過ごす。そういえば、各部長とこうした時間を過ごす事はなかったため、新鮮な時間でもあった。

「おい、テプト。悪かったな」

　不意に話しかけてきたザッカスがいきなり謝ってくる。

「闘技場の件だが、俺はどうやら勘違いしていたらしい。お前が、ただ冒険者に好かれたいがためにやっているのだと思っていた。だが、先ほどの会議で、お前が冒険者の事を想ってやっていたのだと理解した。エルドにも帰ったら言っておく」

「いえ、誤解されるのは承知の上でしたから」

　和やかな雰囲気がその場を満たす。もしかしたら、この幻想的な空間のおかげかもしれない。

　それにしてもローブ野郎はなにをしているのだろうか。一瞬、まさか風呂に入っているのかと思ったが、さすがにそれはないだろう。

「あら？」

　月光草を見ていたアレーナさんが、そんな声を上げる。なにか見つけたらしく、しゃがみこんで顔を近づけていた。

　アレーナさんの異変に気がついたのは数秒経ってからだった。

「どうしたの？　アレーナ部長」

　ミーネさんが声をかける。

「……ね」

「ね？」

「ねっ……ねねねね、ねずみぃぃぃ!!」

　その叫び声と同時に、アレーナさんはありえない行動に出た。なんと、魔法を発動しようとしてるのだ。

　しかも属性は『火』である。

「ねずみぃぃ!!　死ねぇぇぇ!!」

「ちょ!!　アレーナさん！　ここでその魔法は！」

　時すでに遅く、アレーナさんは月光草の群生に向かって火の魔法を連発し始めた。

　燃え上がる月光草。その中に動き回るネズミを見る。それは、先日俺がこの部屋を出ようとした時入ってきたネズミに違いなかった。

「なっ!!」

　アレーナさんの連発する火の魔法は、予想以上の威力を発揮して部屋中に着弾する。

（な、なんだ……この威力は……）

　その時俺は、この部屋のいたるところにはめ込まれたムーンスライムの魔ま石せきを見た。これが原因か。

　ムーンスライムの魔石は、魔力を増幅させる効果を持っている。それが原因でアレーナさんの放つ魔法も強化されてしまっているのだ。

　俺は半狂乱で魔法を連発するアレーナさんに素早く近づくと、「すいません」そう呟いてから手刀にて首筋を殴打し、気絶させた。

「ねず……っ!!」

　まったくとんでもないな。まさか、ネズミ一匹にこの反応とは。見れば、バリザスが魔法を発動しようとしている。どうやら、属性は『水』らしい。

「はっ!!」

　バリザスの声と共に彼を起点にして水の波が起こる。さすがは元Ｓランク冒険者。部屋中の炎は瞬く間に鎮火された。残された俺達はびしょ濡れになってしまったがな。

　部屋の惨さん状じようは酷ひどかった。炎と水の波状攻撃で、残っている月光草はほとんどない。

　その時だった。

「騒がしいですね？　あまりの驚きにテンションが上がってしまったのですか？　まぁ、私も人のことは言えませんがね？　クック……ック!!」

　奥の部屋からローブ野郎が出てきた。そして、部屋の状態に驚いている。

「これは……一体どういう……」

　そして、俺は別の事に驚いていた。ローブ野郎の首に、タオルがかかっていたことだ。まさかこいつ……風呂に入っていたのか。

　その時、奥の部屋から魔物の雄お叫たけびが聞こえた。

「おい、ここの安全は、月光草があって初めて成り立つんだったな？」

　ザッカスが張り詰めた声で言った。

「えぇ……そうですが」

　ザッカスの思っていることは、誰もが考えているはずだ。

　もうこの部屋に、月光草はほとんど残ってはいなかった。

　それから、おかしな事に気づく。ローブ野郎の開けている扉の向こうにアンフィアンドの姿がちらりと見えたのだが、なぜか、その姿は俺の知っているアンフィアンドとは違った。

「アンフィアンドってあんなに大きかったかな？」

　その呟きに、答えたのはローブ野郎だった。

「実は、テンションが上がってしまい、今までにない数のピラルクを召喚しました」

「……今なんて言った？」

「ここにはテプトさんやギルドマスターもいるので、大丈夫だろうと思い、通常の十倍のピラルクで共食いをさせたのです」

　その声は少し震えていた。事態の深刻さに気づいたらしい。

　マジかよ。

　その瞬間、むこうとこちら側を仕切っていた壁が破壊され、通常よりもふた回りほど大きなアンフィアンドが姿を現した。よく見ると、体の所々に鱗が見える。これ、進化第二段階が始まってるじゃねーか。




『キシャアアアアァァァァ!!』




　アンフィアンドの甲かん高だかい声が部屋に響く。

「おいおい、これやばいんじゃねーか？」

　ザッカスが顔を引きつらせながら言った。

「バリザス様!!」

　ミーネさんが叫ぶ。

「うかつじゃった。今わしは武器をもっておらん。魔法で倒すしかないか」

　バリザスの顔には緊張が見えた。奴にもそれが通常のアンフィアンドではないことがわかるのだろう。おそらく、Ｂランク相当の強さだと思われる。

「逃げましょう！」

　ワレフが叫んだ。




（まったく……なにをそんなに騒ぐことがあるのか）




　俺はゆっくりとアンフィアンドに近づいていく。

「テッ……テプトさん!!」

　ローブ野郎が叫んだ。

「待て！　ギルド職員が相手にできる範囲を超えておる！」

　バリザスも声をあげた。しかし、それを無視して俺はアンフィアンドに近づいていった。

　アンフィアンドは俺に気がつき、威い嚇かくの唸うなり声ごえをあげた。

「テプトくん!!」

　ミーネさんが叫ぶ。

「大丈夫。問題ありませんよ」

　俺はそれになるべく笑顔で答えた。それから、空間魔法にて異空間から大剣を出した。

「え……今どこから？」

　なぜなら───。

『キシャアアアァァァァ!!』

　振り返りながら俺はその大剣を横一線に振り抜く。アンフィアンドは俺に攻撃をしようとしている最中だったが、寸前で動きが止まった。

「普通より大きいだけで、所しよ詮せんこの程度だろ？」

　瞬間、アンフィアンドの巨体が二つに分かれ、絶命した。

「ほらね？」












　そう言って振り返ると、各部長たちも、ミーネさんも、魔法を発動しようとしていたバリザスも、全員が俺を唖あ然ぜんとした表情で見ていた。










「どうやら私はやり過ぎてしまったようです……クックッ」

　結局、魔ま血けつの件は承認されなかった。まぁ、事故とはいえ、あれだけの事があったのだ。当然だろう。しかも、ミーネさんからはこの部屋の封印を言い渡されたのだ。一歩間違えば大惨事だった。ここはダンジョンではない。町の中なのだ。

　今は半壊した地下部屋にローブ野郎と俺だけが残っている。他のみんなはすでに帰ってしまった。決議などする余地すらなく、魔血の件は否決となった。

「もっと慎重に事を運ぶべきでした……クックック……クック‥…クックック──」

　地面に手をついて項うな垂だれるローブ野郎は笑い続けた。しかしそれは笑いではなく、歯を嚙み締めて涙をこらえているのだと、しばらくしてから気づいた。

　俺は、共に会議を戦った者として慰めてやりたかったが、俺の提案は通り、彼の提案は通らなかった。その結果が慰める事を躊ちゆう躇ちよさせた。闘技場の方は通せたものの、彼は研究員だったのだ。これを通せなかった事実に、思うところもあるはずだ。

　しばらくローブ野郎は、悔し笑いを続けていたものの、やがて黙ってしまい、場に静寂が満ちた。ここでこんなことをしていたって始まらない。どうしたものかと考えていた時だった。

「私は……昔からやりたいことだけをやってきました」

　ローブ野郎が突然話し始めた。

「親はどちらも王都で魔法の研究をする研究者です。幼い頃から魔道具に囲まれて育った私が、親と同じ道を歩む事になんの疑問もありませんでしたよ。それに……周りの人たちもみんなそうだったのです。身内に研究者がいる人たちばかりでした。そんな中で私は……まぁ、自分で言うのもなんですが、優秀な部類の人間だったと思います」

　彼は力なく笑った。

「これは後から気づいたことですが、研究者もいくつかの分類に分けられるんです。……やりたいことをしていたら成果に繋がった者と、やりたいことが全く成果に繫がらない者。私は後者だったのですが、その差はなんだと思います？」

　そう言って、ローブ野郎は俺に顔を向けた。

「分かりません。俺は研究者ではないですから」

「そう……ですね。私が出した答えは『所しよ詮せん評価は他人だ』ということです。私が特殊魔法を専攻していたことは話したと思います。その中で発見した成果で、契約をしていない魔物の召喚を成功させたのです。しかし、それはたとえ過去に例のない研究成果だったとしても、世間が受け入れなければ意味がなかったのですよ」

　言われてみれば、確かにローブ野郎が行った召喚は、契約をしていない魔物の召喚だ。俺は召喚魔法を使えるが、さすがに契約していなければ召喚する事などできない。……それって結構すごいことなんじゃないのか？

「受け入れられなかったのは、なぜですか？」

「危険とされたからです。特殊魔法の研究の意義は、失われつつある特殊魔法を、魔法陣や魔道具によって実現させることにあります。そのために魔法の解明を行っていくのですが、私はその意にそぐわない成果を出してしまったのですよ……クック」

　自じ虐ぎやく的てきに笑うローブ野郎。

「俺にはすごいことだと思いますけどね。まぁ、危険とされた理由も、分からなくはないですが……それでも魔法の解明という視点で見れば、とんでもない実績だと思いますが」

　召喚した魔物は契約者に従順だ。そもそも、召喚魔法とは契約者同士の同意があって初めて成立する魔法である。俺がタロウを喚び出せるのは、タロウがそれを承諾したからだ。それを根底から覆すローブ野郎の召喚魔法は、まさにその純粋な召喚魔法のみを使用する、新しい魔法かもしれない。しかし、ローブ野郎を非難した奴らの言い分ももっともだ。それは先ほどの一件がそれを証明していた。

「クックックッ……どうやら私は他人に認められる事ができない星の下に生まれてしまったようですね。今回は魔水の件もあって都合が良かった。それに有能な協力者もいました。なのに……最後の最後で私は自分を抑えきれずに失敗してしまいました」

「今回は運がなかっただけですよ。事故です」

　確かに彼がいつも通りの召喚を行っていれば、危険も小さくできたかもしれないが、あの状況でアレーナさんが暴走するなど、誰が予想できたであろう。

　ちなみに、アレーナさんはザッカスが背負って帰って行った。

「クックッ……慰めはやめてください。結果に繋がってなければ意味はないのですよ」

　意味はない。その言葉に俺は引っかかりを覚えた。……それは違うだろ。

「意味はあると思いますよ」

　だから、俺はそうはっきりと告げた。

「ありませんよ。全ては結果です」しかし、ローブ野郎は頑かたくなに否定する。

「だって、結果が伴わなければ、今までの事が水の泡になってしまうんです」

　なんと言ったものか。

「……実は俺が冒険者をやめた理由は、周りから弱いと評価されていたからです」

　彼にはあまり理解しにくい話かもしれない。だが、それでもできる限りローブ野郎の言葉は否定したい。

「……先程、あんなにあっさりと魔物を倒したのにですか？」

『なにを言っているんですか？』ローブ野郎の言葉からはそんな想いが透けて見えた。

「俺はなんでもできてしまっていたので、周りは俺を万能型冒険者と褒ほめたたえ、裏では万能型だから、いつかは能力が打ち止めになると言われていたんです。結局俺はその認識を改めさせることができず、冒険者としての限界を周りから決めつけられてしまいました。まぁ、俺自身やり方を知らなかっただけかもしれませんが、それが原因で冒険者を諦めたんです。なんだかんだ言いながら、俺もその常識に囚とらわれていたのかもしれません。ですが、今はギルド職員となりその頃の経験は無駄ではなかったと思うようになりました。冒険者をやっていたおかげで、俺は彼らの気持ちが理解できます。あなたが闘技場に冒険者を参加させたいと言った事も、俺の中にはすんなり入ってきました。無駄なことなんてないんですよ。それがたとえ、現状において失敗だったとしても。あなたが研究員をやっていたのなら理解できるはずです。だって、たった一つの研究成果をあげるために、どれだけの失敗を重ねましたか？　それらが全て、成功した結果に結びついていないと、あなたは断言するんですか？」

「……テプトさん」

「おそらく今回の一件は、いつかあなたが大きな事を成し遂げるために必要な事だったんですよ。そう思えばいいじゃないですか」

　笑ってそう言ってやる。

「あなたは……不思議なギルド職員ですね」

　いや、お前ほどじゃないだろ。

「クックッ……間違ってもいいなんて誰も思いませんよ。間違えればそれだけで罪です。私たちはもう子供じゃありません。怒られて済む時期はとっくの昔に終えてしまったのです。……ですが、今のあなたの言葉は、とても元気をくれましたよ……間違えて良かったと思えるほどにね……クックックッ」

　ローブ野郎は少しだけ落ち着きを取り戻したようだった。

　そう。落ち込んでいる暇などないのだ。そんな暇があれば次の事を考えなければいけない。だが、落ち込む自分がいたから、次が頑張れるのかもしれないとも思う。俺の今があるのは、情けない過去の自分がいたからだ。

　できることをできるうちにやり切る。それさえ想って生きていれば、結果はそこまで悪いことにはならないだろう。




　先の一件のせいでここの地下施設はほとんど何もなくなってしまったが、部屋を照らすムーンスライムの魔石だけは、前と同じように幻想的な光景をつくりだしていた。その光は夜空に浮かぶ星のようにも見える。

　失敗したとしても、全部を失ってしまうわけじゃない。事実、ミーネさんが封印しろと指示したのは奥の部屋のみで、ここは今後も月げつ光こう草そうの栽さい培ばい場所として利用される。一つの失敗で全てを失ってしまうと考えるのは愚かだ。しかし、それが分かるようになるまでには、それなりに経験を要する。

　俺はこれから、どれだけの失敗を重ねるのだろうか？　ふとそう思った。それと同時に、どれだけの成功を重ねられるのか楽しみにもなった。そう考えられるようになったのは、間違いなく今の俺だけだ。

　だが、できることなら、失敗はしたくないなと素直に思う。俺は無意識のうちに、星のようにちりばめられた魔石に、それを願っていた。

『何事もなく、ただ、ひたすらに』

　もしかすると、それを叶えられる人間の方が少ないのかもしれない。人生とは波乱と理不尽に満ちている。俺がこうしてギルド職員をやっていることなど、神様すら予想してなかった事だろう。『だからこそ人生は面白いのだ』そう言ってのける奴というのは、大抵成功を積み重ねた人間だけだ。だから、俺はそれを否定してやる。

『確かに人生とは面白い。だがそれは、失敗に挫くじけなかった者だけの特権だ』

　勘違いしてはいけない。成功とは、成るべくして成るものじゃなく、成ろうとして成すものなのだ。

「随ずい分ぶんここに長居させてしまったようですね？」

　不意に、ローブ野郎が呟つぶやいた。

「別にたいしたことじゃありません。俺の提案が通ったのはあなたが味方をしてくれたからです。だから俺もあなたの味方として、励ましてやろうと考えただけです」

「クックックッ……私の味方を宣言するとは……苦労しますよ？」

「わかってますよ」

　こいつ、その自覚あったんだな。

　俺はニヤリと笑い、ローブ野郎も同じように口元を歪めた。

　案外俺はこいつと、似たもの同士なのかもしれない。

　それは一時の休息。一時的な決着の終わり。だが、安息などという生ぬるい時間は風の前の塵ちりに同じ。春の夜の夢のごとく、数日後俺は再び、『冒険者ギルド』の問題へと巻き込まれていくことになるのだった。





　　　　　※






「本当に行くの？」

「あぁ。時間がない」

「……分かった」

　とあるダンジョンの階層、その二人は階段を降りていく。その先は暗く、なにが待っているのか視認できない。彼らは、『冒険者ギルド』のルールを破ろうとしていた。







　───この時の俺は、まだそれを知るよしもない。
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　では謝辞です。

　ＷＥＢでの読者様。皆様がいるから筆を執ることができます。本当にいつもありがとうございます。私にできることは、血を吐いてでも更新することだけです。
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　さて、多くの人に関わっていただいた『ギルドは本ほん日じつも平へい和わなり』。もはや私の趣味とは大きく逸いつ脱だつした道を歩み始めています。できることなら、その道がいつまでも続くよう、これからも努力をしていく所存です。そんな決意を胸に秘め、今回は筆を置かせていただきます。
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